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ダニエル書

11章40-45節の研究

ダニエル書の研究において

11 章は、未だにすっきりした解

説がなされていない。ダニエル

11:1-3 までは、ほとんどの解釈

者が一致しているが、14 節以降

の様々な解釈のために、多くの

者がその研究を躊躇している状

態ではないだろうか。

● 村上氏は「最も解釈の分

かれる難解な章である。

…さて問題は14節以降、

40-45は最も難解な箇所

である」と言っている。

● マックスウエル氏の本で

さえ、40節以降は注解し

ていない。

● E.G.ホワイトも11:40-45

は一切言及していない。

●  し か し 、 「終 わ り の

時 」には「賢い者は悟

る」という約束がある

(12:4,10)。今日わが教

会に悟り始めている人々

がいることは幸いであ

る。ということは、時が

近づいていることを表し

ているのであろう。終わ

りに近づくにつれ、だん

だんはっきりしてきて最

後の大いなる叫びに備え

られることであろう。

大きく分けて二つの解釈があ

る。今回は、両方の研究を提示

してみたい。意見の相違をおそ

れてはならない。読者の今後の

研究の刺激となることを願うも

のである。

アンカーでは、聖書の預言から世界支配を狙うローマ法王教に

ついて幾度も書いてきた。

数年前、アメリカの友人に、我々の教会は、聖書の反キリスト

はローマ・カトリック教会と言ってきたが、今はそうではなく、

イスラム・パワーが反キリストなのだと聞かされた。

また、このような面白い本を最近見た。「イスラム・パワー〜

21 世紀を支配する世界最大勢力の謎〜宮田律」

しかし、読者に誤解されないために、聖書的結論から明言して

おきたい。たとい、どんなにイスラム勢力が驚くべき速さで、ロー

マ法王教を上回る勢力に発展しようと、それは、反キリストでは

ないし、それが世界を支配するのでもない。結局は、ローマ法王

教が世界を支配し、新世界秩序を構築することになっている。

近年まで、世界のローマ ･ カトリックとイスラムの人口は、ど

ちらも約 13 億と思っていた。しかし、次のような記事を見て驚

いた ｡その一部を掲載しよう：

｢世界のイスラム教徒人口がカトリック信者を抜く｣
バチカン統計　2008年04月01日 08:50　発信地:バチカン市国：

【4月1日 AFP】国連などのデータに基づいたバチカンの最新統

計年鑑によると、2006年度の世界のイスラム教徒人口がカトリッ

ク教徒人口を抜いた。バチカンの機関紙「オッセルバトーレ・ロ

マーノ（Osservatore Romano）」が30日に報じた。発表された統計

によると、2006年の世界人口65億人のうち、イスラム教徒は19％

以上、カトリック教徒は17.4％を占めた。ただしカトリック、ギリ

シャ正教、英国教会、プロテスタントなども含めたキリスト教全

体では「世界人口の3人に1人」の割合となり、イスラム教徒の人

口を上回る。」

｢４人に１人がイスラム教徒 世界で15億7000万人 ｣
Christianity Today 2010年10月11日／米機関調査  2009年10月13日 

「約68億人と言われる世界人口のうち４人に１人に当たる約15

億7000万人がイスラム教徒であることが、米調査機関ピュー・

フォーラムの調べで明らかになった。

ピュー・フォーラムは世界232カ国・地域の国勢調査結果などを

基にイスラム人口の分布を調査。国別に見ると、最もイスラム人

口が多いのはインドネシアの２億286万7000人、次いでパキス

タンの１億7408万2000人、インドの１億6094万5000人となってい

る。

地域別に見ると、アジア太平洋がイスラム世界人口の61.9％を占

Research
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める９億7253万7000人で最多。次いで中東・ア

フリカ北部が３億1532万2000人（20.1％）、サハ

ラ以南のアフリカが２億4063万2000人（15.3％）

という結果となった。

国家の人口に対するイスラム教徒の割合が最も

多い地域は中東・アフリカ北部で、全２０カ国・

地域のうち半数以上で人口の９５％以上をイスラ

ム教徒が占める。

各国で少数派であっても、非常に多くイスラム人

口が存在する国もある。インドのイスラム教徒は

１億6094万5000人と世界で３番目にイスラム人口

が多く、同国人口の13.4％、世界のイスラム人口

の10分の１に当たる。中国のイスラム教徒は2166

万7000人で同国人口の1.6％を占め、シリアの2019

万人より多い。ロシアのイスラム人口は、ヨルダ

ンとリビアのイスラム人口を合わせた数より多

い。」

｢イスラミックセンター・ジャパン（東京）による

と、公式な統計ではないが、日本のムスリム人

口はおよそ二十万人、うち５万人がいわゆる

『日本人』だという。｣

十字軍以来、イスラム・パワーがこれほどキリ

スト教世界に脅威となっておそってきた時代はな

いと言われている。近代イスラムの再台頭は世界

で最も早く成長している宗教であると誰もが認め

る現象であると、インターネットのウィキ（Wiki）

でも紹介されている。 Wiki.answers/Q/what_is_the_
fastest_growing_religion｡

カトリックもイスラムも、ダニエル 11 章の終わ

りの時になって「北の王」と ｢ 南の王 ｣ の争闘が

描写されている展開を今日世界に見せている。一

方は、平和的政策で一方は強暴なやり方で宗教的

世界支配を狙っている。

・｢彼(ローマ法王教)は平和によって多くの者を

ほろぼす｣ダニエル8:25（欽定訳）

・｢南の王(イスラム)は彼(北の王＝ローマ法王

教)に戦いを挑む｣ダニエル11:40

｢1400年の間、イスラムとカトリックは戦争の中で

共存してきた。ジハード(聖戦)と十字軍の戦いを

くりかえしながら。興味深いことに両方とも大体

同じ時期に世界の舞台に登場してきた｡

その最初の1000年間に、イスラムの感化と領域と

権力を徐々に拡大していった。しかし、17世紀に

なってその流れが変わった。カトリックが勢力を

増してくるのである。ヨーロッパばかりでなく、ア

ジア、アフリカでも｡イスラムは背後に隠れていっ

た。

20世紀の前半に西欧の植民地主義が衰微する

ようになると、イスラム社会の独立が目立つよう

になる。イスラム人口の数と権力が増してくる。や

がてソ連邦の崩壊へとつながっていく。ハンティ

ントンは、この歴史的現象は非常に意味深いとし

てイスラムの復活と表現している。この復活は全

イスラム人の行動と理想に大きな力をつけ、彼ら

の再献身の原動力となる。｣　www.http://www.
olivetreeviews.org/wordpress/category/islam-arabs/

｢1972年〜1979年の間に起こったオイルの高

騰がイスラム諸国にドルが流れ込む現象を生

んだ。またイランのシャーが、イスラム原理主義

者により1979年に退位させられ、その後アヨト

ラ・ホメイニーが最高指導者となる。

またしても1999-2007年にオイル高騰現象を起こ

す。するとイスラム主義布教と反キリスト教の活

金城 重博

世界支配を狙う二大勢力！     急増するイスラム人口とローマ･カトリック
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動のための資金が900万億ドル

を超した。それが各地にモスク

建築の資金となり、その戦いの

支援金となる。こうして『終わ

りの時に』聖書の預言が成就

する見通しとなった(ダニエル

11:40-42)。｣（フランクリン・ファ

ウラー資料［南の王］

より）

2001 年 9 月 11 日 は

全世界を戦慄させたテ

ロ爆破事件であった。

ニューヨークのゼログ

ランドにイスラムの

１３階のモスクを建て

る計画が公に知られた。すると、米

国民から猛反発が起こっている。そ

の主導者はイマム（イスラム教の指

導者）フェイサル・アブドゥル・ラ

ウフ師。米ニューヨーク市の０１年

同時多発テロ跡地近くに、イスラム

教のモスク（礼拝施設）を建設する

計画が反発を招いてい

ることについて、オバ

マ大統領は１３日、「宗

教の自由に対する米国

の誓約に揺るぎがあっ

てはならない」と述べ、

建設を支持する姿勢を

示した。

　 世界支配を狙う二大勢力

アメリカにおける反米運動—反イスラム運動
写真は、最近益々エスカレートするイスラム過激派の反米運動を表している。

我々はアメリカと世界を支配するのだ！

この現象は、アメリカばかりでなく、ヨーロッ

パ諸国、その他の国々でも起こっているのである。

さて、このような今日の状況は、預言的にど

のように見たらいいのであろうか？　

近い将来、｢ イスラム ｣ 対「ローマ法王教＋西側

同盟国」の戦いはあるのだろうか？聖書のどこに

そのようなことが書かれているだろうか？

主の僕 ､E.G. ホワイトは次のように言っている :

１．｢世界は戦争の精神でわき立っている。ダニ

エル11章の預言は、ほとんど完全な成就をみ

ている。まもなく、この預言に告げられている苦

難の光景が起こるであろう｡この預言の成就した

多くの歴史は、また繰り返されるであろう。

30節にある勢力が述べられている｡『彼は脅かさ

れて帰り、聖なる契約に対して憤り、事を行うで

しょう。彼は帰っていって、聖なる契約を捨てる

者を顧み用いるでしょう。』[31-36を引用]。これ

らの言葉に引用されている似たような光景が起

ラウフにお辞儀をするオバマ大統領
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こるであろう。サタンは神を恐れない者たちの心

を支配しようと急いでいる証拠を見ている。すべ

てのものは、この書の預言を読み、理解しようで

はないか。なぜなら我々はまさにダニエル12：1-4

に語られている時に入ろうとしているからであ

る。｣ 13MR394 (1909年)

２．｢われわれが生存している時代は厳粛にして

重大である。神のみたまは徐々にではあるが、確

実に地からとり去られつつある。神の恩恵をあざ

ける者たちの上に災害や刑罰がくだっている。

海陸の災害、社会の不安状態、戦争の警報など

が危機をはらんでいる。それらは最大の規模を

もった事件が近づいていることを予告してい

る。悪天使たちは勢力を結集して、陣地を固めて

いる。最後の大危機のために強化されつつある。

まもなくこの世界に大変化が起ころうとしてい

るが、最後の運動は急速なものとなるであろう。｣ 

9T11

ダニエル１１章の４０節に注目しよう:

「終りの時になって、南の王は彼と戦います。
北の王は、戦車と騎兵と、多くの船をもって、つ
むじ風のように彼を攻め、国々にはいっていっ
て、みなぎりあふれ、通り過ぎるでしょう。」

この聖句は何を教えているだろうか？

１.終わりの時｡

２.｢南の王 ｣が「北の王」に挑戦する｡

３.二つの王国が対決すると描写している｡

４.多くの国々が関わってくる｡

５.｢南の王 ｣が敗北する(41節 )。

　 世界支配を狙う二大勢力 　 

一方、アメリカ国民は反イスラム運動をもって対抗している。不気味な状況である。

世界最小の国バチカンと第一世界帝国アメリカの世界支配陰謀

｢南｣とは？

まず、最初に検討したいことは、ここのヘブル

語で「南」とは何を意味するかということである。

・それは、“negebネゲ

ブ”となっている。意味

は、「乾燥しきった」で

ある。

・77,000キロ平方メートルの広範囲の地域に及

ぶパレスチナの南の不明確な領域のことを指

している。確かにそこは極度に乾ききった場

所である。聖書はその地域をネゲブと呼んで

いる。

・そこは荒廃した場所

である。神に呪われ

たことを象徴する。
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「ネゲブの町々は閉ざされて、これを開く人がな

い。ユダはみな捕え移される、ことごとく捕え移

される。」エレミヤ13:19　

「人の子よ、顔を南に向け、南に向かって語り、

ネゲブの森の地に対して預言せよ。すなわちネゲ

ブの森に言え、主の言葉を聞け、主なる神はこう

言われる、見よ、わたしはあなたのうちに火を燃

やす。その火はあなたのうちのすべての青木と、

すべての枯れ木を焼き滅ぼし、その燃える炎は

消されることがなく、南から北まで、すべての地

のおもては、これがために焼ける。」エゼキエル

20:46-47

なぜ、｢南｣として、ここで訳されているのであ

ろうか？

・それは、パレスチナの南

だからである。従って、

それは｢南｣の象徴とな

り、後に「南の民」とも

言われるようになった。

・アブラハムがエジプト

を出たとき、聖書は、彼

は、ネゲブに来たと言って

いる(創世記13:1)。それか

ら彼は、ヘブロンに移った

(創世記13:18)。ここにお

いて、この預言のド

ラマが展開されるの

である。アブラハム

の妻、サラとの家族

騒動が起こったと

き、アブラハムは、

エジプトの召使い、

ハガルをその息子イ

シマエルと共に追い

出すことになる。理

解しがたいことであ

るが、「パランの荒

野」に母と息子の孤独な姿を見せられる。し

かし、それは神がそうなさったことである。

創世記16:１-16、21:13–21のストーリーを読

んでいただきたい。

そして、更に観察を続けよう : 

｢神はわらべと共にいまし、わらべは成長した。

彼は荒野に住んで弓を射る者となった。

彼はパランの荒野に住ん

だ。母は彼のためにエジ

プトの国から妻を迎え

た。」創世記21:20、21

ネゲブの荒野からパラ

ンに至るまで、イシマエル

とその子孫が住むことになり、大いなる国民とし

て発展していくのである。

こうして、新しい国民が誕

生したのである。イスラム世

界は、神がサラに与えた泉を

さらに南の今日サウジアラビ

アと呼ばれるところに見出し、

ここがメッカと言われるよう

になった。

｢ し か し、

はしための

子もあなた

の子ですか

ら、 こ れ を

も、 一 つ の

国民とします」( 創世記 21:13)。｢ そこでアブラハ

ムは明くる朝はやく起きて、パンと水の皮袋とを

取り、ハガルに与えて、肩に負わせ、その子を連

れて去らせた。ハガルは去ってベエルシバの荒野

にさまよった。｣そこは、ネゲブの一部(南 )であっ

た。残されたわずかな食べ物と水を使い果たして

しまって、ハガルはイシマエルが死ぬのではない

かと思った。しかし、天使が現れて言った :「神は

わらべの声を聞かれ、神の使は天からハガルを呼

んで言った、「ハガルよ、どうしたのか。恐れては

いけない。神はあそこにいるわらべの声を聞かれ

た。立って行き、わらべを取り上げてあなたの手

に抱きなさい。わたしは彼を大いなる国民とする

であろう」(21:17,18)。

イシマエルとその子孫について次のようなユ

ニークなことも記録されている：

｢そこで、ハガルは自分に語られた主の名を呼ん

で、『あなたはエル・ロイです』と言った。彼女

が『ここでも、わたしを見ていられるかたのうし

ろを拝めたのか』と言ったことによる。｣(16:13)

イスラムの伝説によると、イシマエルがアラブ

民族の祖先とされている。…(http://en.wikipedia.org/
wiki/Ishmael ) 

　 世界支配を狙う二大勢力

イシマエルとアマレク人の地域
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ユダヤの伝説によると、多くのアラブ民族はア

ブラハムの妻、サラが死んで後に結婚したケトラ

の子らからの子孫であると信じられている。

多くの歴史家は、時がたつにつれ、イシマエル

部族とケトラによるアブラハムの子孫との間の混

血があり ( 創世記 25：1-4)、それにアッシリアの

部族との雑婚があったと推測している。イシマエ

ルのイサクに対

する憎悪がこれ

らの子孫に受け

継がれ、イサク

の神に対する憎

しみへと発展し

たようである。

詩篇に次のように書いてある :

「神よ、沈黙を守らないでください。神よ、何も

言わずに、黙っていないでください。見よ、あな

たの敵は騒ぎたち、あなたを憎む者は頭をあげ

ました。……彼らは心をひとつにして共にはか

り、あなたに逆らって契約を結びます。すなわち

エドムの天幕に住む者とイシマエルびと、モアブ

とハガルびと、ゲバルとアンモンとアマレクペリ

シテとツロの住民などです。」（詩83:1,2,5,6)

これらのアラブ民族は、聖書でいう「南」、ネゲブ、

パランに散在している。

イサク—かえって「イサクから出る者が、あなた
の子孫と呼ばれるであろう」(ローマ9:7)。｢シオ
ンの山は北の端が高くて、うるわしく、全地の
喜びであり、大いなる王の都である。｣

イシマエル—そこで、ハガルは自分に語られた
主の名を呼んで、「あなたはエル・ロイです」と
言った。彼女が「ここでも、わたしを見ていられる
かたのうしろを拝めたのか」と言ったことによる。

詩篇 83:2-6,8

｢見よ、あなたの敵は騒ぎたち、あなたを憎む者

は頭をあげました。すなわちエドムの天幕に住む

者とイシマエルびと、モアブとハガルびと、ゲバル

とアンモンとアマレク、ペリシテとツロの住民な

どです。アッスリヤもまた彼らにくみしました。彼

らはロトの子孫を助けました。〔セラ〕｣

歴史：

｢イシマエルの12の子らとそのエジプトの妻は、

多くの部族の祖先となった。｣“ISHMAELITE,’" 
(TheZondervan Pictorial Bible Dictionary (Grand 
Rapids, MI: ZondervanPublishing House, 1963) p. 
387

イシマエル人はベドウィン部族、クウェート、

アラブ首長国、イエーメン、サウジの人々の祖先

であるそうだ。

｢ イスラム ｣ と唱える者たちは、すべてマホメッ

ドの祖先、イシマエルの子孫であると主張してい

るという。

マホメッドとは？

マホメッド・アブドゥラー(570-632 

A.D) は、アラビアのメッカで生まれ

た。イスラム教の創始

者で、神からの啓示を

受けて、コーランを書

いたという。日が経っ

てメッカの人々は、彼

のメッセージ、神の預言者という彼の主張を拒ん

だので、メディナというところに移り、力づくで

も彼の教えを布教した。イスラムの人口増加は実

に驚くべきものである。

マホメッドの時から「北」と「南」の区別は明

らかになった。

このことを理解する

ことは非常に重要なこ

とである。多くの者が

欺瞞に陥っているから

である。多くのプロテスタント教会の指導者たち

は、多くの場所に出てくる「不法の者」、「バビロン」、

｢獣 ｣等々は、イスラムのことだと思っている。

　 世界支配を狙う二大勢力 　 

北ー神の
民と主張

南ー神の民と主張

 カトリック・キリスト教(北)

 イスラム圏(南)

北—背教キリスト教—ローマ･カ
トリックは、ユダヤ教のよ

うに背教した

南—イスラムは、｢本当の反キリ
スト｣である｢北の王｣から

人々の目をそらす役目をし

ている。
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｢歴史は繰り返される」中世時代　

南の王が北の王に挑戦—第一の例

ダニエル 11:25-30

｢彼はその勢力と勇気とを奮い起し、大軍を率い

て南の王を攻めます。南の王もまたみずから奮

い、はなはだ大いなる強力な軍勢をもって戦いま

す。しかし、彼に対して、陰謀をめぐらす者がある

ので、これに立ち向かうことができません。｣11:25

第一回十字軍—聖地奪還の大遠征

ビザンチン帝国のア

レックス・コメヌスは、

法王ウルバン 2 世に助

けを求める。1095 年彼

はフランスのクレアモ

ントで教会の指導者た

ちを集め、パレスチナ制服のために結束するなら、

霊的、物質的な報酬 ( 罪の許し ､ 乳と蜜の流れる

地の幸福 )を約束して十字軍を発足させる。

重装甲の騎士が敵の騎兵を槍で突き落とし、剣

で斬りつけた。イスラム騎兵の馬は快速で奇襲に

何世紀も経てこの区別はそのまま続いてい

る！

神は、非常に厳密である。北と南の二人の王

が象徴するところは、神がアブラハムをご自分

の民として「わが民」と言われた時代以来、変

わらずはっきり区別されたまま残っているので

ある。

二つの勢力—最大の二つの宗教、これは世界支配を狙っている最大勢力である！

　 世界支配を狙う二大勢力

南

北

北の王 南の王

カトリックの大本山
ー聖ペテロ寺院

エルサレム

一度に60万人も収容
できるサウジアラビ

アのメッカ

南

北

2009年の
イスラムの住む国

色の濃いところ
は、イスラム人
口の多いところ
だんだん薄くな
るところは、密
度が低いところ
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向いていた。城
じょうさい

砦

に立て籠もったイ

スラム軍は槍と弓

矢で応戦した。十

字軍は城壁をよじ

登り、坑道を掘り、

弩
ど

( いしゆみ ) で

射撃し、投石器で石を打ち込み、攻城塔から攻め

込んだ。1099 年、エルサレムは陥落した。

1096 年〜 1270 年、騎士、諸侯、富める者、貧し

い者によって結成された十字軍は、トルコを取る。

パレスチナの奪回は成功。「人々は膝まで至る血の

中で泳ぐほどであった」。「虐殺はかつて記録され

たこともないほどのものであった」。

第一回十字軍は成功したが、その後 9 回も十字

軍が興されるが、ずっと敗北を続け「南の王」イ

スラムの勝利に終わる。少年十字軍も、悲惨なも

のだった。十字軍東方遠征の暴徒による沿道の略

奪、暴行、殺戮はすさまじいものであった。

これらの戦争でどれほどの血が流されただろう

か？十字軍は、イスラムから略奪するだけでなく、

多くのユダヤ人も虐殺 ｡

十字軍は聖地に小国家を建て、いくつかの城砦

を築いた。シリアのケラク・デ・シュヴァリエは

今も残っている。難攻不落の構えだったが、結局

は 1271 年に明け渡し、十字軍はヨーロッパへ撤退

した。このとき、絹や香辛料やアラブ馬を持ち帰っ

たが、船でクマネズミも連れ帰り、ヨーロッパで

はペストが流行し、人口の３分の１が犠牲となっ

た。過去において、約 200 年間—1095-1291 年の間、

この二大勢力は熾烈な戦いを繰り広げた。南のイ

スラム勢力と北の背教キリスト教との戦いは、実

に血なまぐさいものであった。この事実は、あま

りよく知られていない。しかし、中世時代のこの

戦いの構図は、終末の戦いを表していることが分

かる ｡　調べると限りなく興味深い事実が掘り出さ

れてくる。YouTube の動画にも、レンタル DVD でも

見ることができる。聖都エルサレムの奪還をめぐ

る戦いを絵で表した「十字軍物語」（塩野七生）は、

十字軍とイスラムの壮絶な戦いであったことを私

は初めて知った。「歴史は繰り返される」｡ ダニエ

ル 11:40 以降のこれから起こる事件を知るうえで

非常に大事だと思った。

｢堅固な城壁で囲まれたニ

ケーアをめぐるキリスト・

イスラム両軍の攻防は熾烈

をきわめた。激闘はつづけ

ばつづくほど、攻める側も

守る側も平常心を失ってい

く。十字軍は、倒した敵の

首を切り離し、その半数は

市内に投げ込み、残りの半

数は袋につめてビザンチン

の皇帝に送りつけたのだっ

た。

第一次十字軍の当時からキ

リスト教徒は、征服した都

市に住んでいたイスラム教

徒を殺しまくって恥なかっ

た。しかも、命は助けると約

束しておきながら、武装解

除したとたんに殺していく

のである。

また、サラディンも、宗教騎

士団、それもとくにテンプル

騎士団の騎士たちは容赦な

く殺したが、助命を条件に

降伏したエルサレムの住民

への約束は、身代金つきに

しても守っている。

イギリスの王リチャードが

初めて、助命を条件に降伏

したアッコン防衛のイスラ

ム教徒たちを、それを確約

しておきながら、武装解除

するのを待って殺させたの

である。これ以降はイスラム側も、キリスト教徒

からこの一事を学んだのであった。」十字軍物語

　塩野七生

しかし、第二回の十字軍とイスラムの戦い以降

は、イスラムの勝利に終わっている。

｢キリスト教徒の兵士もイス

ラムの兵も、戦士の誇りを

かけて敢闘した。サラディ

ンと、その彼に奪い返され

た地を再び奪い返そうとす

るリチャード。この二人の間

で、一進一退の戦闘がつづ

くのである」十字軍物語　

塩野七生

　 世界支配を狙う二大勢力 　 
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南の王が北の王に挑戦ー第二の例

トルコの王子、オスマン (1259-1326) は、近隣

地域を征服し、その帝国は 1300 年に設立された。

オットマンの軍隊は、1345 年にバルカン地域まで

ヨーロッパを占領。その時点から、19世紀にかけて、

ヨーロッパのほとんどを占領。しかし、オスマン

帝国は、1840 年に失墜する。

「南の王」は「北の王」に挑戦する、全く同じこ

とが「終わりの時に」起こるとダニエルは言って

いる。

イスラム勢力の復活　

1970年代

１．オイル高騰

２．イラン国王シャー

を1979年に廃位、過激派のアヤトラ・ホメイ

ニ師の台頭。イスラムの中に狂暴派が出現｡

３．第二次オイル高騰ー1997-2007年｡その時イ

スラムの布教に多額の資金が注ぎ込まれる。

900億ドルが領域拡大に投資された。テロがイ

スラム世界の特徴となる。イスラムは威圧的

になる。平和を｢主張｣するが高圧的になる。

コーランにもキリスト教に対する憎悪を見る

ことができる。近代社会で考えられないこと

が起こっている。(The Pew Forum on Religion 
and　Public Life and the CFR May 3, 2005)

双方の敵愾(てきがい)心

｢ カトリックの考え方：彼ら以外はみな『異端者』

と呼ぶ ｡ バチカン

第二公会議以後も

変わっていない。

イスラム世界の

考え方：彼ら以外

はみな『不信心者、

異端者』と呼ぶ ｡ 平

和の対話をしていながら、なおそのように考えて

いることに変わりはない。

双方とも、他を「悪魔的」「悪魔につかれている

者」として見ている。」（フランクリン・ファウラー

資料［南の王］より）

しかし、今日、イスラムとは言っても、過激派

と穏健派があるようである。

北の王と南の王の相似点：

不思議に両方ともよく似て

いるところがある :

・両方とも世界支配を狙っ

ている。

・両方とも、宗教的権力で

ある。

・両方とも、終わりの時に

再び登場する。

・両方とも、他を悪魔呼ばわりする。

・両方とも、似たような道徳的背教が見られ

る。

ローマ･カトリック教会の児童性的虐待に対

する告訴

【パリ高木昭彦】

児童に対するカト

リック聖職者に

よる性的虐待が世

界各地で発覚し、

ローマ法王ベネディクト１６世に対する批判が高

まっている。法王自身がスキャンダル隠ぺいにか

つて関与していた疑いも報道されており、一部被

害者は法王の退位を要求している。

聖職者による児童虐待は昨年以降、アイルラン

ドをはじめ、法王の出身国ドイツ、スイス、オー

ストリア、オランダ、ブラジルで報告された。

アイルランドでは 1930 年代から 90 年代にかけ

数千人の児童が性的暴行などの虐待を恒常的に受

けていた。法王は３月、一連の事件で初めて謝罪

する書簡を発表。しかし、書簡は教会の体質には

言及せず、事件を隠ぺいした教会トップの辞任も

求めなかったため、逆に批判を浴びた。

さらに、スキャ

ンダルは法王自身

の 身 に も 降 り 掛

かった。法王がバ

チカン（法王庁）

教理省長官時代、

米国の神父による

聴覚障害児２００人に対する性的虐待を報告する

書簡を地元教会幹部から受け取りながら、何の対

応も取らなかったと米紙ニューヨーク・タイムズ

が３月下旬に伝えた。ドイツでは、法王がかつて

　 　世界支配を狙う二大勢力

カトリックの異端者火あぶりの刑

イスラムの不信心者
に対する攻撃は2百万
人の死をもたらした
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大司教を務めたミュンヘン司教区で多数の虐待が

行われていたことも明らかになった。

スキャンダルの広がりで、カトリック教会が聖

職者の妻帯を認めていないことに内部から異論も

出始め、一部司教らは禁欲が性的虐待に結び付い

ているとして妻帯を認めるよう主張。また、もと

もと小児性愛者が聖職者を志望するという実態も

指摘されており、カトリック教会の抜本的改革を

求める声は日増しに強まっている。2010/04/01 付 

西日本新聞朝刊

しかし、法王は強気の姿勢を崩していない。３

月末、バチカンのミサでは「イエス・キリストは、

流言を通じた脅しに立ち向かう勇気を持つように、

われわれを導いてくださる」と表明。バチカン広

報も「スキャンダルで法王の権威が弱まることは

ない」と語っている。一方、欧州の一部メディア

は法王の退位問題について報じている。

2006 年の報告：1950 年以来 4,983 の司祭が告

訴され、12,537 の犠牲者があると推定されてき

た。教会は、虐待、治療費に昨年は 173％、4 憶 6

千 6 百万ドルに跳ね上がった。新しい統計による

と、1950 年以来、合計 10 億 1 千 9 百万ドルにも達

したという。(file:///E:/Documents-Teaching/Papacy/Sex-
papacy/PornSeminary-2004D83PE7O82.html)

イスラムの児童性的虐待は？

2009 年に共同結婚式：

｢ハマスが小児

愛症 ( 大人の子

供への異常性愛)

結婚式の主催｣　

450人のイスラム

の大人が 10 歳以

下の女の子を花

嫁とした。

ほとんどは 20 代の男性、

ある者たちはすでに妻帯

者。これは 2009 年のことで

ある。ハマスの指導者、ム

ハマッド・ザハルは、みん

なに祝福の手を伸ばした。

そして言った、「我々は、世界に、またアメリカに

向って、あなた方は、我々の喜びと幸福を否定で

きないのだと言いたいのだ」(www.libertynewsonline.

com/article_375_28954.php)plus www.thelastcrusade.org 
by Paul L.Williams.

これらの少女たちの 21％は、幼児虐待を受け

ているという。(International Center for Research on　
Women)　 

ただ男性を楽しま

せる道具となるので

ある。女性に対する

このような野蛮な行

為に対して批判する

者を彼らはゆるさない！

プラカードには、「イスラム

をののしる者を打ち首にせよ」

「イスラムをののしる者を殺

せ」「イスラムをあざ笑う者を

殺戮 ( さつりく ) せよ」「イス

ラムを中傷する者を消し去れ」

「ヨーロッパは癌だ、イ

スラムが答えだ」等々

と書いてある。

アフガニスタンでは、

少年たちも、金持ちの

政治家 ､ 商人 ､ 上流階

級の性の道具として売

り買いされている。右

の写真は、バチャーバ

ジーボーイと呼ばれて

いる少年たち。女の子

のような踊りをクラブ

でさせられ、夜はセッ

クスの道具となるとい

う。

ローマ ･ カトリック教会も、イスラムも小児愛

症がしみ込んでいるという事実 ｡ この二つの世界

最大の宗教勢力は非常に似ているのである。

「文明の衝突と世界秩序の再構築」サミュエル・

フィリップス・ハンティントンは 1990 年に言った :

（サミュエル・Ｐ・ハン

ティントン Samuel Phillips 
Huntington は、ニューヨー

ク生まれの国際経済学者。

ハーバード大学の教授を

経て、アメリカ政府の国家安全保障会議で安全保

　 世界支配を狙う二大勢力　 　 
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障政策担当のコーディネーターもつとめた実地派

の文明学の専門家）

｢キリスト教は主として改宗によって信者を増や

しているのに対し、イスラム教は改宗と人口増加

によって信者を増やしている。・・・・2025年には

世界人口の約３０％に達するだろう。….

「イデオロギーの対立は終わったが、人類の対

立、紛争が終わったわけではない・・・・・世界に

いくつか存在する文明、多くの領域が絡み合っ

た＜文明＞というものが正面に出てきて、これか

らは地球上の文明間で紛争が起こる」20世紀哲

学、思想史—２０世紀の思想家は何を考えてい

たのか？—

ハンティントン博士は、自分たちの文明の優秀

性を誇り、他の勢力は劣等であるという思想に取

りつかれているイスラム原理主義を非常に憂慮し

ている。

2002 年当時のロシア大統領の

プーチンは、「イスラム過激派は、

非回教徒の計画的な絶滅を追い求

めている。…西欧文明はイスラム

テロリストからの致命的脅迫に直面した ｡ 彼らは

『世界的カリフ統治』を作ろうという計画を持って

いる」と主張した。Putin, Vladimir; London Telegraph, 
Nov. 12, 2002 (emphasis added).

2008 年 11 月に、アル・アクサテレビはハマスの

指導者のハレッド・メシャールのメッセージを流

した :

｢イスラムは人類を地獄の火から救うため世界を

支配するのだ｣。

イランの指導者

イランのマフム

ド・アフマディネ

ジャド大統領は、

演説の際にしばしば「アメリカ、イギリス、そし

てイスラエルに死を」と呼びかけ、欧米の民主主

義国家を威嚇する [2]。　イランは、「イスラエル

打倒同盟」を結成し、ある特定の国連加盟国をこ

の世から消滅させると警告する近代史上、類のな

い国家である [3]。反欧米感情を扇動するイラン最

高指導者ハメネイ師とアフマディネジャド大統領 ｡

終りの時に再燃する　　　　　　　　　　

　　　　南の王と北の王の激戦！

聖書は、この二つの世界支配を狙っている巨大

組織について明確な預言をしている。ダニエル

11:40 をもう一度引用しよう：

｢終りの時になって、南の王は彼と戦います。北
の王は、戦車と騎兵と、多くの船をもって、つむ
じ風のように彼を攻め、国 に々はいっていって、
みなぎりあふれ、通り過ぎるでしょう｣。

この「彼と戦」うという表現は、新共同訳では、「戦

いを挑む」となっている。つまり、「南の王」イス

ラム勢力が ｢ 北の王 ｣ ローマ法王教に対して激し

く挑戦するというのである。

どちらが勝利するだろうか？ローマ法王教であ

ると聖書は断言する。アメリカの同盟国、西諸国

の応援でローマ法王教の勝利となる ｡ それは、黙

示録 13 章の預言も明言している：

｢その頭の一つが、死ぬほどの傷を受けたが、そ

の致命的な傷もなおってしまった。そこで、全地

の人々は驚きおそれて、その獣に従い、｢また、龍

がその権威を獣に与えたので、人々は龍を拝み、

さらに、その獣を拝んで言った、『だれが、この獣

に匹敵し得ようか。だれが、これと戦うことがで

きようか』」。13:3,4

黙示録 17 章においても同じである。

この世界二大勢力の戦いは、ダニエル 11:44 か

らは、最後の神の民に矛先が向けられる！

｢しかし東と北からの知らせが彼を驚か

し、彼(北の王＝ローマ法王教)は多くの人
を滅ぼし絶やそうと、大いなる怒りをもって
出て行きます｣11:44

北の王が全世界を支配し ､ 新世界秩序の王とし

て君臨する時、「東と北からの知らせ」が彼を驚か

し、怒らせる ｡

｢第三天使の使命も、このようにして宣布される。

それが非常な力で伝えられる時が来るならば、

主は謙遜な器を通して働かれ、主の奉仕に献身

した人々の心を導かれる。働き人は、学歴ではな

くて、聖霊を注がれることによって資格を与えら

れる。信仰と祈りの人は、聖なる熱意に燃えて出

て行き、神から与えられる言葉を宣言せざるをえ

　 　世界支配を狙う二大勢力
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なくなる。バビロンの罪は暴露される。教会の

法令を政権によって強制することの恐るべき結

果、心霊術の侵入、法王権のひそかではあるが

急速な発展などが、みな暴露される。これらの

厳粛な警告によって、人々は動かされる。こうし

た言葉を聞いたことのない者が、幾千となく耳を

傾ける。バビロンとは、その誤りと罪のために、ま

た、天からの真理を拒んだために倒れた教会で

ある、ということを聞いて、彼らは驚くのである。

人々が、彼らのかつての教師たちのところへ行っ

て、これらのことは真実であるかと、熱心に尋ね

るときに、牧師たちは、作り話を語り、耳ざわり

の良いことを予言し、彼らの恐怖と目ざめた良心

をしずめようとする。しかし、多くの人々は、単な

る人間の権威に満足せずに、はっきりした『主は

こう言われる』という言葉を要求するので、一般

教会の牧師たちは、昔のパリサイ人のように、自

分たちの権威が疑われたことを怒って、そのメッ

セージはサタンから出たものであると非難し、罪

を愛する群衆を煽動して、その宣布者たちをあざ

けり、迫害するのである。｣各時代の大争闘下376

それは一体何であろうか？　黙示録 18:1 の全地

を照らす「大いなる叫び」である。

地球最後の天下分け目の大決戦

｢彼ら(悪の勢力)は心をひとつにしている。そ

して、自分たちの力と権威とを獣(ローマ法王教)

に与える。彼らは小羊(キリスト)に戦いをいど

んでくるが、小羊は、主の主、王の王であるか

ら、彼らにうち勝つ。また、小羊と共にいる召さ

れた、選ばれた、忠実な者たちも、勝利を得

る。」黙示録17：14

もうすぐ最後の戦いに突入する！

もうすぐ神の民の最後の勝利が来る！

もうすぐ愛する救い主にお目にかかれる！

｢この幻はなお定められたときを待ち、終りをさ

して急いでいる。それは偽りではない。もしおそ

ければ待っておれ。それは必ず臨む。滞りはしな

い。｣　ハバクク2：3

この世界二大勢力、ローマ法王教とイスラムに

は非常に不思議なつながりがある。「カトリックが

イスラムを作った？」そんなことがあり得るだろ

うか？ダニエル 11 章に出てくるシリア王朝と南の

エジプト王朝は、実はギリシャから分かれたもの

であった。

終わりの時の「北の王」と「南の王」はどんな

関係にあるのだろうか？ローマ法王教の高度な陰

謀があるのだろうか？追究するに値するテーマで

ある。

　 世界支配を狙う二大勢力　 　 
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ダニエル11章40節〜12章1節の研究   　

　｢終わりの時｣の諸事件

ダニエル11:40-12:1が解読され
る時が来た:

この研究は、ダニエル書 11 章 40 節から 12 章の

1節までです ｡この預言解釈は、ずっと封じられた

ままでした。セブンスデー教会が行っている伝道

集会，講演会あるいはセミナー等に出席してもこ

の個所については語られてきませんでした。ダニ

エル書に書かれている他の表現は全てウイリアム・

ミラーや他のパイオニヤ時代の人々を通して神は

解き明かされました。彼らは熱心に聖書のあちこ

ちを探り調べ知識が増しました。これはダニエル

12 章 3 節にもしるされています。

では現代終わりに来ている我々はどうなので

しょうか、ご存知のように 12:1 節はミカエル、す

なわちキリストが立ち上がる光景です。つまり、

恩恵期間の終わりです。ということは、11 章の終

りの 6 節はこの恩恵期間が終わる直前におこる出

来事が記されているということです。我々はこの

ように終わりの時代に最も大切な預言を封じられ

たまま、或いは理解できないまま悩みの時を迎え

てしまうのでしょうか。いいえ、神は決してその

ようなことはされません。神ははっきりと我々に

光を照らしておられます。ただ、パイオニヤ時代

の人々と同じように熱心に聖書のあちこちを探り

調べないといけません。

有名な神学者マーヴィン・マックスウエル博士

が書いた本があります。この本は聖書研究者が参

考書の一つとしてよく用いている本ですが、この

本にはダニエル書 11 章の 40-45 節に関してこの

ように記されています：「ここに書かれている預言

が成就され始める時まで、分からないであろう。」

この本は 30 年前ころに出版されたものです。今

日は皆さんとご一緒にパイオニヤ時代の人たちと

同じようにあちこちを探り調べたいと思います。

それには最初にもう既に与えられた光をもとにし

て、勉強を始めないといけません。

11:40の背景：預言解釈の原則

既に与えられた光から前進

ダニエル書の他の預言に関しては、もう既に我々

は光を与えられています。ご存知のようにダニエ

ル書には 4つの預言が記されています。

第一の預言は第 2 章、大いなる像、これはバビ

ロンから始まりメドペルシャ、ギリシャ、ローマ

へというふうに解釈されています。

第 2 の預言は 7 章に記されています。これは第

2 章と同じようにバビロンから始まり、メドペル

シャ、ギリシャ、そして異教のローマ法王制と続

きます。繰り返して国々が出てきますが、それと

同時にもっと詳しい説明、詳しい知識が加えられ

ています。

第 3 の預言は 8 章、バビロンはもう、去ったあ

とですので、メドペルシャから始まり、ギリシャ、

法王制ローマと続きます。

そして最後の第４の預言は 11 章、今日勉強する

11 章に書かれていますがこれも 8 章の繰り返しメ

ドペルシャから始まりギリシャ、異教ローマ法王

制と解釈されております。4 つの預言の中でも最

も詳しい情報が書かれていて獣、或いは角のよう

な象徴的なシンボルは使わず、直接王或いは国が

登場しそれらの歴史がずっと描かれています。

繰り返すのはなぜでしょうか ｡ 神はそこに示さ

れている真理の重大さを強調されたいからです。

そのために神は繰り返されます。そして繰り返す

Study

　 ダニエル 11 章 40 節〜 12 章 1 節の研究　橋川真理

橋川 真理(在米日系人)
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度に神はもっと詳しい説明をされ知識を増し加え

て、我々が少しずつ理解できるよう光を徐々に与

えて下さっているわけです。Ⅱペテロ 1:20 には聖

書の解釈は全て「自分かってに解釈すべきでない

ことをまず第 1 に知るべきである」と書かれてい

ます。例えば、ダニエル書 8:3 節には一匹の雄羊、

二つの角を持った雄羊が登場します ｡ 同じダニエ

ル書 8:20 にはこれは古代のメデｨアとペルシャで

あるとはっきり説明されています。しかしある人

は、新聞の記事を見ながらこれは現代のイランと

イラクであると、自分かってに解釈する人もいま

す。新しい光は既に与えられた古い光を基にして

理解できるということを我々はよく覚えていなけ

ればいけません。新しい光はつねに古い光と一致

します。そうでないといろんな解釈が生まれてき

ます ｡ イエス・キリストも同じような方法で弟子

たちに教えました。

ルカ 24:27 には、「モーセや全ての預言者からは

じめて、聖書全体にわたり、ご自身についてしる

されていることどもを解き明かされた」とありま

す。即ちイエス様は既に示されている古い光—旧

約聖書に書かれている古い光を基にして弟子たち

に自分のことについての預言を教えられたという

ことです。このイエスが我々に模範として示して

下さった方法に従わないと、いろんな解釈が生ま

れいろんな危険も生じるわけです。ここでもう一

つイエスのおっしゃったこと、これは使徒行伝の

1:6 節と 7 節を見るとわかります。6 節には弟子た

ちがある質問をいたします「主よ、イスラエルの

ために国を復興なさるのはこの時なのですか。」そ

の答えとしてイエスは時期や場合、この日本語の

「場合」は、欽定訳では「季節」と書いてあります。

つまり「これは時期や季節は父がご自分の権威に

よって定めておられるのであって、あなたがたの

知るかぎりではない」とおっしゃいました。これ

はイエスが天に昇られる直前におっしゃった最後

の言葉です。我々も弟子達のように将来が知りた

いという好奇心を持っています。試験の日の前の

日に一夜づけでもして勉強したという経験をもっ

ているかたもいらっしゃる ｡ その時がわかってい

ても準備を怠っていて、ぎりぎりまでやらないと

いう人間の性質を神は良くご存知です。そのため

に再臨の時、いろんな時はあなたがたの知るかぎ

りではないとイエス様は弟子たちにおっしゃった

わけです。

預言の期間の計算
ここで 11 章の研究に入る前にもう一つイエス様

がおっしゃったことに関して説明をしたいと思い

ますが、時に関する預言には二通りあります。一

つ目は文字通り、つまり一日は一日、一年は一年

と解釈する時に関する預言です。例としてノアの

洪水前、120 年間、ノアは伝道いたしました。あと

はもう一つイスラエルの民がバビロンに捕らわれ

た 70 年間の捕囚、これも文字通りの預言ですね。

70 年は 70 年間これが一つ目の時に関する預言で

す。二つ目は、1 日を一年とする預言の時、例とし

ては、2300 年の夕と朝、或いは 1260 年間の暗黒時

代、法王至上権時代の預言です。このように時に

関する預言には二通りあります。そこでホワイト

夫人の書物の中から紹介したいと思います。

バイブルコメンタリーの 7 巻 971 ページにこう

いうことが書かれています：

「天使が厳粛な誓いをもって宣言しているこの時

というのは、この世界歴史や恵みの時の終わりで

はなく、預言的時の終わりのことであり、それは

主の再臨に先行するものである。つまり、人々は

特定の時について別の使命を持たないであろう」

つまり、1844 年以降は定められた時、数字で表

す事が出来るような定められた時にもとづくメッ

セージはもう我々に与えられないということです。

定められた時さきほども申しあげたように、時

に関する預言は二通りあります。①一日を一日と

する解釈文字通りの預言、②あるいは一日を一年

とする預言の時、両方とも 1844 年以降、神様は我々

に与えられていないということです。ということ

は現代の我々にとって再臨までの主な出来事は預

言に記されていますが、それらの出来事がいつ起

こるか或いはどのくらいの期間にわたって起こる

か数字で表すことができるようなメッセージを示

されていないということです。

例えば日曜休業令から再臨まで 1260 日間あり

ますよ、或いはこの出来事からこの出来事までは

1290 日間さらにこの出来事からまたさらに 1335 日

間ありますよ、または 2000 何年にこのような出来

事がおこりますよ、そのような預言のメッセージ、

前もってわかる預言のメッセージはないというこ

とです。

※　このことに関しては、アンカーと必ずしも意見が一致

していません。｢特定の時＝ definite time｣という

のは、何年 ､何月､何日という時のことで、預言的期

間(タイムライン)を言っているのではないと信じて

います。我々は、ダニエル12章は未来に関する預言

であり、未来であるならその預言の期間は、字義通

　 ダニエル 11 章 40 節〜 12 章 1 節の研究　橋川真理 　 
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りの期間であると信じています。預言的時—1日を1

年と数える時はもうないはずです。

時が近いということは、神様は、我々に何度も

何度も強調して教えておられますが、それ以上の

事、数字で表すことができるような定められた時

にもとづくメッセージは我々にお与えになってお

られません。これは大変危険な惑わしでもありま

す。そのことをよく覚えて預言の勉強をしないと

いけないということです。では今からダニエル 11

章に入ります。

11章の研究
実は、ダニエル 11 章は 10 章から 12 章まで続い

た一つの幻の中の一部分であります。天使ガブリ

エルがダニエルに今まで示された幻について、更

に詳しい説明が 10 章から 12 章まで続いています。

11 章は全部で 45 節ありますが、古代メデｨヤとペ

ルシャの時代から始まり、ずっとキリストの再臨

までなんと約 2500 年もの歴史を物語っています。

時間の関係で一節から 39 節までの詳しい解釈の勉

強はしませんが、ここで、大きな流れを説明します。

11 章全体のひとつの大きな絵を描いて、それから

40 から 45 節までの説明をしたいと思います。

まず１節から 29 節まではメデイヤとペルシャ、

ギリシャ、そしてローマ帝国が登場し、それらの

国々の浮き沈みが描かれています。これらの国々

は全て異教の国家でした。この異教という言葉で

すが一般的にはキリスト教以外の宗教、ある人は

偶像礼拝を含む多神教とも言っております。それ

が異教という意味です。この異教の国々の間で起

こった権力の争いや戦争、それについて 1 節から

29 節まで語っています。この地球上で戦われてい

る大争闘、サタンとキリストの大争闘、殆どの場合、

サタンは自らは登場しません。そのかわり、いろ

いろな代理人を巧みに使い、神とその民に対して

攻撃をしてくるのです。1 節—29 節までは、異教

の国々を代理人として使ってサタンは攻撃したと

いうことです。

そして 30 節 -31 節までは、異教ローマから法王

制ローマへの移行期間についての個所です。その

あと 32 節から 45 節までの主役はあくまでも法王

制ローマがサタンの代理人として用いられます。

異教の国々は、直接神とその民に対して攻撃をし、

全滅させようとしました。しかし法王制ローマ (反

キリスト）はヨハネ第 1 などに ｢ 反キリスト ｣ と

してでてきますが、そのほんとうの意味「神の代

わり」ということです。神に反する、という意味

ではなくキリストに代わってという意味、つまり

神の代理者として神の座を奪い、みせかけのキリ

ストとして神の民を全滅させようとたくらむわけ

です。そして、迫害だけではなく惑わしを用いて

神の民を攻撃しようとする、これが法王制の権力

です。

ダニエル書に登場するサタン的権力はつまり二

通りあるということです。一つは異教の権力、そ

して二つ目が法王制の権力です。この権力が二つ

の迫害する者、二つの荒らすものとなってこの地

球上で神の働きに対して権力を振うものとして語

られています。これがダニエル書に出てくる預言

で、ユライヤ・スミスの書いた「ダニエルと黙示録」

という本などを読むと詳しく書かれております。

彼の解釈は全部は当たっておりません。しかし大

きな部分はとても勉強になります ｡ ホワイト夫人

もユライヤ・スミスの「ダニエルと黙示録」の本

を神の手助けというふうに言っておられます。

この 11 章 16 節以降を勉強してきますとジュリ

アス・シーザー或いはクレオパトラ、初代皇帝ア

クタビアヌス、アウグトス、それからルカの 3 章

に登場する皇帝テベリオなど、これは世界史でも

有名な人物が次々と登場いたします。何故でしょ

う ｡ これは異教ローマの時代だとすぐわかるよう

に、たとえば聖書をよく知らない人でもわかるよ

うな人物が登場します。神は人々が混乱しないよ

うに今、預言的な歴史のどの辺を歩んでいるか明

確に記すため、そして大争闘のクライマックス再

臨に向けて希望を与えて下さるために、このよう

に 11 章に詳しい情報をお与えになったということ

です。

では次に同じくホワイト夫人の書物から一つの

興味深い文章を紹介したいと思います：

｢我々には浪費する時はない。苦難の時が目前に

迫っている。世界は戦争の精神でわき立ってい

る。ダニエル11章の預言は、ほとんど完全な成就

をみている。まもなく、この預言に告げられてい

る苦難の光景が起こるであろう。この預言の成就

として起こった多くの歴史が繰り返されるであろ

う。30節に「彼に立ち向かって来るので、彼は脅

かされて帰り、聖なる契約に対して憤り、事を行

うでしょう。彼は帰っていって(戻ってきて)、

聖なる契約を捨てる者を顧み用いるでしょう(彼

帰りゆき、聖約を捨つる者と相謀らん—明治訳、

文語体)。彼は落胆して引き返し、聖なる契約にい

きりたち、ほしいままにふるまう。 彼から軍勢

　 ダニエル 11 章 40 節〜 12 章 1 節の研究　橋川真理
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が起って、神殿と城郭を汚し、常供を取り除き、

荒す憎むべきものを立てるでしょう。(31-36引

用)。

｢これらの言葉に描写されている同じような光景

が起こるであろう。我々は神を恐れない者たちの

心を支配しようとしてサタンが急いでいる証拠を

見る。すべての者はこの書の預言を理解しようで

はないか。」Manuscript Releases, Volume 13, page 
394 (Letter 103, 1904).

そして更にホワイト夫人は 12 章の 1 節から 4 節

までを引用しております。簡単に言えば、ダニエ

ル書 11 章の歴史的な出来事は、ほぼ成就されまし

た。でも完全には成就されていませんが歴史的な

できごとをよく読み理解しなさい、その理由は既

に成就された出来事の多くが繰り返されるからと

いうことです。ここに描かれている似たような光

景が起こるでしょう。それでこの預言を読み理解

しなければならないとおっしゃっておられるので

す。さきほども申しあげたように 11 章の 30 節と

31 節は異教のローマから法王制のローマへの移行

期間について語っています。

次 の 32 節 か ら

35 節 ま で は 1260

年間の暗国時代、

法王至上権の迫害

があった時代につ

いていろいろと描

かれています。35

節には「また、賢

い者のうちのある者は終わりの時まで自分を練り、

清め白くするために倒れるでしょう。終わりはな

お定まった時が来るまで来ないからです」と書い

てあります。

35 節の終わりの時、定まった時はいつだったの

でしょうか。時に関する預言の期間の終わり、538

年から始まった 1260 年の暗国時代の終りを示して

います。つまり 1260 年間続いた法王制至上権時代

は1798年に終わりました。これは既に預言で定まっ

ていた時で、ナポレオンの軍隊が法王を捕えてし

まったという出来事がおこりました。その 1798 年

が終わりの時です。

11:40から「終わりの時」に関する
諸事件
その前後関係を保ちながら終わりの時の勉強を

します ｡40 節は終わりの時という言葉で始まって

います。40 節の前半に「終わりの時になって南の

王は彼と戦います」｡ つまり終わりの時は 1798 年

ですが、12 章の 4 節にも終わりの時という言葉が

出てきます。この終わりの時は、1798 年と我々は

解釈しております。

12 章の 1 節は再臨の直前に起こる恩恵期間の終

わりです。つまり再臨の直前にある恩恵期間の終

わりまでに起こる出来事が書かれているその部分

を今日勉強します ｡

では、40 節初めの部分に戻ります。終わりの時

になって、つまり 1798 年になって南の王は彼と戦

います。彼は北の王です。11 章の初めの所に出て

くる 5 節あたりから南の王、北の王との戦いが示

されています。預言に書かれている国々は、神の民、

つまりイスラエルとなんらかの関係をもったとき

に初めてステージに登場します。あくまでも主役

は神の民イスラエルです。多くの場合、直接イス

ラエルという名前でステージには出てきません。

つまりステージ裏で出番を待っているような状態

ですが、預言に出てくる国々は、イスラエルとな

んらかの関係をもって登場するわけです。北の王、

北の国は、イスラエルの北にあった国を示してい

ます。古代イスラエルの場合はシリヤ、その後バ

ビロンにバトンタッチされます ｡ けれども北の王

＝北の国は、シリヤ、そしてバビロンの王を示し

ています。そして南の王、南の国は、イスラエル

の南のエジプトを示しています。今から説明する

ことも大切なことです ｡ 預言に出てくる国々の中

には、イスラエルやエジプトのように今でも存在

する国もでてきます ｡ けれども他には、バビロン

やエドムやモアブなど今では存在しない国々や部

族も登場致します。その時にとても大切なことを

覚えていなければいけません ｡ ルイス・ウエアー

という牧師が書いた本で、「聖書解釈の原則」とい

うとても有名な本があります。

この本を勉強して、私なりにわかりやすくまと

めてみました。国、部族、地域などの名前或いは

名称が、預言に登場した時に、その登場した預言

が十字架の前の歴史を物語っている場合は、文字

通りに解釈をする ｡ しかし、国々の名前などが十

字架の後に登場した場合は、その国々の名前は象

徴的です。何故でしょうか、十字架の前はあくま

でもイスラエルは、古代イスラエルでした。それ

でイスラエルの周りにあった国々、バビロンは同

じく古代バビロン、エジプトは同じ古代エジプト

として解釈いたします。しかし十字架の後は、古

代イスラエルの恩恵期間が終わりキリスト教会と
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なりました。つまり霊的なイスラエルです。その

周りにいる国々バビロンは同じく霊的なバビロン、

エジプトも同じく霊的なエジプトとして象徴的に

解釈しないといけないということです。

このことを考慮しないと大変危険な解釈が生ま

れてしまいます。例えば黙示録の 14 章 1 節にはシ

オンの山が出てきます。これは文字通りのエルサ

レムと解釈してしまってそのために実際にエルサ

レムに行ってしまったセブンスデーのグループも

あります。かってに都合の良い時だけ、文字通りに、

あるいは象徴的に解釈することは大変危険だとい

うことです。今存在するイスラエルやエジプトは

文字通りに解釈して、存在しないバビロンとかエ

ドム、モアブは象徴的に解釈する、そういうかっ

てな解釈をしてはいけないのです。一貫して解釈

しないといけないということです ｡

それと同時にダニエル書と黙示録は一つで調和

があるはずです ｡ これは預言を勉強する上での大

切なルール、原則です。ダニエル書と黙示録は一

つである ｡ このことは今から勉強するいろんなこ

との中にも何度かでてきます。

40 節にもどります。前半、これは終わりの時即

ち 1798 年の出来事です。ここの ｢ 北の王 ｣ は、十

字架のずっとあとですから霊的バビロンの王、つ

まり法王制ローマを示しています。では「南の王」、

これも象徴的なエジプト、霊的なエジプトを示し

ています。ではエジプトという国は、何を象徴し

ているのでしょうか ｡ これは無神論、聖書の出エ

ジプト記5章の2節に書いてあります。「パロは言っ

た『主とはいったい何者か私は主を知らない。』」

これは各時代の大争闘上 344､345 ページに書かれ

ていますが、1790 年頃の無神論の国は、フランス

であったとはっきり書かれています。1789 年に始

まったフランス革命で聖書が焼かれ、何万人もの

人々が殺害されました。そして同じく各時代の大

争闘上、340､341 ページには、ナポレオンの軍によっ

て法王は捕らえられ、そして後に死んだ。つまり、

ダニエル書 11 章 40 節の前半は黙示録 13 章の 3 節

と同じ出来事を物語っているということです。

13 章の 3節は獣、法王制ローマです。法王制ロー

マは死ぬほどの傷を受けた、と書いてあります。

その死ぬほどの傷を受けたのが1798年、法王制ロー

マは、政治的な権力を失ってしまいました。それ

が致命的な傷です。フランスの軍隊に捕らわれて

しまって政治的な権力を失いました。

そしてその法王制ローマが、致命的な傷が癒や

され、そして、政治的な権力が復活し、最後のスー

パーパワーとして登場する様子を描いた個所が、

ダニエル11章の40節から45節なのです。再臨の前、

この世の終わりを生き抜く人々にとってここで与

えられている光はとても貴重なものです。いろい

ろな惑わしのある中でこの真理を正しく理解する

ことは、重要であるとイエスさまもおっしゃいま

した。マタイ24:15節でこのダニエル書に関して「読

者よ悟れ」とおっしゃいました。

「ローマ」ということは預言の中に何度も何度も

出てきます。ここで大切なことを皆さんに強調し

たいのですが、三つのローマが登場いたします ｡

一つ目は異教ローマ、2 番目は法王制ローマ、三つ

目は最終時代のローマ ｡ ホワイト夫人は「歴史は

繰り返す」と言われました。過去のパターンを見

つけると将来にあてはめることが出来ます。また

黙示録の 17 章の聖書研究でこのパターンが出てき

ますけれども、異教ローマと法王制ローマの歴史

からこのパターンを見つけたいと思います。

繰り返される三つのパターン

第一のパターン障害物を取り除く

11 章の歴史から浮き上がるパターンは三つあり

ます。まずその一つ目の異教ローマが権力を増し、

その当時の世界を支配するためには、まずその前

に立ちはだかる三つの障害物或いは邪魔ものを克

服しなければなりませんでした。そして法王制ロー

マも同じようにその権力を増し、その当時の世界

を支配するためにはその前にたちはだかる三つの

障害物あるいは邪魔ものを克服しなければならな

かったということが聖書から浮き上がってきます。

まず一つ目、異教ローマを見てみましょう。ダ

ニエル書 8 章の 9 節 ｡ これは異教ローマの角のう

ちから小さい角が出てきて南に向かい東に向かい

麗しい地に向かってはなはだしく大きくなりと書

いてあります。これは一つ目の異教ローマの図で

す ｡ 三つの地域即ち南、これはローマの南の国エ

ジプトそして次、東、これはローマの東に当たる

シリヤ、そして麗しい地、イスラエルです。神の

民です。三つ目のイスラエルの民を克服した後、

はなはだ大きくなったと書いてあります。キリス

トの初臨の時代は異教ローマの時代でした。それ

で、ローマの兵隊たちがイエスを十字架にはりつ

けたわけです。これが異教ローマの歴史から見る

パターン、はなはだしく大きくなる前には三つの

邪魔ものを克服しなければいけなかった。

では次のローマ法王制ローマの歴史を見てみま
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しょう。これはダニエル書 7 章の 8 節を見るとわ

かります。一つの小さい角が登場しますが、これ

は法王制ローマ、西側です。「わたしがその角を注

意して見ているとその中にまた一つの小さい角が

出てきたが、この小さい角のために先の角のうち

三つがその根から抜け落ちた。見よこの小さい角

には人の目のような目があり、又大きなことを語

る口があった」としるされています。これは法王

制ローマの図です ｡ 少し前の 7 節には十の角が登

場いたします。十の角のうち三つがその根から抜

け落ちた後に、法王制ローマは力を増すわけです

が、この三つの角は、ヘルライ、バンダル、オス

トロゴス、この三つの国々が克服されたというこ

とです。

この三の国々はアリウス主義者でした。アリウ

ス主義というのは、キリストは神に造られたもの

で、神と同等ではないという教えです。現在もエ

ホバの証人などに受け継がれている教理で、法王

制ローマにとってこれらの三つのアリウス主義者、

ヘルライ、バンダル、オストルゴスは異端者であり、

邪魔ものであったわけです。権力を増しながら支

配を拡大するためには三つの角を全滅させなけれ

ばいけなかった。それが全滅した後に、1260 年間

法王制ローマは支配したのです。

この預言的なパターンも最後の時代のローマに

よって繰り返されます。致命的な傷を負わされた

ローマは、三つの障害物、三つの邪魔ものを克服

しながらその傷を癒やしていく、そして、完全に

傷が治った時、最後の時代のローマとして世界の

頂点に再び立つ ｡ この蘇る様子がダニエル書 11 章

の 40 節から 45 節までのできごととして描かれて

います。ではどのような障害物をどのように克服

していくのでしょうか。そこに今から入っていき

ます。

終りの時に法王制ローマが至上権
を復活するために

三つの預言的パターンが 11 章にあります ｡ 第一

のパターンは、三つの障害物を克服するというこ

とです。

第二のパターン：宗教と国家権力が結合すると

新しい宗教が作られる ｡

第二のパターンは、大争闘上を読むと分かると

思いますが、異教ローマから法王制ローマへ移行

する時、キリスト教会と国家が手を組み結果とし

て新しい宗教が形成されました。つまり初代のキ

リスト教会—宗教の力、異教ローマ—国家の政治

力、つまり宗教の力と政治力が手を組みその結果

新しい宗教、カトリック教という宗教が生まれま

した。キリスト教と異教ローマが手を組んだため

に偶像礼拝や、日曜礼拝など偽りの教えがキリス

ト教会に入ってきて、新しい宗教が形成されたと

いうことです。これが第二のパターン。

第三のパターン：敵同士協力して共
通の目的を果たす
第三のパターンですが、以前は敵どうしであっ

たものがお互いに協力して共通の目的をはたす、

これが第三のパターンです。キリスト教と敵であ

るはずの異教ローマがお互いに協力して共通の目

的を果たす、共通の目的はアリウス主義の国々を

滅ぼすということです。異教ローマ帝国は各地に

勢力をのばしていきましたが、ゲルマン民族の三

つの国、アリウス主義の三つの国が最後まで言う

ことを聞かなかったわけです。ですから異教ロー

マにとってもこの三つの国は邪魔ものでした。そ

れと同じように法王制ローマにとっても、アリウ

ス主義は邪魔ものでした。この三つの国々を全滅

させることは、お互いにとって利益になることで、

敵同士が協力しあったということです。異教ロー

マの支配下におかれていたヨーロッパの諸国、つ

まり十の角のうち三つの角は滅ぼされました。ア

リウス主義以外の七つの国々がそれぞれ法王制

ローマに対し軍事力と経済力を提供してこの残っ

たアリウス主義の三つの国々をことごとく滅ぼし

たということです。フランスのクロービス王から

イギリスのアーサー王、全ての七つのヨーロッパ

の諸国がカトリック教となりました。その結果と

して、法皇制のローマが当時の世界の頂点に登り

つめて 1260 年間ヨーロッパを支配しました。

これが歴史に見ることができるパターンですが、

これを 11 章の 40 節に戻って、終わりの時代のロー

マに当てはめてみたいと思います。40 節前半は北

の王すなわち法王制ローマが、南の王—無神論の

国フランスによって致命的な傷を受けた、これが

1798 年に起こったできごとです。

その後どうなるでしょう？　40 節の後半にいき

ます。北の王は、戦車と騎兵と多くの船をもって

つむじ風のように彼をせめ、国々に入って行って

みなぎりあふれ、通り過ぎるでしょう。

つまり 40 節の後半は、北の王が南の王に対して

報復するできごとが描かれています。1798 年以降、
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フランスで生まれた無神論は共産主義となり世界

へ広まっていきました。

無神論-共産主義の崩壊
1917 年にロシヤ革命

が興り、南の王という肩

書は、ロシヤにバトン

タッチされ、その後第二

次世界大戦の後ソビエト

ユニオンに受け継がれて

いきました。この 40 節

に出てくる南の王はソ連

であります。北の王は法

王制ローマが 40 節の前半で致命的な傷を負います

が、その傷を癒やしながらカムバックする最後の

時代のローマとして再登場する、それが北の王だ

ということです。そして南の王、ソ連に対して最

後の時代のローマは報復するわけです。この 40 節

を見ますと戦車と騎兵と船をもってと書かれてい

ます。これは聖書では軍事力を象徴しております。

列王記の上 1 の 5 節、20 章の 1 節を読むと分かり

ますが、聖書時代には、馬、馬が引く 2輪車の戦車、

騎兵などを用いて戦争が行われました。これは軍

事力をあらわしています。船は経済力を象徴 ｡ 詩

篇 107 編 23 節あるいは、黙示録 18 章の 17 節を見

ますと船はビジネスや貿易に使われました。つま

り最後の時代のローマは、軍事力、経済力を用い

てソ連に対して報復をするということです。歴史

ではヨーロッパの諸国フランスやイギリスの諸国

は、法王制ローマに対して軍事力と経済力を提供

してアリウス主義であった三つの国々をほろぼし

ました。

この 40 節後半による

と、最後の時代のローマ

がソ連に対して戦うわけ

ですが、軍事力と経済力

を最後の時代のローマに

提供した国は、どの国でしょう

か。もちろんそれはアメリカで

す。両方の共通の目的は共産主

義を倒すことでした。歴史でも

分かりますように敵同士であっ

たものが互いに協力して共通の

目的を果たすのです。アメリカ

と法王制ローマは、敵同士でありました。アメリ

カはプロテスタントの国です。プロテスタントと

いうのは、カトリックに対して対抗するという意

味です。敵同士が手を組んで共産主義を倒す、こ

のパターンがここで見られます。1984 年にアメリ

カは初めてバチカンに大使を送りました。そして

その後ベルリンの壁の崩壊、これは大変大きな象

徴的なできごとでした。やがてその後ソビエト連

邦の崩壊にもつながっていきます。全世界が注目

したベルリンの壁崩壊、そして共産主義の崩壊の

始まりとなりました ｡ この出来事は 40 節の後半に

書かれています。

この預言は成就しました。今でもロシヤや中国

では共産主義をかかげていますが、実態は昔の共

産主義ではありません。敵どうしであったカトリッ

ク教会とプロテスタントのアメリカ政府が手を組

んで共有している目的、共産主義を倒すというこ

とで一緒になしとげました。このパターンがここ

で見られます。

もうひとつのパターンは、歴史では初代キリス

ト教会と異教ローマ帝国が手を組んだ結果、新し

い宗教が生まれたということを学びました ｡40 節

では、アメリカプロテスタントの国がカトリック

教会と手を組んで真のプロテスタントではなく、

背教のプロテスタントという新しい宗教がここで

形成されました。黙示録 16 章の 13 節には偽預言

者が登場します。これはアメリカを示しています

が、このアメリカがカトリックと手を組んだ時か

ら偽預言者として預言的な役を演じ始めたという

ことです。

さらに黙示録の 13 章の 11 節では小羊のような

二つの角を持った獣が登場しますが、これもアメ

リカを象徴しています。その二つの角は共和政体

とプロテスタント主義を示しています。その獣が

龍のようにものを言い始めたということもこの 40

節の後半で見られます。ダニエル書と黙示録はあ

くまでも一つであり、一つの書物であります。

黙示録の 16 章 13 節には、世の終わりのクライ

マックスに登場する神とその民に対する敵がしる

されています。その敵は三人の役者、龍と獣と偽

預言者、であると黙示録 16 章 13 節には書かれて

いますがその三人の役者も同じようにダニエル書

に登場しないといけないということです。獣、法

王制ローマは、北の王という名で 11 章の 40 節に

登場しました。偽預言者のアメリカは 40 節ではま

だ舞台裏です。世の終わりのローマに軍事力と経

済力を提供し、サポート役として舞台裏におりま

す。第2部ではいよいよステージに登場いたします。

またもう一つの龍もいよいよステージに登場いた

します。この第一部でたった一節、40 節を勉強い

たしましたが、この第一部が終わる前にここで一

　 ダニエル 11 章 40 節〜 12 章 1 節の研究　橋川真理
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つのおもしろい記事を紹介致したいと思います。

これはアメリカの有名な雑誌ニューズウイーク、

12 月 25 日 1989 年に書かれた記事、タイトルは「つ

むじ風の日々」ですが、ここにはベルリンの壁崩

壊までの過去一年間の記録が詳しく記されていま

す。ポーランドから始まりハンガリー、チエコへ

広まって行った反共産主義の運動、その速さとす

さまじい勢いはまるで「つむじ風のようであった」

とこの記事にかかれています。40 節の後半、北の

王は南の王に攻めていきますが、「つむじ風のよう

に彼を攻め」と書いてあります。同じ言葉「つむ

じ風」というふうにここに書かれています。何千

年も前に書かれた預言、神は全てご存知でした。

ほんとにすごいと思いませんか。さらに「つむじ

風のように彼を攻め、国々に入って行って通りす

ぎるでしょう」。このスピードと勢いをここで表し

ております ｡

もう一つの雑誌、これはライフ誌です。これも

同じく 1989 年の 12 月に出版されたものですが、

タイトルは「ヨハネポーロ 2 世の勝利」です。そ

して「自由という時代の潮の流れは、東ヨーロッ

パの国々に入って行き、あふれ流れた。さらに自

由は枯れ草を焼き尽くす炎のように通り過ぎた」

と書かれています。先ほど読んだ 40 節の個所「つ

むじ風のように入って行ってみなぎり溢れ通り過

ぎるでしょう」と、まったく同じ表現で書かれて

います。

たった 20 年前に終末に関する重要な預言が成就

されました。これこそ現代の真理です。遠い未来

や遠い過去でもない、今、我々にとって封じられ

ていた預言が、神はこの世の中のメデイヤ，すな

わち叫ぶ石を通してこの預言に記された出来事を

我々に知らせようとしたわけです。言葉では言い

表せないような素晴らしいことだと思います。さ

らに去年 11 月この出来事の 20 周期年をお祝いす

るために再び石が叫んでいました。

しかしセブンスデー教会は眠っているため、ま

だ理解できていない状態が今でも続いております。

この出来事を理解していてもそれはどんな意味な

のでしょうか。最後の時代のパターンは前に起こっ

た各時代のパターンを繰り返しております。ノア

の時代、キリストの時代、パイオニヤ時代のパター

ンを繰り返すのです。

このパイオニヤ時代に戻ります。
これは大争闘の下 23 ページから 24 ページをお

読みになると詳しいことが書かれております。オ

スマン帝国の崩壊についてジョサイヤ・リッチと

いう牧師は、黙示録9章の解釈を発行いたしました。

1840 年 8 月中にオスマン帝国が崩壊するという預

言が成就するということを発行致しました。その

発行したのは 2 年前 1840 年前の 2 年前に発行した

わけですけれども、この預言は、黙示録の9章 15節、

その時、その日、その年、という預言を 391 年と

15 日とジョサイヤリッチは計算しその預言が成就

する少し前に 391 年と 15 日の期間は 1840 年の 8

月 11 日に終了すると発表したわけです。そのとお

りトルコは大使を通じてヨーロッパのキリスト教

諸国の支配の下に置かれました。その意味は預言

の時は 1 年を 1 日と解釈する預言の解釈が認めら

れた、というのがこの当時の預言の成就の意味で

した。

この原則が認められたために、ミラーたちが述

べ伝えていた第一天使のメッセージは更に力を増

し、これまで講演会に数百人しか出席していなかっ

た人々がこの後何千人も増えていったという歴史

があります。そのパイオニヤ時代のパターンの繰

り返しとして我々は、この終わりの時代にダニエ

ル書 11 章の 40 節が示している深い意味がありま

す。オスマン帝国の崩壊と同じように、ソビエト

帝国の崩壊の預言が成就したというのは、神の計

画、神の意図ではないでしょうか。終わりの時代

に三天使のメッセージが力を増し最後の再臨運動

がさらに勢いよく促進されるようにお与えになっ

た個所がこのダニエル書 11 章 40 節後半だという

ことです。もちろんオスマン帝国の崩壊の時のよ

うに、我々は前もって預言するということは神は

ゆるされませんでした。この 11 章 40 節は成就す

るまで神は封じておられました。しかし、20 年以

上も経った現代、終りの時がもう既に来ているの

です ｡ パイオニヤ時代には 1798 年が終わりの時で

した。パターンと同じように現在の我々にとって

は、ソビエト帝国の崩壊が終わりでありますよ、

という預言の成就のしるしであるということを神

は我々にお示しになりたかったのではないでしょ

うか。これがダニエル書 11 章 40 節の深い意味で

す。これを悟らないといけないということです。

再臨までの時はほんとうに近い、我々が思ってい

る以上に近いですよということです。今我々は聖

書のあちこちを探り調べ知識をパイオニヤ時代の

人々のように探り調べ、ダニエル書 11 章の終りの

6 節を理解しないといけませんよというメッセージ

が 40 節にふくまれています。たったの一節ですが

約、二百年もの歴史の流れ、預言が詰まっています。

なんとすばらしい光でしょうか。

　 ダニエル 11 章 40 節〜 12 章 1 節の研究　橋川真理 　 
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Topics

シナイの荒野において、奴隷から解放された一

団のために、神様は独自のプログラムを始められ

ました。それは聖所の制度と呼ばれ、イスラエル

の人々に、神様が罪や罪人に対してどのように関

わるのかということを教

えるために考案されたも

のでした。けれどもこの

聖所は、天にある本物の

聖所と比べると子供の模

型のようなものでした。

へブル書を通して、天の

聖所がどのようなもので

あるのかを僅かに垣間見

ることができます。そし

てへブル書９: ２３、２４

でその中心点に至ります。

「このように天にあるもののひな型は、これらのも

のできよめられる必要があるが、天にあるものは、

これらより更にすぐれたいけにえできよめられね

ばならない。ところが、キリストは、ほんものの

模型にすぎない手で造った聖所にはいらないで、

上なる天にはいり、今やわたしたちのために、神

のみまえに出てくださったのである」。

地上の聖所は、特定の動物の血によって罪から

清められましたが、天の聖所は、キリストの贖い

によって清められ、罪人のためのキリストの働き

が中心になっています。私たちに必要なのは、今、

この天の聖所で何が起こっていて、私たちとどの

ような関係があるのかという事を学ぶことです。

この宇宙の王の前で、全ての天使が仕えている天

の聖所が本当はどのようなものであるのか、私た

ちのだれもが全く考えも及ばないことだと思いま

す。地上の聖所は、天の本

物の聖所で、神様が罪や

罪人をどのように扱われ

るのかということを、た

だ実例によって教えるた

めのものでした。この地

球の歴史、また将来に関

する重要な事柄の全てが

聖所に啓示されていると

言っても決して過言では

ありません。それと同じ

ように真実な事は、何が

アドベンチストをユニークな存在とし、そしてこ

の地球の歴史の中でどのような役割を果たすのか

というアドベンチストの存在理由も、聖所の中心

思想であるのです。

最後の贖い　　　　　　　　

人類のあけぼの上 422 〜 423 ページに重要なこ

とが述べられています：

｢キリストの血は悔い改めた罪人を律法の宣告か

　 　最後の購い

セブンスデー･アドベンチストの存在理由

　　　　　—最後の贖い—

Amazing Facts　リバイバルスピーカー デニス・プリビーの講演より

井上 千里 訳
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ら解放したが、しかし、それは罪を消し去るもの

ではなかった。罪は最終的な贖罪の日まで、聖

所の記録に残るのである」。

殆どのクリスチャンは、罪が許された瞬間、同

時にその罪は消されてしまうと信じています。け

れども聖所は、罪人が罪悪感や有罪宣告から解放

されている間、罪の記録はただちに聖所に移され、

「最後の贖い」と呼ばれる時が来るまでそこに留

まっていると教えています。それは、罪人が律法

の宣告から解放されたとしても、罪自体は、その

ように簡単には処分されることができないという

ことです。本質的にイエス様は私たちの罪の責任

を取ってこられました。つまり聖なる神の律法が

破られ、イエス様はそのために死んでくださいま

した。けれどもこれは罪の問題に対しての解決が

終わったのではありません。

｢この時、真に悔い改めたすべ

ての者の罪は、キリストの贖罪

の血によって天の書物から消

される。こうして聖所から罪の

記録が除かれ、きよめられる

のである。象徴においては、こ

の大いなる贖罪のみわざ、つま

り罪を消し去ることは、贖罪の

日のつとめによってあらわされ

た。すなわち、地上の聖所を汚

していた罪を除いてきよめるこ

とは、罪祭の血によってなしと

げられた」。

約 2000 年前、犠牲の贖い（十字架）が成された

ことを、私は心の底から感謝しています。それが

なかったならば、罪の許し、救い、そして永遠の

命もなかったからです。けれども贖罪のプロセス

（過程）は犠牲の贖いで終わったのではありません。

まだ成し遂げられていない事があるのです。それ

は旧約聖書では「贖罪の日」、またホワイト夫人が

「最後の贖い」または「特別の贖い」と言っている

ものです。これらの概念が明確に理解できないな

らば、なぜセブンスデー・アドベンチスト教会が

存在しているのかということを理解することはで

きません。よく考えてみてください、この教会が

存在するまでの約 1800 年間も犠牲の贖いは世界中

に伝えられてきました。なぜセブンスデー・アド

ベンチスト教会が起こされたのかというのは、最

後の贖いが始まったからなのです。私たちがこの

最後の贖いという概念を見失ってしまっている間、

もっぱら犠牲の贖いに焦点を置く一般キリスト教

会に加わることは魅力的なことのように思えます。

けれども犠牲の贖いがずっと伝えられてきたよう

に、最後の贖いも人々に伝えられ、理解されるべ

き重要な事柄なのです。この最後の贖いなしには、

つまり犠牲の贖いだけでは、罪と罪人に対する贖

いを完成させることはできません。このキリスト

の贖罪の二段階は、宇宙から最終的に罪を取り除

くためには両方が重要不可欠です。

最後の贖いは、天にあるすべての罪の記録の除

去に関することですが、罪は、最後の贖いの間に

とても重要なことが起こるまで、記録に留まって

いなければなりません。一年に一度、贖いの日の間、

イスラエルの人々は、宇宙が永

久に罪や罪人からきよめられる

時、つまりキリストとサタンの

大争闘が終結するこの日を待ち

わびていました。今、私たちは

地球歴史の最後の時代、最終的

に罪が根絶される時に来ていま

す。

今、天の聖所で何が起こって

いるのかということに私たちの

思いを向けることができるよう

に、ホワイト夫人は次の言葉を

書いています。

「このメッセージを信じるすべてのものの心

は至聖所に向けられる。イエスはそこで箱の前

に立って恵みがなお与えられているすべての人々

と、知らずして神の戒めを破った人々のために最

後の仲保をしておられるのである」（初代文集

４１４）。

「今、キリストは天の聖所におられる。そして何

をしておられるのであろうか。われわれのための

贖いの働き、人々の罪から聖所をきよめる働き

ををしておられる。それゆえ、われわれは信仰に

よって彼と共に聖所に入らなければならない。わ

れわれの魂の中の聖所の働きからはじめられな

ければならない。」（Manuscript 8,1888）。　

キリストの最終的な仲保の働きは　「贖いをす

る」と呼ばれ、すべての罪から聖所をきよめるこ

とに関してですが、覚えていただきたいことは、

最後の贖いと私たちとの関係は、私たち自身の魂

最後の購い  　 
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をきよめる働きを伴うということです。

｢贖い（atonement）」という言葉は、ひとつにな

る（at-one-ment）という意味があり、それらの単

語が組み合わされたものから来ているというのは

意義深いことです。それは離れていたものをまた

ひとつにする、裂かれていた者との結合を回復す

るということです。十字架上でイエス様は、この

ひとつになる（at-one-ment）ことの土台を築かれ

ました。なぜなら十字架なしに和解は不可能だっ

たからです。けれども、まだ聖なる神様と堕落し

た人類の間の完全な一致をもたらすための何かが

完了していません。

私たちは ｢ 最後の贖い ｣ という言葉に、何らか

の恐れを感じるようになってしまいました。なぜ

なら十字架の栄光や完結を損なうという非難の声

が聞こえてくるからです。ここで私たちが明確に

しておかなければならないことは、最後の贖いは、

新しい犠牲のことではなく、また、キリストの犠

牲が十分でなかったという意味でもありません。

キリストの犠牲は十分かつ完全でした。それはも

ちろん決して再び起こることではありません。け

れども贖いのプロセスが、十字架での批准では完

了していないということです。大争闘における重

要なことはまだ決定されていません。罪の記録は

未だに天の聖所に留まっています。完全な一致は

まだ完了していません。

この ｢ 最後の贖い ｣ は、アドベンチスト教会が

キリスト教神学に貢献したただ一つのものと言っ

ても過言ではありません。その他の教えのすべて

は、教会の伝統や誤りによって埋もれてしまって

いたものを取り戻したにすぎないのです。今、私

たちはこの独自の教えを恥じるようになってし

まったのでしょうか。現在多くの人々が、神の民

はキリストの御再臨まで罪のない状態になること

はないと信じています。けれどもこの教えの結果

は、天の聖所の清めという教理を投げ捨て、至聖

所における最後の贖いを拒否し、１４万４千人の

心の内におこる特別な印の重要性を取り除いてし

まうという結果になるのです。私たちはかつてな

かったほどに最後の贖いということに思いを集中

させる必要があります。

過去の教会指導者からの声　

１９世紀の前半、Ｍ . Ｌ . アンドレアセンは多

くの書物を書きましたが、以下の記事はその中の

一つである「聖所の奉仕」を参考にしています。

引用文は記載がない限り 299 〜 321 ページからの

ものです：

｢福音は人の内に、人のために何ができるかとい

う最終的デモンストレーションはこれからなされ

る。キリストはその方法を示された。彼は人間の

肉体を取り、その肉体にあって神の力をデモンス

トレーションされた。人々は彼の模範に倣い、神

がキリストになされた事は、すべての人類が神に

屈服する時に成すことができるということを証

明した。世界はこのデモンストレーションを待望

している（ローマ８:１９)。これが成し遂げられる

時、終わりが来るのである。神はご計画を成就さ

れる。彼は、彼御自身は正しく、サタンは偽り者で

あることを示される。神の統治は擁護される。」

現在、神の統治権は、キリストの受肉という絶

大なことが成し遂げられたにもかかわらず完全に

擁護されていません。キリストの内に福音の完全

な力を見ました。けれども罪深い人間の内にはま

だその力が見られません。福音の力はまだ完全に

デモンストレーションされていません。私たちは、

クリスチャンの歴史において、忠実な人々の内に

　 　最後の購い
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この力をかすかに見たにすぎません。この宇宙は、

人間の心の中の完全な恵みの力をまだ見ていませ

ん。福音、つまり救いの御計画が完全にデモンス

トレーションされた時、それから、そしてそれだ

けが、神の統治権がサタンの譴責から完全に擁護

され、確立されることができるのです。

完全な回復が福音　　　　　

｢救いの計画は、罪のゆるしだけではなく、完全

な回復を伴うことが必要不可欠である。罪から

の救いは、罪のゆるし以上のものである。なぜな

らゆるしというのは、罪の存在、そして戒めを破

るという条件があることが前提になるが、清めは

罪からの離別、そして罪の力からの解放、勝利を

示す。ゆるしは罪の結果を無効にする手段であ

るが、清めは完全な勝利のための力を回復する

ということである。｣

愛と恵みのすべてであるゆるしというのは、た

だ私たちの過去の罪の結果に対処する方法にすぎ

ないということを理解しているでしょうか。それ

は神のみ前に潔白な者として立つことができるた

めに罪や罪悪感を取り除きます。けれどもこのゆ

るしによって私たちの心が根本的に変化している

でしょうか、また私たちの好ましくない習慣やラ

イフスタイルが変えられているでしょうか。神様

に対するサタンの最大の主張は次のようなもので

す。「神よ、確かにあなたは罪人をおゆるしになる

ことができます。そしてこのように言われます。『こ

れ以上あなたに責任を負わせない。イエスがあな

たの身代わりになって死んだ。あなたはもう罪人

ではない』と。一体これの何が公平なんですか？！

　それならなぜ私をゆるしてくださらないのです

か？私は以前、天での地位をもう一度戻して欲し

いと申し上げました。もしあなたがこんなに恐ろ

しいことをしてきた罪人をゆるしてあなたの家族

に受け入れたのでしたら私もそうしてください！

そうしたらまた天に帰れるのですから！」

神様は、このようなサタンの言い分を簡単に払

いのける事はできません。なぜ神様はただ単に人々

の罪をゆるし、天国に連れて行かないのでしょう

か。なぜなら救いとは罪のゆるし以上の意味があ

るからです。神に反抗心を持っていた古い人は、

愛し与える心を持つ新しい人に変えられ、自己愛

は自己否定と自己犠牲、そして隣人を愛する心に

変えられなければならないのです。その時にはじ

めて神の恵みと義が明らかにされるのです。つま

り福音というのは、ゆるしときよめです。

「したがって、この地上に最後の世代の人々が存

在することになる。彼らを通して神が何をなさ

ることができるのかという最後のデモンスト

レーションをなさる。神は、祖先の罪を身に負っ

ている弱い者の中の最も弱い者を用いられ、そし

て神の力を彼らの中に現される。彼らはあらゆる

誘惑にさらされる。けれどもそれに屈することは

ない。彼らは世が期待し、そして神が用意を整え

てこられた本当の証明、つまり罪のない生活をす

ることが可能だということを証明する。福音が本

当に人をきわみまで救うことができるということ

が、すべての人々に明らかになる。神の言われる

ことが真実であることが証明される」。　

神様が真実なお方であることが証明されるのは、

神様が罪人をおゆるしになる時でしょうか。又は、

神様のゆるしが罪の勝利をもたらすということが

明らかにされる時でしょうか。それは一番弱い者

に罪の勝利をもたらすことができた神のゆるしは

適切なものだったと明らかにされる時であり、そ

してその時に、神様のデモンストレーションは効

果のあるものになるのです。わずかな信仰の英雄

が存在しているこの世にあって、私たちは何も特

別なものを持っていないただのクリスチャンで、

まさに弱い者の中の最も弱い者です。

｢この地上に住む最後の世代の人々の内に聖化

の神の力が完全に現れる。そしてこの神の力によ

るデモンストレーションが、神の正当性を証明す

る。サタンが神に対してなしてきたすべての譴責

から神は潔白になる。最後の世代を通して神は

擁護され、サタンは敗北する。」

神の御品性の擁護は　　　　

　　　　　　どのように？　

さて、ここからは最後の贖いの中心点です。サ

タンは、神様が罪人を喜んでゆるされ、あわれみ

深いお方ではあるけれども、結局それは律法は守

れないものだと神様御自身が認めている事になり、

律法を無効にしている。そしてこれからも、神様

は戒めを犯す罪人をただゆるし続けるだけだと
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ずっと論じてきました。サタンは言います。「神様、

あなたの戒めはそのままで結構ですが、だれも天

国に入れないか、又は、あなたのあわれみによっ

てすべての人が天国へ行けるようにしてください。

それはもちろん私を含めてです。恵みと戒めの両

方はお持ちになれません。それらは一致しません。

あなたは恵みまたは義のどちらかをお選びくださ

い。両方を同時に保つことはできません！」　安全

で調和のある宇宙を永遠に保つために、正義とあ

われみは一致し、恵みと戒めも互いに口づけし、

共に相働くということを立証することは、神にとっ

てたやすいことではないということを理解するこ

とは重要です。反逆しただれかが、いつかどこか

で再び罪を試みるかもしれないおそれから、ゆる

しと恵みは宇宙を守ることになるということをど

のようにして宇宙の者たちに納得させることがで

きるのでしょうか。神の被造物が再び同じことを

繰り返し、おそらく将来それが数え切れない程で

あっても、神様は再びゆるしを与えなければなら

ないことになるのでしょうか。

神のゆるしの中には、またそれ自体は、神の御

品性を決して擁護することはできません。なぜな

らそれは、神は愛とあわれみのお方であるという

ことだけを示すにすぎないからです。ゆるしは、

私たちを罪の奴隷から解放するプロセスの丁度中

間地点であり、本当の解放は、ここではまだ可能

性の段階であるのです。もし神のゆるしの恵みを、

罪に勝利できる力を与えてくださる恵みに変えら

れるならば、ゆるしの恵みが不要になる時が来る

のです。

「神の恵みを通して、人々は神のご性質にあずか

る者となる．．．我々に勝利を与えてくださるのは

神である」（letter44,1903）。

罪に勝利するための恵みはゆるしの恵みの必要

性を取り除き、そして神様は罪人を愛するだけで

なく、彼らを全く変えることができるということ

を証明できます。そして彼らが完全に変えられた

時に、再び罪を試みるのではないかと恐れること

なく、罪のない世界に安心して入れることができ

るのです。

実際問題として、神様が罪人をおゆるしになる

ことによって、御自身を大変な危険の中に置かれ

たことになります。なぜなら私たちが、同じ事を

何度も何度も繰り返すときに、神様は数え切れな

いほどゆるし続けなければならず、事実上、神の

戒めに服従することは全く不可能に見え、この宇

宙は、罪の致命的な影響から完璧に安全になるこ

とはないのです。けれども、もしきよい完全な環

境の中にいる天使ではなく、また、エノク、ヨハ

ネ、パウロだけでもなく、サタンの支配している

世で生活しなければならず、罪によって堕落した

性質を受け継ぎ、生きている間中、悪習慣に悩ま

され、苦しめられ、何も優れたものを持っていな

いただの罪人が、ゆるしの恵みの必要性がなくな

り、罪に勝利するための恵みに変えることができ

る時、サタンの次の言葉が誤りであることを立証

することができるのです。｢ 神よ、あなたは彼らの

罪をゆるすことはできます。けれども彼らが罪を

犯し続けることに対しては何もおできになりませ

ん。彼らはこれからもあなたに不服従を続けるこ

とでしょう！」

恵みと戒めが一致し、あわれみと義が相働くこ

とが証明される時、神の統治と、彼の救いのご計

画は擁護されますが、ここで重要なことは、ゆる

しの恵みは永久に終わり、罪に勝利するための恵

みに変えられた時に、神の救いの計画は成立した、

ということを全宇宙がはっきりと知る時が必ず来

なければならないということです。それを明らか

に示すことのできるただ一つの方法は、イエスの

仲保の働きが終了する恩恵期間終了後の神の民の

ためのある一定の期間に、罪に勝利する恵みが神

の民を完全に支配する時にどのようなことが起こ

るのかということを、宇宙が目撃しなければなり

ません。ゆるしの恵みはもうありません。宇宙の

すべての住民が、われわれの大祭司がその役目を

永遠に終わり退かれるのを見ます。大祭司の仕事

を終えられたしるしとして、ゆるしの香炉を投げ

落とされるのを見ます。そして彼らは天からの罪

に勝利するための恵みのみの時に、人々がどのよ

うになるのかを見ます。神様は宇宙に再び罪が入っ

てくることがないように御自分の務めを安全に終

わらせたでしょうか。これらのデモンストレーショ

ンは、このように劇的でそして全宇宙が理解しな

ければならないものなのです。今日、私たちは、

まだゆるしの恵みと、罪に勝利するための恵みも

共に効果のある時に生活しています。けれどもこ

の世代は終わり、デモンストレーションは必ずな
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されなければならないのです。そしてこれが最後

の贖いということなのです。

｢神がこの世代になそうとしておられるデモンス

トレーションは、人 と々神の両方にとって大きな

意味がある。神の律法は本当に守れるものなの

であろうか。これは大変重要な問題である。多く

の人はそれが可能であることを否定する。また

他の人々は、真の意味を考えずに可能であると言

う。律法遵守に関するすべてを考慮する時に、そ

れは広い分野に及ぶことがわかる。神の戒めは

心の中の思いや意図までも測られるきわめて広

範囲なものである。それは行いと同じようにその

動機、言葉と同じように思考まで審査されるので

ある。律法を守るというのは完全な聖化、つまり

清められた生活、正しいことに対する不動の忠

誠、罪から完全に離れ勝利するということであ

る。当然、ここで多くの死すべき人間は大声で叫

ぶ。『だれがこれに値するのか！』と。しかしなが

ら、律法を守ることのできる人を作るのは、神が

御自分の仕事として定めておられ、それを当然な

さるおつもりでいらっしゃるのである。サタンに

よる挑戦の言葉が申し立てられる。『だれも律法

を守ることはできない、それは不可能だ、もしで

きる人がいるのなら見せたまえ。いったい戒めを

守ることのできる人はどこにいるというのだ！』

そこで神は静かに答えられる、『ここにいる』と。

『ここに、神の戒めを守り、イエスの信仰を持ち

つづける聖徒の忍耐がある』（黙示録１４:１２下

線部英文訳)。」

この時点に至るまで、神様はこの答えをサタン

に言うことはできません。つまり最後の贖いが完

全に成し終えるまでは、この答えを言うことはで

きないのです。都合のよいときだけ戒めに従うの

ではなく、いかなる状況の時でも常に戒めに服従

する完全な最後の世代ができるのです。戒めを守

るというのは、外面的な行いだけではなく、動機、

感情という心の中のすべてに及びます。これは堕

落した性質と弱められた意思を受け継いでいる人

間には全く不可能なことです。けれどもこれは神

様のなさる事で、神様だけがそれをなさる事がで

きるのです。私たちに必要なのは、喜んでこの偉

大なデモンストレーションのためのパートナーに

なることです。私たちは神様がなさろうとしてお

られる働きを、障壁を設けたり、合理化（ここで

はそれ自体間違っていることに良い理由や目的を

適用しようとすること）によって阻止することが

ないようにしなければなりません。

「神が人間に律法を守るように命じられた時、そ

れが守れるということを示すことができるわず

かな人がいればよいと神が考えられたのでは目

的に適っていない。偉大な目標を持ち、強靭なト

レーニングを積んだきわめて立派な人々だけを

通して神は何がおできになるかというデモンスト

レーションをなさるのは、神の御品性には一致し

ない。神の御計画のために求められることは、弱

い者の中の最も弱い者たちでも失敗することが

ないという事の方が（神の御品性に）調和してお

り、それゆえに、神の要求されることは、ほんの

少数の人にしかできない事だとだれも決して言う

ことはできない。このような理由でこの偉大なデ

モンストレーションを最後の世代まで保留してお

られるのである。この世代は、積もり積もった罪

の影響を背負っている。弱い者は誰かといったら

それは彼らである。誰が遺伝的な罪の性質を受

け継ぎ苦しんでいるかといったらそれは彼らであ

る。あらゆる種類の弱さを受け継いでいるのは

まさしく彼らである。それゆえ彼らが戒めを守る

ことができるのなら、どの世代の人々も、それは

不可能だと言い訳をすることはできない」。　

　私たちの世代はテクノロジーが進歩し、知

的で洗練されているとだれもが考えていま

す。けれども、この文明社会を表面的に覆っ

ているものを少し取り除いて見るときに、顔

をそむけたくなるような現実に直面しなけれ

ばなりません。そこには増し加わる怒りと暴

力、貪欲、冷淡、快楽の追求、不道徳、そし

て人類の歴史が始まって以来なかったほどの

利己主義が見られます。私たちの心も、一番

暗かった暗黒時代にも増して様々な惑わしに

よって曇らされています。私たちはまさに弱

い者の中の最も弱い者です。神様はこのよう

な全く見込みがないように見えるこの世代を

お用いになって証明をなさるだけではなく、

外見上は不可能に見える人々に働かれること

はこの上ない喜びなのです。

｢神は挑戦に用意ができている。彼はこの時を

待ってこられた。最高の展示(公開)は、最後の戦

いまで保留しておられる。最終世代の中から、神

は彼の民を抜てきする。強くも有能でもなく、栄

誉も富もなく、賢さも才能もない平凡な人 を々通

して神のデモンストレーションがなされる。サタ

ンは、従来神に仕えてきた人々を神が特別に保

護してこられたので、彼らに自由に近づくことが

できず、また彼らは報酬目当ての動機で仕えてき
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たのだと主張する。もし、彼らを自由に攻撃でき

る許可が得られていたならば自分は彼らに勝て

たであろう。けれど神は恐れてそうはさせてくれ

ないだろうと訴える。『でも神よ、公平な機会を

与えたまえ、そうすれば私は勝てるであろう！』

とサタンは言う。このようなサタンの言い分を永

遠に鎮めるためには、神の民が神に仕えるのは、

報酬に関係なく、不正と独断の告発から神のみ

名と御品性を潔白にしたいという、正しい動機と

忠誠からであり、最大の失意と逆境の中にあって

も、一番弱い人間によって神の戒めを守ること

ができることを天使と人々に証明することによっ

てである。神はサタンに、最後の世代の人々に、

究極の試みが臨むことを許される。彼らは脅迫さ

れ、苦しめられ、迫害される。そして獣とその像

とを拝む法令が出されることによって生命の危

機に直面する（黙示録１３:２５）。けれども彼らは

屈しない。彼らは罪を犯すよりは、喜んで死を選

ぶ。神は御自身を隠される。天の聖所は閉じられ

た。聖徒は日夜神の救出を呼び求める。しかし神

にはその声が聞こえていないように見える。神の

選ばれた民は、ゲッセマネを通過する。彼らはキ

リストの十字架上での最後の３時間を僅かに味

わう。彼らはたった一人でその戦いを戦わなけれ

ばならないように思える。彼らは仲保者なしで聖

なる神の御前で生きなければならない。しかし、

キリストはとりなしの働きを終えられたが、聖徒

は未だ神の愛と保護の対象である。聖天使は彼

らを見守っている。神は敵からの隠れ家を与えら

れる。彼らは食物を与えられ保護されきよい生活

のための恵みと力を供給される（詩篇９１編）。

しかし、彼らはまだこの世にいる。まだ誘惑さ

れ、苦しめられ。悩まされる。」

私たちは、天国という報酬を得たいためではな

く、神の御品性を擁護することが何よりも重要で

あるがゆえに服従するという気持を持っているで

しょうか。これがモーセの歌と子羊の歌なのです。

モーセとキリストは神様を心から愛し、彼ら自身

の将来よりも、大争闘における神の勝利を何より

も気遣い憂慮していたからこそ神に仕え服従した

のです。神のみ名以外、彼らにとって何も重要な

ものはありませんでした。私たちもその歌を学ぶ

必要があります。私たちは天国という報酬に関係

なく神様にお仕えします。私たちが服従するのは、

ただ天国に行きたいためではありません。神に敵

する者が持ち込んだ不正と独断の告発から神のみ

名と御品性を潔白にしたいからなのです。それゆ

えに、神様はサタンに、強力で圧倒的な惑わしと、

最大限の圧力で神の民を苦しめ迫害することがで

きる自由を与えられるのです。神様がサタンに与

えた制限や束縛が不公平だというサタンの訴えは

二度とできなくなるのです。サタンは力の及ぶ限

り、あらゆる方向から、あらゆる手段と惑わしと

脅迫を用いて、神は約束を果たせないということ

を証明しようとするのです。

｢彼らはこのテストに堅く立つであろうか。人間の

目からみたら全く不可能のようである。ただ神が

助けに来てくださればすべては解決するだろう。

けれども彼らは悪に抵抗することを心に定めて

いる。必要ならば死もいとわないが、罪に屈する

ことはない。サタンは力がなく、彼らに罪を犯さ

せることはできない。彼は誘惑し、欺き、脅迫す

る。けれども強要することはできない。そしてこ

の時、一番弱い者を通してなされた神のデモンス

トレーションによってだれも罪の言い訳はなくな

る。もし、最後の世代にいる人々が、ありとあらゆ

る不利な条件を背負い、そして聖所が閉じられ

ても、サタンの攻撃を確かに撃退できたのなら、

人間が罪を犯すことに、何の口実がありえよう

か？」

このような理由で、この地上の歴史が終わる前

に、天の聖所でのキリストのゆるしの奉仕は、終

わらなければならないのです。サタンの最後の最

大の攻撃と、キリストのゆるしの恵みの選択がな

くなった後の、罪に勝利する力を与えてくださる

恵みは、必ず同時におこらなければなりません。

福音は本当に効果があるのでしょうか。神の恵み

はサタンの惑わしよりももっと力強いものでしょ

うか。宇宙の将来は反逆者から安全になったでしょ

うか。

｢宇宙において最高に重要なことーそれは重要

に思えないがー人間の救いではない。最も重要

なことは、サタンによってなされてきた偽りの譴

責から神のみ名を潔白にすることである。大争

闘は終わろうとしている。神は最後の戦いに、ご

自分の民を用意しておられる。サタンも用意して

いる。我々の前に置かれている問題は、神の民の

生き方にかかっている。神はヨブにそうであった

ように、我々に依存しておられるのである。神の

この信頼は、確かなところに置かれているであろ

うか。神のための証し人になるということを許さ

れていることはすばらしいことである。決して忘

れてはならないことは、この証は我々の生き様で

あって言葉だけではない。キリストの人生が光で

あったように、我々の人生も光でなければならな
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い。人々に光を与えるということは、ただトラクト

を手渡す以上のことである。我々の生活が光で

ある。我々の生き方によって、他の人々に光を与え

る。この生きた光なしに、言葉だけでは何も意味

がない。しかし我々の生き方が光になる時、我々

の言葉は効果のあるものとなる。我々の人生は神

のための証でなければならない。」　

最終時代において唯一の重要なことは、神のみ

名です。これが地上歴史の最後に生きる人々の動

機の要因なのです。私たちの任務は、サタンの偽

りの譴責を永遠に終わらせることですが、これが

できるただ一つの方法は、私たちの人生を完全に

神の力に明け渡すこと、つまり全的な降伏です。

私たちの言葉に何か意味があるのかということを

証することができるのは、私たちの生き方です。

私たちの言葉と生活が一致する時、私たちの証は

効果があるものとなるのです。

｢これらすべてのことが贖いの日の働きと密接な

関係があるのである。贖いの日に、昔のイスラエ

ルは、罪を告白し、完全にきよめられた。彼らは

すでにゆるされてはいた。今や彼らは罪から解放

されていた。彼らは清く非の打ちどころのない者

となっていた。イスラエルのキャンプは清くなっ

ていた。我々は今、聖所の清めの大いなる実体の

時に生存している。すべての罪は、告白と悔い改

めによって、信仰によって先立って裁きの座に行

かなければならない。大祭司が至聖所におられ

るのであるから、神の民は、今、顔と顔とを合わ

せて神の前に立つのである。彼らのすべての罪は

告白されており、悪のしみは残されていないとい

うことを知る必要がある。天の聖所の清めは、地

上の神の民の清めにかかっている。それならば、

神の民が清く、責められることのない状態になる

ということはなんと重要なことであろう！彼らの

中にあるすべての罪は焼き尽くされていなければ

ならない。それによって彼らは、聖なる神の御前

で焼き尽くされる事なく立つことが出来、滅ぼし

尽くす炎の中でも生きるのである。」

天の聖所の清めと　　　　　

　　　地上の神の民の清め　

私たちは、１８４４年以降、天の聖所でのキリ

ストの働き、アドベンチストの先駆者たちが築い

たその預言的な証拠を何度も学んできたかもしれ

ません。けれども、天の聖所の清めと同時に行わ

れる私たちの心の清めの働きについては殆ど聞か

れなくなってしまいました。おそらくアンデレア

セン長老の最も大切な訴えは、次の言葉だと思い

ます：

｢天の聖所の清めは、地上の神の民の清めにか

かっている。」321

私たちの心が罪から清められなければ、天の聖

所も清めることができない？その通りなのです！

　私とあなたの心の最後の贖いの働きが完了する

までは、天の神の聖所の大いなる清めは完了する

ことができないのです。私の心にある罪の泉から

湧き出るものがあり、ゆるしを絶えず必要として

いる限りイエス様はあわれみのゆえに天の聖所に

留まり、ゆるしの恵みを注ぐ働きを続けなければ

ならないのです。一人でも滅びることなく、すべ

ての人が悔い改めに導かれるように望まれるイエ

ス様は長く忍耐されます。けれどもこの意味は、

神の民が神のゆるしの恵みが不要になり、罪に勝

利する恵みを受ける用意ができるまで神の御計画

を遅らせなければならないということです。私た

ちの心から、罪の流れを止めることができると最

後の贖いが示す時だけ、神様は天の聖所から私た

ちの罪を正当に取り除くことができるのです。私

の心から継続的に流れ出てくる罪のためにゆるし

が必要であるのに、聖所は清められ、天のすべて

の罪の記録を除去するということを、神様は何の

目的があってなさるでしょうか。そしてサタンは、

神ができることのすべては、ただ罪をゆるし続け

るだけで、人間の心からすべての罪をきよめるこ

とは不可能であり、やはり彼の言い分は正しいの

だと誇らしげに言うでしょう。けれども、もし心

の聖所の源泉がきよめられ、反逆と利己心がこれ

以上流れ出ることがなくなった時、天の聖所は効

果的、合法的に清められることができるのです。

ただこの方法だけが、サタンの言い分に対しての

有効な答えなのです。罪に勝利する力を与えてく

ださる恵みは、ゆるしの恵みの必要性を取り除き

ます。これは神様がはるか遠く離れた聖所で勝手

になさっている働きではなく、恵みによって救わ

れた罪人の心の中で、神様がなしてくださること

なのです。そしてこの方法によってのみ大争闘を

終結させることができ、罪の問題に対処する神の

方法の正当性が証明されます。ホワイト夫人はこ

れらのことをとても簡潔に述べています。

最後の購い  　 
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「キリストの天における聖所のきよめと調和し

て、この地上においての魂のきよめがなされなけ

ればならない」（Maranatha249）。

さて、では最後の贖いとは何でしょうか。神様

がゆるしの恵みを罪に勝利する力を与えてくださ

る恵みに替えてくださると同時に起こる天の聖所

におけるキリストの恵みの奉仕です。それは一つ

になる（at-one-ment）ことの神の最終的な方法で

す。私は聖霊によって保つことができる神との持

続的なつながりを時々さえぎってしまい、この宇

宙はまだ安全なところにはなっていません。キリ

ストは一致 (at-one-ment) のプロセスが完全にな

されることをデモンストレーションされなければ

なりません。これはただ単に神様が、「この人の罪

を消した」と宣言することではなく、サタンが絶

対に起こり得ないと言っている驚くべきことをデ

モンストレーションされるのです。最後の贖いは、

これ以上ゆるしを必要としない罪に勝利する力が

私たちの人生にあらわされるキリストの血による

奉仕なのです。

贖いの日　　　　　　　　　

これらのすべてのことは、旧約聖書に書かれて

いる贖いの日の間のできごとの予型です。「これ

は、あなたがたが永久に守るべき定めである。す

なわち七月になって、その月の十日にあなたがた

は魂を悩まし何の仕事もしてはならない。この国

に生まれた者も、あなたがたのうちに宿っている

寄留者もそうしなければならない。この日にあな

たがたのため、あなたがたを清めるために贖いが

なされ、あなたがたは、主の前にもろもろの罪が

清められるからである。これはあなたがたの全き

休みの安息日であって、あなたがたは、魂を悩ま

さなければならない。これは永久に守るべき定め

である」（レビ記 16:29 〜 31 下線部英文訳）。私た

ちはこの日の本当の意味を理解しているでしょう

か。一年を通じて贖いの犠牲、つまりゆるしがな

されてきました。けれどもこの日は何か違いまし

た。それは「主の前にもろもろの罪がきよめられる」

という最終的な結果を伴う日でした。特に注目す

べき事は、この特別な日の民の態度は、彼らの魂

を悩ますことでした。これはまだ勝利のセレブレー

ションではなく、神の民にとってとても重大で厳

粛な日だったのです。この旧約時代のできごとは、

現在の私たちにとって何か教訓があるのでしょう

か。

｢われわれは大いなる贖いの日に生存している。

現在、天の聖所で行われている神の民のための

キリストの神聖な働きは、われわれの絶えざる

学びでなければならない。われわれの子供たち

に、贖罪の日の型が何を示していたのか、それは

神のみ前における大いなるへりくだりと罪の告白

の期間であったということを教えなければならな

い。実体としての贖罪の日も、同じ性質のもので

ある」（５T520)。

私たちは、この日の重要性を若者たちに教えて

いるでしょうか。しばしばこのような質問に直面

します。「なぜこんなことをするんだ？」「どうし

てこれをしたらいけないんだ？」「これの何が悪

い？」そして私たちは、幾つかの答えになるよう

な聖句を見つけようと努力します。けれども私た

ちは今まで次のように言ったことがあるでしょう

か。「これをするのは私たちが贖いの日に生活して

いるから」。決して忘れてはならないことは、この

日は神のみ前に心からのへりくだりと罪の告白を

する日であったということです。

｢真理を信じると主張し、神の戒めを擁護し守る

教会は、すべての不義から離れなければならな

い。教会員のひとりびとりは、悪を行い罪にふけ

る誘惑を退けよう。教会は悔い改めと謙遜、深く

心を探ることによって、神のみ前における清めの

働きを始めよう。なぜならわれわれは贖罪の実

体の日、つまり永遠の結果を伴う厳粛な日にいる

からである」（２SM378)。

贖いの日というのは、清めに関してであり、す

べての不義から離れることです。私はここで、神

の民と称する人々が、かつてなかったほどの最高

の標準に対する服従と忠誠を表すことを申し上げ

たいと思います。時に人々は、なぜセブンスデー・

アドベンチストは、聖書に見られる標準よりもさ

らに高いもの、たとえば菜食主義や、ダンスや装

身具を慎むこと、またアルコールの拒否などといっ

たものを持っているのかと驚かれることがありま

す。これらは、ただ古い昔からの伝統で、このよ

うな時代遅れの標準は捨ててしまうべきでしょう

か。事実を言うならば、聖書を注意深く調べるこ

　 　最後の購い
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とによって、神様が人間の無知や盲目のゆえにあ

われみによってお許しになっている幾つかの事柄

を見る事ができます。神様は、神の民に、理想の

ご意思を持っておられましたが、神の民が生活し

ているその時の状態に合わせておられました。簡

単に言うならば、今日の私たちが受け入れ難いよ

うな事もお許しになっていたということです。

神様は、旧約聖書の時代、一夫多妻制度をお許

しになるだけでなく、祝福さえなさいました。実

際のところ、選ばれた国民の十二部族は、一夫多

妻の婚姻によって構成されたものでした。また、

同じ旧約聖書の時代、奴隷を使う事に対する許可

と掟さえもお与えになっていました。今日、私た

ちの社会は、道徳的悪として奴隷制度を嫌悪して

いますが、イスラエルの人々は、日常的に奴隷を

使っていました。また神様は、イスラエルの軍隊

に血生臭い戦いに従事することを許されるばかり

でなく、奨励しました。時には人間ばかりでなく

家畜に至るまで完全に滅ぼす事をお命じになりま

した。もし、私たちがこれらの証拠となる聖句を

見つけたいならば、簡単に見つけることができま

す。けれどもただひとつ私たちが知っていること

は、聖書全体の原則を学ぶ事によって、特に新約

聖書においては、これらの事は、神様の理想では

なかったということです。神様は、神の民を彼ら

の居る場所で用いられます。そして、少しずつ理

想としているところまで導かれるのです。神の民

が新しい真理を理解し、応答することができる時

だけそれを示され従うように命じられます。現在、

神のご意思が以前にも増して明らかにされている

のを無視して、人間の心のかたくなさのゆえに神

様が許可されていたことを基準にしようとするこ

とははなはだしい誤りです。それゆえに、私たち

は一夫多妻や奴隷制度、また戦争を正当化しよう

とは決して考えません。これらの理由から、神様

がある場合においては、肉食、飲酒、ダンス、装

身具等を身につけることなどを許される証拠とな

る聖句を見つけることができます。けれどもまた、

これらの事は神様の理想ではなかったという証拠

も見つけることができますが、しばしば人々が、

教会が持っている基準に反した特定のことをした

いときにこれらの聖句を無視してしまうのです。

贖罪の日に住む　　　　　　

　　　神の民の生き方　　　

今日、私たちのライフスタイルを選択する原則

となるものは、贖いの日の原則です。この一番重

要な日々に生活している私たちは、何が許されて

いるのかと問うのでしょうか。クリスチャンとい

う名を保ち続けるために最小限にするべきことは

何かと問うのでしょうか。私たちは、無知と未熟

な信仰の古い時代に戻って、私たちの人生の在り

方を決定するのでしょうか。それとも神の理想に

到達するために自分にできる最大限のことは何か

と問うているでしょうか。この罪の世界に生活し

ていても、やがて神の完全な天で生活することが

できるように、今、自分のすべての能力を尽くし

てそれに近く生活することを求めているでしょう

か。

伝道の書３: １–４に重要なことが書かれていま

す。

｢天が下のすべての事には季節があり、すべての

わざには時がある。生るるに時があり、死ぬる

に時があり、植えるに時があり、植えたものを抜

くに時があり、殺すに時があり、いやすに時があ

り、こわすに時があり、建てるに時があり、泣くに

時があり、笑うに時があり、悲しむに時があり、

踊るに時があり、」　

殺した時があり、こわした時がありましたが、

今は、いやしと建て直しの時です。現在、神のみ名、

そして彼の統治権などのすべてが危険にさらされ

ているのに、私たちは笑って踊る時なのでしょう

か。大争闘の終結が近づき、サタンによって持ち

込まれてきた様々な偽りによって神が論駁されて

いる時に、このような行動は適切でしょうか。ガ

ラスの海の上で、楽しく笑いながら踊る事ができ

る時間は限りなくあることでしょう。けれどもそ

れは今ではありません。これはとても単純なこと

ですが、われわれセブンスデー・アドベンチスト

にとって何が時機にかなった適切な事なのかとい

うことです。贖いの日は、罪を告白し、神のみ前

に心を低くするという魂を悩ます時でした。笑い

や踊りをするよりも霊的に悲しみ、泣くことの方

がもっとふさわしい態度ではないでしょうか。私
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たちはキリストの御再臨を 100 年以上も遅らせて

きました。これが何か喜ぶべきことでしょうか。

神様がお考えになっていた以上にこの地上の苦難

の歴史を続けてきてしまいました。ラオデキヤの

無気力、冷淡な状態によって、私たちは死の強制

収容所におけるユダヤ人の大量虐殺に貢献してし

まったことになるのです。これが本当に今、セレ

ブレーションの時なのでしょうか。また、アドベ

ンチストは世界中ですばらしい偉大な働きをして

いると我々自身を賞賛し、また過去において教会

が成し遂げてきた事を、自惚れて振り返るべき時

なのでしょうか。それとも神の御計画を遅延させ

ている者の一人としての責任を感じ、神のみ前に

悲しむべき時でしょうか。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

これらの問題に対して私たちの果たすべき役割

は、自分を鞭打って苦行するような無益なことを

することではありません。それは、私たちの心が、

すべての罪から本当に清められているのか確かめ

る時なのです。そして、神様が私たちを通して、

神が統治されるというのはどのようなことなのか

ということをこの世に示す時なのです。私は決し

て陰気な顔つきをして生活する事を奨励している

のではなく、告白と悔い改めの時だと申し上げた

いのです。もし私たちが、罪を深く悔い、神の御

前に心を低くするならば、セブンスデー・アドベ

ンチストとしてなすべきことを行っています。今

は贖いの日です。私たちは、人類に対する神の理

想のご意思を宇宙に証する神の最終的なデモンス

トレーションの一員です。私たちはこれらのこと

を理解し、これを若者たちに教えているでしょう

か。表面的な答えはこれ以上通用しません。大争

闘における神の最終的な勝利という本当の問題に

向き合おうではありませんか。

われわれの存在理由　　　　

贖いの日、そして最後の贖いがセブンスデー・

アドベンチストの存在理由です。神の恵みによっ

て、如何なる時でも、疑いを抱かず、躊躇せず、

そして言い訳や、合理化をしない神を完全に愛す

る人々を生じさせる事がデモンストレーションさ

れる時まで神のみ名は危険にさらされています。

彼らは、神がはじめに彼らを愛してくだっさたゆ

えにただ神を愛するのです。そしてその神の愛は

いつでも服従を生み出し、この愛と服従が継続す

ることを毅然と証明します。サタンは、完全な服

従は不可能だという証拠として私たちの不服従を

絶えず神の顔に投げつけています。けれどもこれ

は必ず最後が来なければならないのです。この最

後の贖いは、サタンの偽りを破壊する神の方法で

す。はじめに神は、私たちの魂の宮を清められます。

そしてそれから罪によって汚された天の宮を清め

られます。これが成し遂げられた時、アドベンチ

ズムは「任務を終了」 させ、皆そろって天に行く

ことができるのです。サタンはすべてのアドベン

チストの心からこの概念を取り除くために激しい

戦いをしています。なぜならもしサタンがこの概

念を破壊することができるのなら、１５０年前に

神がこの教会を立ち上げられたことを無効にする

ことができ、そしてキリストの御再臨を更に長引

かせることができるのです。私たちは、サタンが

相当な程度に成功してきたことを認めざるをえま

せん。サタンはあなたの心の中で成功を収めるで

しょうか？サタンはあなたの意識からこの概念を

取り去ってしまうでしょうか？またはサタンの言

葉—律法に服従しようとするな、それは律法主義

だ、救いはイエスの十字架をただ信じさえすれば

得られるのだ、なぜなら再臨の時に品性が変えら

れる—には耳を貸さず、最後の贖いをあなたの学

びの中心とし、今からイエス様が再び来れらる時

まで、あなたがなすすべてのことがこの概念の真

髄に基づいたものになるでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

時に人々は、最後の悩みの時を恐れます。けれ

ども、神様はその危機の時を信頼して通過させる

人々を生じさせることが出来なければ、それを起

こされることはありません。ところでなぜ、最近

自然災害の頻度と激しさが増してきているので

しょうか。そうです。それは世の終わりの徴ですが、

またそれは最後の世代の人々が出来上がりつつあ

るということなのです。あなたは今、あなたのす

べてを神様に明け渡し、子羊の行く所はどこへで

もついていくそのグループの一員になることを心

から望んでいらっしゃいますか。

　 　最後の購い
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あなたは、もしイエス様が２千年前になさっ

たように、今日の人々の間で歩まれるために来

たなら、どういったことが起こるであろうかと

考えたことがあるだろうか。彼は何を話される

だろうか。今日の SDA 教会について、イエス様

の時代にヘブルの教会にしたような同じような

ことを語られるだろうか。彼は我々が天から是

認されていると言われるであろうか。それとも、

彼は我々が哀れでみじめで、貧しくて、盲目で

裸であると言われるであろうか。黙示録 3：17｡

　彼は巨大な組織や、クリスチャンテレビ番組、

若者のロックコンサート、大教会、病院や学校

のゆえに我々を褒めるであろうか。それとも教

会を通じて御言葉から組織的に離反しているこ

とをごらんになって頭を横に振られるだろうか。

彼は我々のバプテスマ数の多いことを褒めるで

あろうか。それともユダヤ人教会に言ったよう

に「見よ、おまえたちの家は見捨てられてしまう」

と言われるであろうか（マタイ 23:38）｡　この

ことは非常に重要な問題である。神は、神の教

会が最終的に世に従うことを選ぶ出来事におい

てどうされるだろうか。この最終時代のご自身

の民を清めるために何をなさるおつもりだろう

か。神はご自分の真理の御言葉の保管所 (教会 )

を地球にまだ持っておられるだろうか。

あなたは誰かが「セブンスデーの世界総会は

いまや背教しているのでバビロンである、その

上、もはや神の真理の保管所ではない。そして、

今出てどこかへ行くべき時である」と言うのを

聞いたことがあるだろうか。また次のような逆

の考えを聞いたことがあるだろうか。「教会のこ

とは心配しないで下さい。私達はただ、私達の

指導者たちを信頼しなくてはいけない。神様が

彼らと教会を守って下さる」｡言い換えると、「沈

黙を保ちなさい、誰のじゃまもしてはいけない。

現状（体制）について行こう、神はご自身の御

手の内にたずなを取られる。」聖書と証の書には

後者について多くの例と訓戒があり、なぜ忠実

な魂が公然とした罪と背信に抗議する声を上げ

るべきかを示している ｡

どのようにして教会が神の教会である
ことを知るか？

しかしどの様にして SDA 教会がまだ神の教会

であるかを、そしてまだ聖なる御言葉の保管所

であるかを知ることが出来るのだろうか。SDA 

教団の状況を理解する為に、我々は過去に戻っ

て、その時に神がどの様に彼の教会に託された

聖なる御言葉を扱われたかを再考しなくてはな

らない。

聖なる御言葉は、世代から世代へ伝えられた、

神についての教義と解釈、目に見えない超自然

の現実である。そしてそれらは続く各世代に霊

的な導きとなるものを提供する。聖なる御言葉

は、礼拝と信仰と日ごとの生活に助言を与えて

くれるものである。さらに、未来の預言的啓示

を与えてくれ、しばしば、人間と組織の性質を

明らかにする。霊的活力は聖なる御言葉がどの

様に取り扱われているかにかかっているのであ

る。もしそれが尊ばれ守られているなら、そこ

に成長がある。もしそれが尊ばれずにいるなら、

そこには霊的力の欠如がある。あなたは神が彼

の残りの民に与えられた聖なる御言葉を尊ぶだ

ろうか？

Church

聖なる御言葉の歴史と移行
教会の中に背教？　教会の背教？

Keep the Faith　ハル・メイヤー牧師
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聖なる御言葉の歴史と移行

歴史上の全ての宗教は、独自の聖なる御言葉

というものを持っている。異教の神の託宣は通

例、神秘主義的な話や女神に関する伝説であっ

た。これらの伝説は世の中についての彼ら自身

の考えや、宇宙や目に見えないものを表現した。

礼拝は儀式を中心とした礼拝—神をなだめるか、

あるいは神々が礼拝者に迎合するような儀式に

集中している。 神の託宣は紙面に書かれなくと

も人々はうやうやしくみなし、従い、守った。

異教の神の託宣は、真の神の礼拝とはまったく

反対である ｡ なぜなら、それらは単に人間の心

の考えであるからである。神の教会を通して神

の御言葉と接触したとき、彼らは争いと対決を

起こした。ネロの時代のローマ人によるクリス

チャンの迫害、パウロがエペソにいた時、エペ

ソ人は彼に耳を傾けた。しかし異教の迷信によっ

て利益を得ていた銀細工師はパウロの教えに脅

えて騒動を起こした。彼らはダイアナ女神を含

め彼らの異教神を守るために人々を奮起させた

（使徒行伝 19 章参照）。

イスラムもまたコーランと呼ばれるイスラム

の聖典を持っている。コーランはイスラムの人々

の生活の手引きと礼拝に関わることを教えてい

る。コーランもまた神の聖なる御言葉と対立す

る ｡またそれと接触したとき争いを引き起こす。

イスラムはキリスト教を軽蔑しており、キリス

ト教を悟りと礼拝に関して無知なシステムであ

ると考えている。イスラムの国々におけるクリ

スチャンの迫害と圧制は、ほとんどすべての人

に知られている。

これらはすべて偽物である。神はご自身の知

恵のうちに、ご自分の民に真の聖なる御言葉を

提供された。それらは人間の考えではなく、神

の知性から創られたものである。彼は民にアダ

ムとエバを与えられた ｡ そして後継者の子ども

たちに、またその子どもたちに父祖アブラハム

からイサク、ヤコブそしてモーセへと口頭で伝

えられた ｡ どのように神を理解し礼拝するかの

指示を与えた。これらの聖なる御言葉は尊ばれ

るもので、それらの指示に従うことによりうや

うやしく扱われた。

イスラエルに聖なる御言葉
イスラエルがエジプトの地で偉大な国民と

なった時、神は力あるみ手で彼らを連れだし聖

なる御言葉を与え、特にシナイ山で彼の律法

を再び繰り返した。これらの律法は石板に書か

れ、守られるべきもので、啓示され、あがめら

れ、そして従われていた。モーセは、また神と

イスラエル人との関係である聖なる歴史の 5 つ

の本を書いた。これらは聖なる御言葉の一部と

なった。ま

た預言者の

書きものと

なり、後の

旧 約 聖 書

の 残 り と

なった。ヘ

ブ ル の 聖

書 ( ト ー

ラー ) はある期間を経て発展した。ラビはこ

れらの聖なる御言葉を守るために細心の注意を

払った。そして腐敗しないように扱った。彼ら

はこれらの聖なる御言葉を忠実に保護する様に

教えられた。イスラエル人はそれに従うように

要求された。どんな誤りも損傷もないようにす

るために、非常な注意をもって彼らはヘブル語

のテキストを写し保護してきた。しかし、イス

ラエルは神の現わしたご意思からはずれたので

ある。初めに、ある特定の指導者や教会員によ

り教会内の背教が発展した。しかしついには王

たちが次々に全イスラエルを罪と深い偶像崇拝

に導いた。それは広範囲に広まり、教会全体が

背教の中にあった。

神はついにはイスラエルの全国家をバビロン

の捕虜とすることによって罰せられた。その捕

虜の中にある間も、イスラエルはまだ神の教会、

すなわち聖なる御言葉の保管者であった。それ

はバビロンにはならなかったのである。もちろ

ん、中にはバビロンの中で安楽を得、そしてバ

ビロンの考えや原則を吸収さえする者もあった。

彼らはバビロンの一部となったのだった。しか

し神が彼の教会にバビロンから出でよ、エルサ

レムを立て直せとおっしゃられた時、彼は彼ら

自身がバビロンから分離することを要求してお

られたのである。しかし幾人かのものは出るこ

とを拒否し、そのためにバビロンの一部になっ

たのだった。神は彼の教会を拒絶したからでは

なく、改心させるためにバビロンに送られたの

であった。神は彼の民に聖なる御言葉に忠実に

従うもう一つのチャンスを与えるための時が来
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たときに教会を呼び出した。

あなたは、我々も霊的にこの世にあって心地

がよく、出てくることも分離することもない者

の中にいるだろうと思うだろうか。神はあなた

や私を聖で特殊な民であるように召されている

のである。非常に多くのアドベンチストが荒野

に捕らわれ、バビロンの魔法に魅了されている

ことはなんと痛ましいことだろうか。

はっきりと区別がなされなければならないこ

とがある。聖なる御言葉を拒否する者（カイン

やニムロデやバベルの塔の建設者など）と、罪

と戦い、彼らの誤った品性の特質を克服しよう

とする者との間には違いがあるのである。もし

教会の指導者が管理上何かの過ちを起こすとし

たら、それは背教ではない。もし彼があからさ

まに罪を犯し、堕落しても、もし彼がその罪を

悔いあらためるなら背信とはみなされない。彼

がその罪の生活を聖書に反して公然と拒み続け

た時、我々はその人を背教したとみなすのであ

る。または、彼が持続的に聖書にないことを説

教し教え、聖書の中の事をゆがめ、人々を誤っ

て導く時、これは背教した者である。

「教会の中にある背教」と「教会が背
教している」の違い

では教会が背教の中にあるとどうして言える

であろうか。「教会の中に背教がある」という

ことと「教会が背教している」ということとの

間にどのような違いがあるだろうか。教会の指

導の地位にありながら、敬神の模範的生活をせ

ず、あるいはその指導者がある個人をまたは、

ある教会の機関を神の真理とその原則から引き

離す場合は、教会の中に背教があると言える。

教会はもし実行しようと思うなら、教会の中の

背教に対処する良い方法がある。ある個人ある

いはわずかな人々が背教に関与している場合

は、教会全体が背教しているとは言えない。そ

ういう場合は、教会に背教があると言えるだけ

である。

しかし、指導者と信徒の大半が教会の機関、

教育機関であろうが、健康機関であろうが、出

版機関であろうが、あるいは伝道機関であろう

が迷い出て、多くの人々を、神の明確な啓示さ

れた御旨からすべての機関が実質的に、ある長

い期間にわたってはずれた方向にある場合は、

教会自体が背教にあると言えよう。委員会や理

事会が決定する時に神の言葉に背くということ

が絶えず続くとき、あるいは、神の聖なる御言

葉を明らかに無視し、絶えず自分たちの考えに

従って決定していくとき、教会は背教している

と言えよう。

しかし、覚えていただきたい。指導者のある

人が、あるいは信徒のある人が誤り、罪を犯す

なら、この場合は教会の背教とは言えない。教

会の中に背教があると言うのである。多くの人

がこの点について混乱している。機関の指導者、

あるいは牧師が忠実ではあるが、ただ誤りを犯

している場合、それは非難すべきではない。

しかし、指導者が神の勧告に従うことを拒み、

無視し、自分の方法に歩み、偽りの教えに導く

なら、それを指摘し、改めることを懇願するの

は、非難ではない。

ジョン・ハーヴィー・ケロッグの件について

考えてみよう。彼は単に誤りを犯したのでは

ない。バトルクリークの病院の火事の後、彼は

E.G. ホワイトの小さいサナトリウムを建て、中

央集権を止め、全国にサナトリウムを分散する

ようにとの勧告を拒んでしまった。彼は故意に

勧告を拒み、以前よりも大きな病院を建てるこ

とを選んだ。今日の我々の病院のように。そし

てついにバトルクリークを背教に導き、神の教

会から引き離してしまった。今日、我々の教会

の病院のシステムはだいたいこの「良き」伝統

に従ってきた。そして今や、ある我々の病院は

経済的破綻を逃れるために、カトリックの病院、

また、バプテストの病院と連結する結果になっ

た。

このような同盟にまきこまれて、一体どうし

て最後の警告のメッセージを伝える立場に我々

が置かれていると言えようか。そんなことはあ

り得ないはずだ。そういうことが教会の中の背

教ということだ。彼らはアドベンチストという

名を負ってはならないはずだ。我々の教会もし

かり、出版所もしかり、伝道の機関もしかり。

これらは聖なる御言葉に従おうとしているのだ

ろうか？本末転倒だ ｡ それはただの誤りではな

聖なる御言葉の歴史と移行
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い。それは全教会を破滅に追い込む方向にある

のだからさらに悪い。我々の愛する教会の中に

背教があるというのだろうか、それとも教会は

背教しているというのだろうか。

ところで、背教しているということは、バビ

ロンとなるということと同じではない。この点

においてもまた多くの者が間違った考えを持つ。

これらのことは全く違ったことである。教会は

非常な反逆的幕屋にあるかもしれない。しかし、

古代イスラエルのようにバビロンとなったので

はない。

神が聖なる御言葉を他の教会に移されるので

なければ、好むと好まざるとにかかわらず、そ

れはなおも真理の保管所である。聖なる御言葉

に人々が忠実であるようにさせるのが神の目的

である。神は我々に強制はなさらない。神は長

く忍耐なさる。感謝しようではないか！教会が

悔い改めて変わるようにあらゆる機会を与えら

れるまで教会を拒否されることはない。ご自分

の民が長い背教と対決することをお許しなる。

イライラさせられることもあろう。神は人間の

時間の数え方とは違うことを覚えよう。神の民

は、誤った教え、標準を下げることに対して声

を上げ抗議することによって主を助けなければ

ならない ｡ 彼らは背教と対決する道具となるの

である。しかし、沈黙を保つなら、背教を長引

かせるだけである。ヨナのようになって、神の

期待を裏切って神を怒らせないようにしよう。

バビロンから帰還したヘブル人は、二度とま

わりの国の神々をしたってさ迷わないように決

心した。が、教会の指導者たちは周りの国々か

ら教会を隔てさせた。彼らは証をしなくなった。

彼らは、あまりにも多くの規制とラビのおきて

をつくり、ついには彼らの教会指針を持つよう

になった。彼らの聖なる御言葉はトーラーある

いは旧約聖書であった。しかし、彼らの教会指

針はミシュナであった。ミシュナの重要性と権

威を高く上げればあげるほど彼らは、聖なるトー

ラーを低くし、ついには律法とトーラーの影響

が少なくなっていった。

聖書より教会指針を高く置くと、このような

ことはいつも起こる ｡ 我々もこのような危険は

ないだろうか？ヘブル人は、トーラーのイエス

の来臨に関する預言を間違って適用した。メシ

アが来たときには、彼らは認知することができ

なくなっていた。キリストの時には、ユダヤ人

たちは、ミシュナ教会指針が神の権威であると

思うほど混乱していて、ラビたちは、神の御言

葉、トーラーより権威があると思い込んでいた。

イエスは、混乱をなくすために人間の書き物と

聖なる御言葉の区別をなさるために来られたの

であった。イエスの言葉を覚えているだろうか？

「父または母を敬わなくてもよろしい』と言って

いる。こうしてあなたがたは自分たちの言伝え

によって、神の言を無にしている。偽善者たちよ、

イザヤがあなたがたについて、こういう適切な

預言をしている；

『この民は、口さきではわたしを敬うが、その

心はわたしから遠く離れている。人間のいまし

めを教として教え、無意味にわたしを拝んで

いる』」（マタイ15：6-9）。

また言われた :

「昔の人々に『殺すな。殺す者は裁判を受け

ねばならない』と言われていたことは、あなた

がたの聞いているところである。しかし、わた

しはあなたがたに言う。兄弟に対して怒る者

は、だれでも裁判を受けねばならない。兄弟

にむかって愚か者と言う者は、議会に引きわ

たされるであろう。また、ばか者と言う者は、

地獄の火に投げ込まれるであろう」（マタイ

5:21,22）。

｢『隣り人を愛し、敵を憎め』と言われていた

ことは、あなたがたの聞いているところであ

る。しかし、わたしはあなたがたに言う。敵

を愛し、迫害する者のために祈れ｣（マタイ

5:42,43）。

これらの言葉に、イエスと教会指導者の長い

間持ち続けた格言との間に矛盾が見られた。彼

らがイエスとその自給伝道の働きを喜んだと思

聖なる御言葉の歴史と移行

ユダヤの口伝

ミシュナは、ユダヤの口伝、ゲマラは解説書｡タルムードとい
う言葉はミシュナとゲマラを併せた全体のことを指す言葉
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うか。E.G. ホワイトの言葉を聞いていただきた

い :

｢ところが、ユダヤ人は、形式と儀式を重んじる

のみで、その目的を見失っていた。伝説や言い

伝え、人間の作った戒めなどは、神が人に伝え

ようと意図された教訓を人々から隠した。これ

らの格言と伝説は、真の宗教の理解と実行を

妨げるものになった。そして、実在者なる神が

キリストとなってこられた時、人々は、彼こそす

べての典型の成就であり、すべての影の実体

であることを認めなかった」実物11-12.

 我々も聖書の権威よりも教会指針を高めるこ

とによって、聖霊のかたちをとおして働かれる

キリストを認知しないという危険がないだろう

か？

 ここに重要な引用文がある：

｢与えられた光に従って行動する者だけが、よ

り大きな光を受ける。活動的クリスチャンの徳

の模範を示すことにおいて日々前進していな

ければ、我々は後の雨の聖霊のあらわれを認

めることはないであろう。後の雨が我々の周り

のすべての人々の心に注がれていても、それを

認識することも、受けることもないであろう｣

TM 507｡

光の通路である聖なる巻物を軽視し、無視し

ながら、どのように我々はすべての光に生きる

ことができるであろうか？キリストが来られた

時、彼を認めなかったユダヤ人のように、我々は、

聖霊を認知し損なうことがありうる。

神の言よりも、我々の意見を上に置くなら、

我々は神の要求を満たす必要はないと思いはじ

める。するとまもなく、神の要求について我々

自らの曲がった考えを持つ ｡ すると、後の雨を

受けるに必要な品性を備えないで後の雨を受け

損じてしまうであろう。

キリストは、我々の代わりに服従されたから、

キリストの恵みによって罪に勝利することは重

要でないと教える者は、後の雨を受け損じる最

上の方法を教えていることになる。

我々は、歌って踊って、いわゆる「聖霊」の

集まり、セレブレーション礼拝、カリスマ説教、

異言のプログラムに熱中して、聖霊が共におら

れると思い込む危険はないだろうか？「聖会の

ため悲しむ」( ゼパニヤ 3:18 欽定訳 )「廊と祭

壇との間で泣」く者 ( ヨエル 2:15) たちに聖霊

が表される時に、真の聖霊を認識し損なう危険

がないだろうか？      

教会の中で失われている魂、また教会に飛び

回っている反逆と背教のために重荷を負ってい

ないなら、神の民の罪のために嘆くことをしな

いなら、我々は後の雨にあずかることはできな

いであろう。教会の背教に心を痛め怒っている

人々のために祈ろう ｡

貴方の義務を怠ってはならない。ニコデモの

ような人がいるかもしれない。後の雨の時になっ

て多くの「祭司たち」が信仰に忠実に立つかも

しれない。あなたは、彼らのセレブレーション、

あるいはロックの音楽会に出席できないであろ

う。彼らの背教した礼拝や、キャンプ・ミーティ

ングに出席はしないであろう。しかし、あなた

は「廊と祭壇との間で泣」かなければならない。

「教会で行われている憎むべきことについて嘆き

悲し」まなければならない。さもなければ、自

らの魂を印されない危険に置くことになる。エ

ゼキエル 9:4 を注意深く読んで頂きたい。嘆き

悲しむべ者だけが印されることに留意してほし

い。

E.G. ホワイトはこの聖句について驚くべきこ

とを言っている :

｢信心のパン種は全く光の力を失ってはいな

い。教会の危機と沈下が最高の時、光に立って

いる小さな仲間たち（コンパニー）は地に行わ

れている憎むべき事柄に対して嘆き悲しむで

あろう。しかし、教会員が世の方法に従ってい

るので、彼らの祈りは特に教会のためにたち上

るであろう]5T209.

教会の中で教会員のために嘆き悲しむのであ

る。

｢特に教会の最後の働きにおいて、神のみ座の

前で傷のないものとして立つ144,000が印され

る時に彼らは神の民と自称している民の悪を

最も深く感じる｡これは殺す武器を手に持つ者

たちによってなされる最後の働きが預言者の

たとえ(エゼキエル9章)で強烈に描写されてい

る｡エルサレム(神の教会)で行われている悪を

嘆き悲しむ人々の額にしるしが与えられるの

である｡｣3T266-267

聖なる御言葉の歴史と移行
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あなたは、教会の罪を嘆いているか？　神

の教会に何か悪を見るときに、嘆き悲しむか？

それとも兄弟姉妹の落ちかかるのを見て喜ぶ

か？消極的と言われるかもしれない。しかし、

他のために嘆き悲しむ経験をしていないと、

後の雨を受け損じる準備をしているのである。

教会が教会指針の権威を高める時はいつで

も聖書の権威が自然に低められてくる。ロー

マ ･ カトリック教会は、神の言葉の代わりに

伝説に頼る習慣がある。彼らは、伝説を聖書

と同等の権威に置く ｡ しかし、実際は、聖書

の上に置いているのである。セブンスデー ･

アドベンチストにも神の言葉の代わりに人間

の規則の権威を高めるという危険があると思

われるか？確かにある。教会指針を決定と計

画の基準とするなら、我々は、聖霊の働きを

制限することになるのだ。徐々に教会指針を

教会の行政 ､ 運営の権威とすることによって、

徐々に聖書の権威を低めるようにし、気づか

ないうちに聖書の言葉を人間の考えや計画に

取り換えてしまうようになるのだ。

E.G. ホワイトは興味深いことを言っておら

れる：

「聖書の一文は人間の考えまた、議論の10

倍よりももっと価値がある」7T71｡

もう一度繰り返したい :「聖書の一文は人間

の考えまた、議論の 10 倍よりももっと価値が

ある」｡ちょっと考えていただきたい。あなた

にとって何が最も重要か？神の言葉か？それ

とも他の人が何を言っているかがもっと気に

なるか？あなたは聖書の原則に従いたいと望

んでいるか？それともまずは人間の教え、計

画に、また、誤り多い人間の考案にどう従う

かを最初に考えるか？神の言葉をその通りに

受け入れよう ｡ そして神の言葉に示されてい

る神の道にゆだねよう。もちろん、他を真理

に導くことにおいて、忠実な人々と協力すべ

きである。

イエスが地上におられる時、彼はしばしば、

ミシュナ ( ユダヤ人の口伝で , タルムードを

構成する ) を無視された。そしてご自分の言

葉でトーラー ( 聖書特にモーセの五書 ) をそ

の正しい位置に高められた。そうすることに

よって、人々が彼を認めることを助けるので

あった。それはラビや教会の指導者を怒らせ

ることになった。しかし、聖書を当然の権威

の位置に置くためにはそうしなければならな

かった。

｢キリストがお語りになった譬を通して、役

人たちに警告することと、よろこんで教えを

受ける民衆に教えることとが、キリストの目

的であった。しかしもっとはっきり語る必要

があった。言い伝えに対する尊敬と、堕落

した祭司制度に対する盲目的な信仰によっ

て、人々はとりこにされていた。そのような

鎖をキリストはたち切っておしまいにならね

ばならない。祭司たち、役人たち、パリサイ

人たちの性格をもっと十分にばくろしなけ

ればならない｣3希望62｡

我々もそうしなければならないと思わない

だろうか？教理と行動において誤りがあるの

を支持することはできない。それは悪いこと

である。もし、我々がイエスのように、それ

に対して声をあげるなら、イエスが取り扱わ

れたように、我々も取り扱われるであろう。

神の言葉に対する急激な反抗の連発に反対す

る者は、実際に同じことが起こる。イエスは、

彼に起こったことは、彼に従う者たちにもそ

うなるであろうと言われた。「わたしがあなた

がたに『僕はその主人にまさるものではない』

と言ったことを、おぼえていなさい。もし人々

がわたしを迫害したなら、あなたがたをも迫

害するであろう。また、もし彼らがわたしの

言葉を守っていたなら、あなたがたの言葉を

も守るであろう」（ヨハネ 15:20）。ルカ 6:22

も見ていただきたい。

キリストの時代には、ユダヤ教会が聖なる

御言葉の保管所であった。後にそうではなく

なるが、なおも真理を委託された教会であっ

た。….イエスは人々を悔い改めに導くために

教会の指導者たちに機会をお与えになってい

た。なおも、彼をメシアとして受け入れるよ

うに選ぶ機会を与えておられた。しかし、つ

いに彼らはキリストを拒むことによって彼ら

の運命を定める結果を招いた。そして神の聖

なる御言葉の保管所としての役割を取り除か

れることになった。彼らはもはや神の教会で

聖なる御言葉の歴史と移行
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はなくなった。

では、イスラエルから、それが取り除かれた

ら、神はどの教会を真理の保管所とされただろ

うか？誰か、個人にその御言葉をお与えになっ

ただろうか？　否。個人は神の真の教会の一部

である。また個人は真理の言葉に個人として応

答して神の勧告を実行したが、神はいつもご自

分の教会として御言葉を保管する団体を持って

おられた。それは、いつも少数の人々で構成さ

れていた。あるときには、2､3 人ということも

あった。「ふたりまたは三人が、わたしの名によっ

て集まっている所には、わたしもその中にいる

のである」ヨハネ 18:20｡ イエスは、ご自分の聖

なる御言葉を選ばれた新しい体—教会—保管所

に委託された。使徒行伝を読むと、彼はどのよ

うに、新しい教会を始められたかを読むことが

できる。

しかし、たとい、御言葉が新しい「教派」に

移されたとしても、使徒パウロ、ペテロまたそ

の他の者も背教し捨てられた教会に無関心では

なかった。彼らは、「そのまま放置しておけ、彼

らは偶像礼拝にくみしたのだから」とは言わな

かった。かえって彼らのために祈られたのであ

る。真理に彼らを勝ち取るためにその集会に出

た。なお組織にある者たちを無視しなかった。

彼らの魂のために大きな重荷を負った。パウロ

は、愛していたヘブルのクリスチャに書いた ｡

そしてある程度成功した。

 ある教会が拒否されると、必ず新しい教会が

興るのであった。聖なる御言葉を保管する新し

い保管所が必要となった。興味深いことに、神

が教会を変えられる時には、いつも教会から教

会へと聖なる御言葉を移された ｡ 新しい教派が

発展するためにはいくつかの重要な条件があっ

た。キリスト教会の初めころも、セブンスデー

･ アドベンチスト教会が始まるときもそうで

あった。今日の教会に何をしておられるかを理

解するためには、過去にどうされたかを見る必

要がある。

神が教会を変えられた時に、存在した条件を

歴史のある時期に見てみよう。例えば、暗黒時代。

ローマ ･ カトリックがこの地上の見える教会と

して支配権を持つにいたったとき、神の真の教

会は、｢ 荒野へ ｣ 逃げて隠れた。黙示録 12:13-

14 を見よう：

｢龍は、自分が地上に投げ落されたと知ると、

男子を産んだ女を追いかけた。しかし、女は自

分の場所である荒野に飛んで行くために、大

きなわしの二つの翼を与えられた。そしてそこ

でへびからのがれて、一年、二年、また、半年

の間、養われることになっていた｣。

ローマ ･ カトリック教会は、たとい彼らが神

の真の教会と公言しても、そんなことは決して

あり得なかった。神の教会は、ローマ・カトリッ

ク至上権時代には身を隠していた。またご自分

の聖なる御言葉を保管なさる神は、ローマ ･ カ

トリック教会を真理の保管所とすることを決し

てなさらなかった。それはワルデンセスや「ワ

ルデンセスの教会」として知られているその他

の信仰深いグループの人たちに保管されていた

のである。それゆえにプロテスタントは、教会

自体がカトリックからプロテスタントへと変化

したものとされることはできないのである。プ

ロテスタントは、聖書に従う忠実なカトリック

信者が彼女から出てきて、何年もの間荒野に隠

されてきた真の教会に連なった結果であった。

宗教改革は、世界に広がったローマ・カトリッ

ク教会の権力を砕き、宗教の自由をもたらす神

の計画の一部であった。さもなければローマ・

カトリックの支配下で幾百万もの人々が永遠に

失われてしまったであろう ｡

新しい教会が興るときの特徴
我々は新しく興る教会に確信を持ち、真理を

持つ教会を間違わないために、使徒時代の教会

において、神がどのように働かれたかを理解す

る必要がある。神はそれを明確にされたので、

混乱は生じなかった。事実、それは非常に明白

であったので、忠実な魂はそれを間違えたり、

困惑することはなかった。

第一の特徴

第一に、それは先の雨によって使徒たちに奇

跡の力が伴っていた。一日に何千もの人々が改

宗し、回心者は山火事のように広がっていった。

この明らかな奇跡の力なくしては、当時の人々

を古い教会から新しい教会へと確信をもって移

聖なる御言葉の歴史と移行
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行させはしなかったであろう。新しい教会とな

るために、そこに人々の関心を引き寄せるため

に、神は奇跡的力をお与えになった。使徒時代

にはいやしがなされ、語る舌が与えられ（あら

ゆる言語で）、幻、死人がよみがえらされること

さえもあった。これらの奇跡の現れは、この新

しく興った「教派」は神からのものであると、人々

を納得させた。

第二の特徴

第二に、保管所の変更に伴って、深い霊的献

身と、お互いの愛と、聖霊による改変された男

女が現れねばならなかった。ペンテコステの日

に何が起こったか覚えておられるだろうか。彼

らは一つ所に集まって皆で共に祈り、お互いに

対する過ちを告白しあい、互いに対する愛情も

深まっていった。そうしたときに聖霊の明らか

な霊的力が注がれた。すべての議論はわきへ置

かれた。すべての内部抗争やささいな妬みは明

け渡された。すべてのプライド、利己主義は捨

て去られた。そこには何一つとして兄弟間、姉

妹間で立ちはだかるものはなかった。神の聖霊

が御心のままに自由に支配することが出来た。

敬神深い、清められ真面目な人たちの特質を持っ

たこの運動は、真の心を持った人々の確信を得

ることができた。神は 12 使徒をこのような特質

を持つように訓練し、その基礎を築かれた。

第三の特徴

保管者が変わるための必要な第三の条件は、

神の御言葉の深い研究があった ｡ 初代教会にお

いて、メシヤに関する預言の意味をより理解す

るために、旧約聖書のキリストの働きと生涯の

研究がなされた。後の雨に備える今日の我々に

とって、このことはいかに重要なことであろ

う！我々はどれほどしばしば聖書の研究に時間

を取り、主の真理が個人的に示され、品性の完

成と後の雨に備えようとする主に懇願している

だろうか。私は真理を信じる我々の間でさえも

悲しいかな、このことに関しておろそかにされ

てはいないだろうかと恐れる者である。もし我々

が必要な準備をしないならば、後の雨に備えら

れることは決してないだろう。我々の周りにす

べて降ってきたとしても、そのことにさえも気

づかないであろう。私は、セブンスデー・アド

ベンチストへの信仰を告白する保守派について

言っているのである。我々はきっと聖霊を悪霊

の仕業だと思うであろう。ふたたび霊感の筆か

らの声明を聞いていただきたい。

「彼らの持っている光に従って生きる者たち

だけが、大きな光を受けるであろう。我々はク

リスチャンの徳を生き生きと表すことに、日ご

とに前進しなければ、後の雨が降っても聖霊

の現れに気づくことはないであろう。それは

我々の周りのすべての心に降るかもしれない

が、我々はそれを識別したり、あるいはそれを

受けることはないであろう。」TM507

個人的に深く聖書研究することは、保管所 (教

会 ) の変更において極めて重要である。それな

しには、新しい教会はその使命と任務のために

確かな根拠を持てないであろう。

第四の特徴

新しい教会が興る第四の必要な基準は、神の

真理の保管所としての教会が神に拒絶されるに

先立って、神の民の背教との長期にわたる対決

がある。神がご自分の民として彼らを最終的に

拒絶なさる前に、神はイスラエルに対して警告

するという段階をいくつか踏まれた。預言的警

告が頻繁に繰り返された。たとえば、カルメル

山のエリヤの対決があった。また、しばらくの

間捕虜となって、バビロンに引いて行かれ、つ

いにはローマの隷属となった。またキリストの

現れと使徒たちの驚くべき働きがあった。これ

らすべては、真理の保管所であったヘブルの教

会に対して立ち返って改革するようにとの神の

嘆願であった。

第五の特徴

神が教会を替えられ、神の真理の保管所とし

てキリスト教会を興されたとき、もう一つ重要

な特徴が示された。使徒時代までさかのぼるが、

その当時聖典は難解な旧約聖書のみであった。

モーセの五書に加えて、預言者や王たちによっ

て書かれた本があった。しかし新たな教会が興

されるとき、また聖書の大きな拡大があった ｡

聖なる御言葉の歴史と移行
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新しい環境のもとに、新しく誕生した教会が現

在の必要とやりがいのある仕事と向き合うため

に、預言的啓発と指導し激励する必要があった

ために、聖なる御言葉の追加があった。これは

新しい組織において正しい方向に彼らを向けさ

せ、神の真の人々の確信を大いに増大させるこ

とであろう。なぜそれは現存する霊感の書に加

えてそんなにも重要だったのであろうか。

使徒はすでに確立されていた旧約聖書の目標

として、キリストを指し示した。それは現存す

る神の言葉に対する彼らの忠誠の証拠となった。

しかし霊感のガイドなしには、独特の立場にあ

るこの新しい教会はつまずき、任務は明確では

なかったであろう。新しい保管所 ( 教会 ) に対

して信者が信頼できる、聖なる御言葉の追加が

与えられ、彼ら自身が真理に確立される助けと

なる錨が必要だった。使徒たちが諸教会に手紙

や福音を送ったとき、教会はそれらを神からの

教えとして保管し尊重した。なぜだろうか。使

徒たちは非常に明らかにはっきりと神の力に支

配されていたので、教会員たちはこれから直面

する試練の苦しい体験に備えて、彼らを強める

ために宛てられた、これらの手紙を神の霊感の

御言葉として受け取った。

新しい教派はこれらの聖なる御言葉が与えら

れてこなかったユダヤ教会から新しい教会を識

別する特殊性霊感の特別な勧告もまた必要だっ

た。後に迫害が起きたとき、これらの手紙は苦

難に遭い、生命を落さねばならない時の信仰の

錨となるのであった。これらの新しい聖なる御

言葉は、保護され、人生における神の目的と福

音の原則を理解する助けとなるために、安息日

ごとに教会で研究し読まれた。

ところで、ローマ・カトリックは、彼らの野

望的な計画を成し遂げるために聖なる御言葉を

曲げることによって支配権を取得した。真の教

会は荒野に逃げていかねばならず、その混ぜ物

なしの真理を持って荒野に隠れていた。

では、ミラーたちの再臨運動と SDA 教会の興

りを見ていきたいと思う。19 世紀に神は教会を

変更なさった。神はプロテスタント教会を離れ、

ご自分の真理を中心としたセブンスデー・アド

ベンチスト教会を御言葉の新しい保管所とな

さった。神はアナバプテスト(再洗礼派)、ピュー

リタン、ウェスレイやその他の者たち、またミ

ラー派の働きによって、プロテスタント教会の

背教と対抗させられた。そして多くの他の方法

で、彼らに光の中を雄々しく歩み、働きを前進

させる機会をお与えになった。しかし彼らは停

滞することを選び、前進した真理に進もうとは

しなかった。ついに、神は彼らをなすがままに

された。

そこで再び、新しく興った教会に人々が信頼

を置けるようにとの特徴を神は与えて発展させ

た。そこには聖霊の大いなる顕示があった。ま

るで使徒時代のように、説教には力があり、癒

しが行われ、預言的幻とその他にも、神がこの

運動の背後におられるという、明らかな証拠が

あった。再びこの運動を指導する男女の霊的巨

人たちが現れた。彼らはお互いに自分たちの間

違いを認め、議論と不一致を放棄した。彼らは

魂のための真面目な愛情を持っていた。彼らは

共に近づき合ったので、神はこの運動を指揮な

さり、ご自分の御目にふさわしい者として彼ら

をお用いになることができた。そこには深くま

じめな御言葉の研究があった。

初代教会において、強調された事柄は、キリ

ストの初臨に関する預言の成就であった。ミラー

たちの場合はキリストの再臨に関する預言的成

就が強調された。これらの男女は聖書を深く学

ぶ生徒であり、彼らの霊的経験には円熟さが現

れていた。彼らは自分たちがどこに立っている

かを知っており、聖書によってそれを立証した。

我々は、聖句から自分が残りの民の一部であ

ると証明できるだろうか。聖書から、どのよう

に自分の教会が真理をもっているか、そしてそ

の他の教会が残りの民を構成するのではなく、

また彼らは現代の真理を持っていないというこ

とを示すことができるだろうか。ついに、再臨

聖なる御言葉の歴史と移行
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運動は神からのものであったという揺るがない

確信に至った。再び真理の聖なる御言葉の追加

があった。神の恵みにより、主はエレン・ホワ

イトを立てられ、この新しい教派の必要と時代

に合った、預言的洞察と霊感の指導を提供され

た。それは他のすべての教会と区別される特徴

が与えられ、真理の保管所とされた。

それ以上にどんな良い贈り物を天は与えるこ

とができたであろうか。エレン・ホワイトの書

き物は聖なる御言葉の拡大であり、忠実な者を

導き、教え、啓発してくれる、すばらしい源が

提供されたのであった。

エレン・ホワイトの勧告を拒絶することに

よって、我々の間の自由主義派 ( リベラル派 )

は、つまるところ、神の聖なる御言葉の保管所

であるセブンスデー・アドベンチストが何のた

めに立てられたかという理由の一つを拒否して

いるのである。だからこそなんとしばしば、こ

れらの者たちは、預言の霊を拒絶し、最後には

この使命から去っていくのである。天はどれほ

どの大きなエネルギーと源泉がご自分の教会に

投入されたか。預言の霊を拒絶することについ

て、神はどのように感じられるかを、想像する

ことができるだろうか。何という悲劇であろう。

過去において神は教会を変えてこられるたびに、

新しい教会に注意が引き寄せられ、それに対す

る信頼が確立されるために、顕著な特徴を与え

られた。

神は後の雨の前に、イエスの再臨の前にもう

一つの教会を興されるであろうか。もし神がそ

うされるならば、神は何らかの方法で新しい教

会組織を忠実な者たちが確信を持てる特徴を示

されるであろうか。神はお互いの魂のための真

剣な愛を持った男女によって、それを興される

であろう。聖書を深く学ぶ生徒が出現するであ

ろう。神は明らかな超自然的出来事によって新

しい教派を興されるであろう。この運動は、そ

の源が神であるという明らかな証拠を持つので、

識別するのにいかなる混乱も起こらないであろ

う。奇跡、幻、いやし、そしてそのほかの奇跡

の形態で介入することはないであろうか。もち

ろん、その時の特別な必要に対応した、新しい

教会組織の洞察と勧告、霊感の勧告の拡張、聖

なる御言葉、ガイドという最も重要なものがあ

るであろう。

過去の ｢ 新しい教派 ｣( 新しい真理の保管所 )

を拒否し、自分たちの古い宗教に固執しよとす

る者は、神の御霊の障害となる二つのものを克

服しなければならない。

第一に彼らは、明らかな聖書研究に基づく現

代の真理を拒否しなければならない。第二に明

らかな聖霊の顕現を偽のものとして拒否しなけ

ればならない。

今日もなおそのようなことをして、セブンス

デー ･ アドベンチストの人々に託された神の真

理の言葉を拒否する者がいるだろうか？私はあ

るとき、アドベンチストの大学の指導者の集ま

りに出席したことがある。そこでの話し合いに

びっくりした。彼らはセブンスデー ･ アドベン

チストが聖書預言の残りの民と考えていること

をあざ笑っていたのである。なんと悲惨な事か！

我々の大学生たちは、今や彼らの属する教会は、

残りの教会ではないと学んでいるのは真実だろ

うか？我々は民としてのアイデンティティー(特

殊性 ) を見失ってしまったのだろうか？このエ

キュメニカル ( 教会一致運動 ) の時代で、我々

の働きを見失っているのだろうか？ある指導者

たちは、セブンスデー ･ アドベンチストが真理

を持っているという考えをあざ笑っていた ｡

私は、神は教会を変えておいでになるという

証拠なしにまたもや教会を変えてしまったとあ

る者たちが主張しているのを見て困惑する。も

し、神が教会を変えたなら、聖なる御言葉の保

管所となったのはどこだろうか？神はどこか他

にそれを委託されなければならない。ある個人

にそれを与えるはずがない。ご自身の体である

教会を通してなさるという神の計画に沿わない

ことになる。ある人たちは、独立教会が聖なる

御言葉の保管所とでも言おうとしているのだろ

うか？もしそうであるなら、どこに今まで聖な

る御言葉の保管所を変えられる時に現された超

自然的な力の証拠があるだろうか？どこに権力

や内部抗争に巻き込まれない献身した男女がい

るだろうか？　神は SDA 教団組織にいつも悔い

改めて立ち返る機会を与えてこられたというこ

とをどうして知ることができるだろうか？神は

教会を変えられたと主張するなら、彼らのどこ

に新しい教派としての証拠となるような預言の

賜物を持って、直接神とのコミュニケーション

をした証拠があるだろうか？そして新しい教派

聖なる御言葉の歴史と移行
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が興される時に見られる聖なる天からの御言葉

の追加が見られるだろうか？　神がもう教会を

新しく変えられたと言って人々を説得させよう

とする代わりに、眠れる SDA に迫りくる危機に

覚醒するように助ける働きにその同じ時間を費

やした方が賢いと思わないだろうか？セブンス

デー ･ アドベンチスト教会から彼らに保管所が

変えられたと主張する者たちは、以前に新しい

教会に変えられるときと同じ特徴を実演する大

きな責任がある。

では、この SDA という組織はどうなるのであ

ろうか？詳しいことは、御言葉に明瞭にされて

いないが、一つ確かなことがある。神は忠実な

者たちに憐れみ深い関心を持っておいでになり、

指導と慰めのないままに放っておかれることは

ない。SDA の組織はどうなるのだということを

推測はしないが、劇的な変化、神の計画と働き

に調和する変化がやってくるのは確かである。

ある時期が来ると、もう組織は機能しないであ

ろう。しかし、神が与えた光に真実に、熱心に

歩んでいる者たちによってのみご自分の働きを

完成なさるということもまた同じく確かである。

神は真理を妥協させない指導者を興されるであ

ろう。エレミヤ 23:4 には、背教した指導者のこ

とに言及した後でこのように言われている :「わ

たしはこれを養う牧者をその上に立てる、彼ら

は再び恐れることなく、またおののくことなく、

いなくなることもないと、主は言われる」と。

何と素晴らしい約束であろう。我々の教会の指

導者の多くの者が最後の危機の時にそのような

備えができているとお思いだろうか？責任ある

地位にある人々のどれくらいの者が初代の使徒

たちのように準備をしていると思うだろうか？

それとも彼らは、盲人が盲人を導く指導者、学者、

パリサイ人のようであろうか？罪に勝利する者

はどれくらいいるだろうか？どれくらい不和を

捨て、世俗に背を向けているだろうか？　SDA

でない教育機関の博士号にあこがれる代わりに、

聖書の真理を熟知することを求める者たちがど

れくらいいるであろうか？彼らは、セレブレー

ション礼拝、ロック音楽、安息日に対する不敬、

罪に勝利を与えない福音を奨励している。しか

し、神は、舞台裏で御業を完成する質のいい指

導者となるべき世代を準備しておられる。聖書

の人、真理に通じている者、祭壇から取り出さ

れた火で温かい心を持つ者たちを備えておいで

になる。キリストに内なる魂を清めていただき、

義に飢え渇き、教会でなされている悪に対して

嘆き悲しむ者たちが用いられるのである。彼ら

は今は指導者の立場にいないかもしれない。彼

らは博士号を持っていないかもしれない。しか

し、聖霊の支配下にあるのである。

｢第三天使の使命も、このようにして宣布され

る。それが非常な力で伝えられる時が来るな

らば、主は謙遜な器を通して働かれ、主の奉

仕に献身した人々 の心を導かれる。働き人は、

学歴ではなくて、聖霊を注がれることによっ

て資格を与えられる。信仰と祈りの人は、聖

なる熱意に燃えて出て行き、神から与えられ

る言葉を宣言せざるをえなくなる。バビロン

の罪は暴露される。教会の法令を政権によっ

て強制することの恐るべき結果、心霊術の侵

入、法王権のひそかではあるが急速な発展な

どが、みな暴露される｣　大争闘下376｡

御業を完成するのは、学歴を持っている人々

ではないということに留意されたい。それは、

真理の経験を持つものであり、キリストの学校

で訓練を受けた者たちである。経験的知識を持

つことがどんなに重要であろう。どうして神の

方法と聖なる御言葉から現代の真理を教えない

学校に青年たちを送るこができるであろうか。

なぜ、あまりにも多くのアドベンチストの青

年たちが神の働きにたずさわっていないのだろ

うか？名前だけがアドベンチストになっている

学校に彼らを送って懐疑主義者となり、重要な

真理に関して経験を与えないからなのだろう

か？我々の大学は、来たるべき危機に教会を備

えさせる使命を与えているだろうか。教会の中

で嘆き悲しむ者たちに加わろう。「廊と祭壇との

間で泣」く者に加わろう。他の者たちの危険を

警告するためにできるだけのことをしよう。神

ご自身がたづなを取って、義をもってすみやか

にご自身の働きを完成してくださるように懇願

しよう。たとい教団組織から外されても、家の

教会、自給教会として賢く運営する方法がある。

また SDA 教団組織はバビロンとなったと言って

自給教会を正当づける必要もない。最も大事な

ことは、組織体制が崩れ、機能しなくなる時、

霊的に成熟し、神が危機の時に用いられるよう

準備することである。真理を掲げ、背教に抵抗

するためにできるだけのことをしようではない

か！

聖なる御言葉の歴史と移行
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2010年　秋のセミナーより

ケロッグ博士の歴史「背教のアルファ」

過去の歴史における教訓

初めに歴代志下 20 章の 22 節を見てみたい。皆

さんはヨシャパテ王の物語を覚えているだろうか。

歴代志下 20 章に書かれている話である。外国から

大軍が押し寄せてきて、イスラエルを攻めようと

して来ていた。

ヨシャパテ王は敬神深い人物であり、その危機

的状況の時に神に助けを求めた。神は預言者をヨ

シャパテのもとにつかわして、彼を励ました。15

節で預言者はこのように言った。「恐れてはいけま

せん。これはあなたがたの戦いではなく、主の戦

いだからである。」

勇気を得たヨシャパテ王は朝、人々に次のよう

な言葉を語った。20 節の後半に有名な言葉がある。

「あなたがたの神、主を信じなさい。そうすればあ

なたがたは堅く立つことができる。主の預言者を

信じなさい。そうすればあなたがたは成功するで

しょう。」21 節を見ると、歌を歌う人たちを定めて、

「主に向かって歌をうたい、かつさんびさせ、『主

に感謝せよ、そのいつくしみはとこしえに絶える

ことがない』と言わせた」とある。22 節を見ると、

「彼らが歌をうたい、さんびし始めた時、主は伏兵

を設け、かのユダに攻めてきたアンモン、モアブ、

セイル山の人々に向かわせられたので、彼らは打

ち敗られた」とある。

このように、私たちの人生に直面しているあり

とあらゆる敵を、私たちが賛美するときに神が、

打ち破ってくださることを願うものである。

ここで、セブンスデー・アドベンチストの初期

の歴史から、共に学んでいきたいと思う。スペイ

ンの有名な哲学者が「歴史から学ぶことをしない

人は歴史を繰り返すことが運命づけられている」

と言っている。ホワイト夫人もこれと似たような

ことを言われた。「主がこれまで私たちを導かれた

ことと、過去の歴史における主の与えてくださっ

た教訓を忘れない限り、私たちは将来について恐

れることは何もない」と。

アドベンチストの初期頃に、我々の教会、特に

医事伝道の分野に入り込んできた致命的な教え、

異端について少し学んでいきたいと思う。ホワイ

ト夫人はこれを指して「背教のアルファ」と言っ

た。「私たちの前に今背教のアルファがやって来て

いる。オメガの危険もさらに続くであろう。オメ

ガが驚くべき性質のものとしてやってくるであろ

う」と。これは 1904 年にホワイト夫人が言われた

言葉である。

ケロッグ医師

この時代の歴史の背景をま

ず見ていきたいと思うが、右

の写真はジョン・ハービー・

ケロッグという医者である。

アメリカでケロッグという名

前を出したら、誰もが知って

いる。ただしこの人物ではなく、「ケロッグ」とい

うコーンフレークやシリアルの会社の名前である

が。ケロッグ医師の弟であるジョン・ウィリアム・

ケロッグがそのシリアルの会社を設立した。一方、

ケロッグ医師はアドベンチスト初期頃の著名なセ

ブンスデーの医者であった。彼はバトルクリーク・

サニタリアムという医療施設を経営していた。そ

れはアメリカのミシガン州にあって、世界的に有

名な施設であった。ケロッグ医師は当時、セブン

スデー・アドベンチスト教会全体の医事伝道の働

Seminar

金城 マーク N.D.自然療法医

　   ケロッグ博士の歴史「背教のアルファ」　 
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きを取り仕切っているような立場の人であった。

最初、セブンスデー・アドベンチスト教会にお

ける健康事業の始まりはきわめて単純なもので

あった。下はセブンスデー・アドベンチスト教会

が経営していた初期の診療所、サニタリアムであ

る。一般の自宅を改装してサニタリアムに作り替

えたものであった。このような状態で 1866 年から

1877 年までサニタリアムは運営されていた。そこ

では単純なプログラムが行われていた。しかしそ

こでなされていた教えは、当時一般にみられてい

た医療の方法とはかなり違うものであった。

当時の医療知識

当時、一般に行われていた医

療とはどのようなものであった

かを見てみよう。当時人気が

あった、家庭でできる治療薬が

あった。歯が痛いときによく使われていたドロッ

プ、キャンディーのようなもので、その主な材料

はコカインという物質であった。それは今日、非

常に危険視されている麻薬の一つである。確かに、

これを口に入れると歯の痛みはなくなるが、極め

て中毒性の強い薬物であった。

当時、一般に行われて

いた別の治療法には、ぜ

んそくなど気管支の病気

のために使われていた蒸

発性の薬があったが、当

時の薬には多くのアル

コール分が含まれていた。またその中にはアヘン

も含まれていた。確かに、こういったものを使う

と咳はおさまり、気分もよくなる。しかし、これ

も極めて中毒性の強い薬物なのである。裏に書か

れている服用方法には、大人は一日に小さじ一杯

と書かれている。覚えていてほしい。これにはア

ルコール分、アヘン

まで入っているのであ

る。そして生後五日し

かたっていない乳児に

は、五滴だけ与えるよ

うにと書いてある。生まれたばかりの赤ん坊にも、

このような薬が使われていたことが分かる。当時、

子供の歯が生え始めるときの様々な症状に使われ

ていた薬があるが、これも痛みなどを抑える薬で

あり、アヘンが入っていた。今日、麻薬として見

なされている薬物の多くが、当時は子供用の薬の

なかに含まれていた。

アメリカ合衆国の初代大統領は、ご存じのとおり

ジョージ・ワシントンという人であった。彼は背

が高く、頑丈な人であった。彼は政界から引退し

た後に、広い農場を経営した。毎日彼の農場では

奴隷たちが働いていたが、彼は毎日農場に出て行っ

て、ちゃんと仕事がなされているか監督していた。

そして冬のある日、農場を見に行ったとき、嵐に

見舞われた。雪がたくさん降ってきて、冷たい雪

にさらされて体中びしょびしょになって、寒い思

いをして家に戻ってきた。生涯ほとんど病気にか

かったことのなかった人だったので、たいしたこ

とないだろうと、さほど気にも留めなかった。翌日、

彼はまた外に出て、更なる仕事に従事した。ところ

が夕方頃、のどの調子がおかしくなってきて呼吸

困難を覚えた。医者を呼ばせたが、近くにいなかっ

たので、医者が駆けつける前に、助手に命じて血

を抜かせた。当時、血を抜く治療が一般に広く行

われていて、

たとえば熱が

出ると、頭に

うっ血がある

から血を抜き

ま し ょ う と

いって、体の

血を抜いてい

たのである。

ワシントンの助手はちょっと傷をつけて、腕から

血を抜いたのであるが、「これじゃ足りん。もっと

大きく傷をつけろ」といってたくさん血を抜かせ

たそうだ。そして二人の医者が駆け付けて、「血を

抜いてますね。良い処方です」と言ったそうであ

る。それから医者がさらに血を抜く作業にかかっ

た。またほかにもいろんな治療を施したけれど、

効果がない。呼吸困難を覚えていたので、カブト

ムシのような虫をつぶしたものを湿布にしてのど
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にあてた。それをあてると炎症が起こって皮膚の

ところが赤くなるそうである。当時はそのような

治療がなされていた。当然、うまくいかなかった。

さらに年の若い医者が呼ばれて、呼吸困難があっ

たので、気管切開をすべきだと言ったそうである。

しかし年配の医者は「それは過激な方法だからや

めなさい」と反対した。気管切開は過激な方法だ

からやめなさいと言いながら、二人で血を抜く作

業をやり続けたそうである。そしてとうとう、ワ

シントンの体から半分くらいの量の血液を抜いて

しまったそうだ。今日誰もが、彼がその時亡くなっ

た原因は、病気によってではなく、治療によって

殺されたということが分かる。「まぁそれは 100 年、

150 年前のことだから」というわけである。

しかし、現在はどうで

あろうか。1960 年代にア

メリカでこのような広告

が出回っていた。ある煙

草を医者たちが推薦して

いるという宣伝であった。

50 年代 60 年代ではよくそ

ういうことが行われてい

た。アドベンチスト教会

の初期頃、ある先駆者の

一人が肺の病気にかかった時に、当時の医者がそ

の肺の治療法として、煙草を吸うように勧めたそ

うだ。だから当時は、セブンスデー・アドベンチ

スト教会の人たちであっても、この健康に関して、

医学に関しての知識はかなり乏しかったというこ

とが言える。その頃神は、セブンスデー・アドベ

ンチスト教会に健康のメッセージ、その光をお与

えになった。イザヤ 60章の 1節から読んでみたい。

「起きよ、光を放て。あなたの光が臨み、主の栄光

があなたの上にのぼったから。（2 節） 見よ、暗き

は地をおおい、やみはもろもろの民をおおう。し

かし、あなたの上には主が朝日のごとくのぼられ、

主の栄光があなたの上にあらわれる。（3 節） もろ

もろの国は、あなたの光に来、もろもろの王は、

のぼるあなたの輝きに来る。」

セブンスデー・アドベンチストの　　
　　　　　　健康改革メッセージ

当時セブンスデー・アドベンチスト教会の健康

事業において、ここで描写されているようなこと

が文字通り起こった。当時の医療、医学界の暗闇

に覆われた状態にあって、神は健康改革メッセー

ジという、輝かしい光をセブンスデー・アドベン

チスト教会にエレン・Ｇ・ホワイトを通してお与

えになった。1863 年に、神は初めてホワイト夫人

に健康改革の幻をお与えになった。さらにジョン・

ハービー・ケロッグという人物が現れ、初期のア

ドベンチスト教会において医事伝道の事業をけん

引した。彼がまだ若かった頃、彼の実家はホワイ

ト夫妻の家の近くにあった。その頃、ジェームス・

ホワイトの出版事業をよく手伝ったことがあった。

そしてジェームスとエレン・ホワイト夫妻は、こ

の青年が勤勉に働く、将来有望な若者であると感

じた。

ホワイト夫妻は、彼に医者になるように勧めた。

ホワイト夫妻は彼の学費も援助して、医学校を卒業

できるように手伝ってあげた。医学校を卒業して

からバトルクリークに戻ってきたケロッグは、セ

ブンスデー・アドベンチスト教会の医事伝道事業

の指導者の一人になるように任命された。彼はエ

ネルギーにあふれる知識に富んだ人物だったので、

サニタリアムはどんどん成長していった。間もな

くミシガン州、米国全土において、このバトルク

リーク・サニタリアムの名が知れわたるようになっ

ていった。そしてバトルクリークを通して神の光

がありとあらゆる場所に輝いていた。当時、数人

の歴代大統領もバトルクリーク・サニタリアムを

訪れて治療を受けたことがあった。アメリカ中の

有名人もそこに足を運び、さらにヨーロッパの貴

族階級もどんどん

アメリカにやって

来て、このバトル

クリーク・サニタ

リアムで治療を受

けた。

こ の ジ ョ ン・

ハービー・ケロッ

グという人物につ

いて、手短に語る

のは非常に困難で

あるが、彼はたぐ

いまれな人物で

あったといえる。

それは、彼が秘書と一緒に仕事をしている写真で

ある。この頃も、彼は精力的にたくさんの人たち

と手紙でやり取りをしていた。毎日 25 人に宛てて

手紙を書いていたそうだ。それは単なる手短な 1

ページくらいのものではなくて、それぞれが小冊

子くらいの厚さの手紙であった。自分で書いたわ
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けではなかったが、同時に 7 人から 8 人もの秘書

を使って、忙しくこれらの手紙を書かせた。まず、

一人の秘書に手紙の内容を口頭で伝える。そして

これを書いている人が少し遅れ気味になってくる

と、次の秘書のところに行って、さらに別の手紙

を口頭で伝える。そうやって 7、8 人の秘書に同時

に 7、8 種類の手紙を書かせるという離れ業をやっ

てのけた。再び最初の秘書のところに戻ってくる

と、「どこまで書いたっけ？」と聞くまでもなく、

中断した箇所を正確に覚えていて、その続きをま

た口頭で伝えたそうである。

彼は、自分が教えていることを自ら実践してい

る人であった。彼は毎日、運動のために自宅から

サニタリアムまで自転車で通っていた。通勤中も、

彼は一時の時間も無駄にしなかった。毎日自転車

で通勤しているときに、秘書をつけて、その秘書

は走りながら彼についていった。そして秘書にそ

の日一日の予定を口頭で伝える。秘書は、走りな

がら彼の言ったこ

とを書き留めねば

ならなかった。本

当に、一時も無駄

にしない人であっ

た。

毎日夕方の時間

に、彼はサニタ

リアムで講義をし

た。サニタリアム

利用者たちの間

で、もっとも人気

のある時間だっ

た。講義を終える

と、決まって質疑

応答の時間を設け

た。これだけの人

であるから、敵も

いる。彼の働きを

つぶそうと企んで

いる連中がサニタ

リアムに忍び込

んできていて、利用者に交じって質問の時間に彼

が答えられないような難しい質問をぶつけたこと

があった。しかしどんな難しい科学的な質問でも、

専門的な医学的な質問でも、ケロッグ医師が答え

られない質問はなかったというのである。

さらに彼は国のあちらこちらに電車で出かけて

行った。汽車に乗っている間は、執筆活動に没頭

するのだが、今まで自分が学んだ医学書とか科学

書の内容を全部覚えていて、それらの文献を参照

しなくても、一度吸収した情報を正確に書き記す

ことが出来たそうである。驚くべき才能にあふれ

た人物であった。

彼はまた好奇

心が人一倍強く、

いろんなものを

発明した。もっと

も有名なものが

コーンフレーク

である。彼は医学

生のころから、あ

まり時間をかけ

ないで簡単に栄

養を補給できる

食品を作れない

だろうかと考え

ていた。彼のサニ

タリアムではそ

ういった実験を

行う厨房もあっ

て、彼は弟と一緒

に様々な食品を作

るための実験を

行っていた。グラ

ノーラ、コーンフ

レーク、ピーナッ

ツバターなどの食

品が発明された。

彼は太っ腹な人物で、コーンフレークなどを発

明しても、特許を取ろうとしなかった。弟の方が

「特許取らないとほかの人が作って売り出してしま

うよ」と兄に訴えた。言われた兄は「それはいい

ことじゃないか！いいものがひろがるわけだから」

と答えるのだった。そのサニタリアム利用者の一

人に、Ｃ．Ｗ．ポストという人がいて、そこで彼

はシリアルの作り方を学び、今日でも有名なシリ

アル会社を設立した。弟のウィリアムも自分でコー

ンフレークの会社

を設立し、今日よ

く知られている。

ケロッグ博士に

は実子がいなかっ

た。しかし彼は非

常に大きな家に住

んでいて、たくさ
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んの子供を養子にして育てたそうである。

ある時、光線治療に興味を持った彼は、それを

サニタリアムで取

り入れた。ミシガ

ン州は北国なの

で、冬場の日光が

不足しがちであっ

た。証の書を読ん

で、日光が健康に

どれほど重要であ

るかを知り、この

足りない日光の栄

養を補うためにさ

まざまな実験を行

い、どの光が一番

日光の代わりにな

るだろうかと試行

錯誤した。当時

の医学界におい

て、彼の医療は世のそれと比べてはるかに先を行っ

ていた。初期のころ、彼はそういった業績のすべ

ての栄光を神に帰した。彼は別の医者との会話の

中で、「どうして今アメリカにおいてこのバトルク

リーク・サニタリアムが一般の施設よりも 5 年以

上も先に進んでいると評されている理由を知って

いるか ?」と尋ねた。「それはなぜかというと、い

ろんなアイデアが浮かんで新しい方法が見出され

る度に、私はすぐに聖書と証の書に戻って、それ

が御言葉にかなったものかどうか確かめるんだよ。

そしてもし聖書と証の書の原則に矛盾しないもの

であれば、さらに研究を進め、問題がなければす

ぐに自分の治療に取り入れるんだ。そして御言葉

の原則にそぐわないものを見つけたら、たといそ

れが些細なものであっても、私はすぐにそれを排

除するんだ」と言った。他の医者たちがどうした

らいいか、これはいいものだろうか、そうでない

かと考えている間に、彼はすぐに御言葉に尋ねて、

どんどん前に進んでいくことが出来たわけである。

タイタニック号という有名な船があったが、こ

れはその船に設

けられていた運

動室の写真であ

る。ここに見られ

る運動器具の多

くが、ケロッグに

よって発明され

たものだった。

音楽を使って

運動する、たと

えば日本ではラ

ジオ体操が有名

だが、音楽を使っ

て体操するのを

始 め た の も ケ

ロッグだった。

彼は、非常に優秀な外科医でもあった。ちょっ

と見にくいかもしれないが、彼が 75 歳の誕生日に

行った手術の様子である。彼が卓越した技術をもっ

ていたということは、広く知れ渡っていた。そのこ

とについてホワイト夫人が述べている個所がある。

「神が天使をあなたのそばに送って、やるべきこと

を指導してくれています。天使の手があなたの手

に置かれています。そしてあなたではなくイエス

があなたの道具をどのように動かすべきかを教え

てくださっています」と。別の個所でホワイト夫

人は次のように言っている。「重大な手術を行って

いるとき、あなたが神に助けを求めたときに、天

使があなたのそばに立ち、彼の手が手術を執刀し

ているあなたの

手の上に置かれ

ているのが見え

ました。そして

この手術を見て

い た 人 た ち は、

あまりにも正確

に手が動いて執

刀しているのに

驚いた。」

メイヨー・クリ

ニックというア

メリカで有名な施

設があるが、メイ

ヨーという二人の

兄弟によって設立

されたクリニック

であった。彼らは

当時、世界的に有

名な人たちだっ

た。ある日、この

二人のうちの一人

のもとに患者が

やって来て、メイ

ヨー医師がいろん

な診察をした。その患者のおなかの方に手術の跡
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がみられた。「あぁ、これはケロッグ先生が執刀さ

れた手術でしょう」と言った。患者は非常に驚い

た。その手術についてはまだ何も話していなかっ

たからだ。「どうしてそれがわかったのですか？」

「手術の跡が非常に細かく、正確になされていると

いうのが手術の跡をみたらわかる。あたかもケロッ

グ先生が自分のサインを書いたかのようにみえま

すよ」と答えた。ジョン・ホプキンス病院というの

もまた有名で、この病院の有名なお医者さんがあ

る日、バトルクリーク・サニタリアムをおとずれた。

そのときに、ケロッグ医師がいくつかの手術を同

時に行っているのを見た。大体 6 時間くらいでい

くつかの手術を終えたそうだが、それを見た後で、

ホプキンズ病院の医者が「生まれてこのかた、こ

んなに驚くべきことは見たことがない」と言った。

神の祝福を受けたこのバトルクリーク・サニタリ

アムの華々しい繁栄を見たのである。

証の書に対する疑い

しかし、すべてがうまくいったわけではなかっ

た。1800 年代の終わり頃、そして 1900 年代初期頃

に、ジョン・ハービー・ケロッグと教会の関係が

おかしくなっていった。そしてその頃、ケロッグ

医師は証の書の信憑性について疑問を抱くように

なっていった。当時世界総会の総理であったG.I.バ

トラーという人が、興味深いことを述べている。「ほ

とんどすべての人は証の書が彼らの考えに沿って

いるときには、証の書に好意的になり、強く支持

する。ところが証の書に自分たちの行為、生活を

けん責するような言葉があると、多くの人たちは

証の書に対して疑問を抱くようになる。」これは大

事な点である。もちろん証の書に書かれているこ

とに同意できる人は、証の書を信じることが出来

る。しかし自分自身の生活の欠点とかを示された

り、けん責されたりしたら、多くの人が「ホワイ

ト夫人は本当に預言者だったのだろうか」と疑問

を持つようになるというのだ。そういった疑いに

至るように、私たちも誘惑されることがあるので

はないだろうか。

後にケロッグ医師は次のような証をしている。ホ

ワイト夫人の息子である W.C. ホワイトに向かって

次のようなことを言った。「あなたの母上の教えに

対する私の信仰は、何に基づいているかというと、

彼女が基礎的な原則において正しいことを教えて

いるからであって、それは彼女が超自然的な性質

で光を与えているからではない。」私が彼女を受け

入れていたのは、神が不思議な超自然的な方法で、

彼女に幻や夢を与えたからではなく、彼女が正し

いことを教えていたからなのだ、と。彼がそうい

う立場をとっているということが、どんどん明ら

かとなっていった。

何年も後にホワイト夫人は、「バトルクリーク・

サニタリアムは、大きくなりすぎました」と訴えた。

ホワイト夫人は「多くの都市において、小さなサニ

タリアム、診療所をつくりなさい」と勧告していた。

さらに、このようなことも語っていた。「一人の人

物が、医事伝道の働き全体を牛耳ってはならない」

と。そして当時、セブンスデー・アドベンチスト

教会の医事伝道事業全体を牛耳ろうとケロッグは

望んでいた。その結果、ケロッグ医師と教会、ケロッ

グ医師とホワイト夫人の間で様々な問題が起こっ

ていった。

そしてついに、1902 年の

2月 18 日にバトルクリーク・

サニタリアムは火事で焼け

落ちた。幸いなことに、そ

の火事による死傷者は出な

かった。医師や看護士たち

が建物の中にいた患者全員

を外に連れ出した。ところ

が、医師と看護士が協力し

てすべての患者を建物から外に連れだしたのだが、

患者の中に、いつも自分のカバンの中に財産を入

れて持ち歩く人がいた。全員が救出されて、建物

の外に出された後、彼はこっそり建物の中に入っ

て行った。おそらく自分の財産を取りに戻ったの

であろう。彼だけがこの火事で帰らぬ人となった。

ケロッグ医師

は、アメリカの西

海岸の方から汽車

でバトルクリーク

に戻っていく途中

で、この火事につ

いての知らせを聞

いた。彼はすぐに

紙とペンを用意

させ、テーブルの上で新しいサニタリアムの図面

を描き始めた。ホワイト夫人も当時の世界総会も、

新しいサニタリアムを小さいものにするようにと

訴えた。ケロッグは「あぁ、わかってます、かわっ

てます」と答えたものの、新しいサニタリアムの

青写真は彼自身が持っていて、他の誰にも見せて

いなかった。そしてサニタリアムが焼け落ちてか
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ら、三か月後の 5 月に、新しいサニ

タリアムの起工式が行われた。

新しいサニタリアム

この式典に参列した世界総会の代

表者は、そこで焼け落ちたサニタリ

アムよりもさらに大きなサニタリ

アムが建設されようとしていると

いうことを知り、愕然とした。当然、

この新しいサニタリアムに費やさ

れる費用は多額なものであった。

6000 坪ぐらいの広さの大理石が敷

かれた。建築の監督は特別にイタリ

アから招かれた。そしてニューヨー

クの有名なデザイナーによってサ

ニタリアムで使われる家具や調度

品がつくられた。出来上がった時

に、ミシガン州で最も美しい建物

だと評されたほどだった。1929 年

にそのサニタリアムが増築された。

大きな塔が新たにつくられた。そ

してまたもイタリアから大きな大

理石が輸入された。ヨーロッパか

ら水晶のシャンデリアが輸入され

た。これが新しいサニタリアムの

食堂風景であるが、この食堂の中

に大理石の噴水があったそうであ

る。この噴水も、ヨーロッパから

輸入されたものであった。この新

しいサニタリアムは、以前とは全

く違ったものであったが。健康の

原則を確かにいくつか実践してい

たが、屋外で運動するという健康

の法則にかなった方法が、別の方

法に変えられた。運動の時間がダ

ンスパーティーのような風景に変

わっていった。ホワイト夫人によ

ると、「病気の患者さんを外に連れ

て行って、新鮮な空気にさらしな

さい。それ自体が効果があるので

ある」と語っていた。その教えを

曲解して、ヨーロッパのリゾート

施設のようなものを作った。さら

に裕福な人が利用者として入って

きた。「屋外で運動するように、そ

して実用的な仕事に携わり、そう

いった方法で運動するように」とホ

ワイト夫人は勧めた。しかしそれよ

りも多くのスポーツがここで行われ

るようになった。ある患者にビリ

ヤード室も作ってくれませんかと頼

まれると、その要求にもこたえ、あ

りとあらゆる妥協に妥協を重ねた。

バトルクリーク・サニタリアム

の「メンズクラブ」なるものが結成

された。これはバトルクリーク・サ

ニタリアムの働き人たちで組織され

たクラブだったそうだが、最初この

写真を見たとき、フリーメイソン

か KKK の集まりかと思ったほどであ

る。このサニタリアムの中で、1900

年代になってから、いろんな奇妙

なことが行われるようになっていっ

た。ホワイト夫人はこの頃ずっとケ

ロッグ医師に働きかけ訴え続けた。

息子のように思っていたので、彼に

たくさんの手紙を書いた。「あなた

のことで私は心を悩ましています。

あなたは自分の奇妙な道を自分で

つくって行って、正しい道から他

の人をもそらせてしまっています」

と言った。

ケロッグ医師とホワイト夫
人

新しいサニタリアムは多額の資金

を使って建てたので、その結果借金

に陥った。ケロッグ医師は多くの本

も執筆していて、有名になって行っ

たのであるが、この借金を抱えたと

きに本を書いてそれを売って、儲け

たお金をすべてそのサニタリアムの
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借金に埋めます、と言った。そして世界総会はそ

れを喜んだのであるが、ところがその結果、彼は

「生ける宮」という本を執筆した。執筆後、下刷り

が回ってきて、世界総会のスタッフが回し読みを

した。ほとんどの人が「いい本ですね」と言った。

ところがインドから戻ってきたばかりの一人の牧

師が、その本を読んで、「この本の中には危険があ

りますよ」と警告した。「ケロッグ医師はこの本で

汎神論を説いています。」教会でこのことをめぐっ

て大議論が交わされた。しかしその議論が行われ

ていた間、しばらくの間ホワイト夫人は口を閉ざ

していた。この辺りの歴史は非常に複雑であるが、

ここで私たちが学ぶべき重要な教訓がある。神はと

ても忍耐強くケロッグ医師に働きかけられた。ホ

ワイト夫人は幻を通して、ケロッグ医師が危険な

道に入って行っていると何度も何度も見せられた。

世界総会のある人たちは、ケロッグ医師に関して、

大きな懸念を覚えていた。ホワイト夫人が彼のやっ

ていることは危険だと言っているのだから、教会

の人たちにも警告すべきだという人がいた。しか

し、当時ホワイト夫人はカリフォルニアにいたが、

世界総会に宛てて手紙を書いて、今はその時では

ないと言った。今は沈黙していなさいというわけ

である。そしてその当時経験したことを記録した

世界総会の人がいて、この歴史の中で危険なこの

時期に沈黙を保たなければならないのかと、世界

総会の人たちは感じたそうである。そして彼らの

心の内を読んでいるかのごとく、ホワイト夫人は

更なる手紙を世界総会の人たちに送ってきた。そ

の手紙の中で、ホワイト夫人はルシファーが天で

罪を犯して反逆に至った時に、彼は罪を犯した時

すぐに天から追放されなかった点に言及した。ル

シファーの思想が発展していってそれが明るみに

出るまで神は時間をおかれ、ルシファーに対して

長く忍耐されたと書かれていた。世界総会の責任

者たちは、ホワイト夫人の二番目の手紙を見て納

得した。しかし著名な牧師たち、伝道者たちが当

時ケロッグ医師と喜んで一緒に働いていたので、

多くの人たちは懸念し心を痛めていた。ジョーン

ズとワゴナーの二人も、当時ケロッグ医師と共に

働いていた。

「その氷山に体当たりしなさい」

当時、事態を静観しているのは、世界総会の人

たちにとってある意味で辛いことであった。それ

から間もなく、1904 年にあることが起こった。

世界総会によって秋の定例総会が開かれ、事業に

携わる人たち（代議員）が集まってきていた。バ

トルクリーク・サニタリアムについての議論が膨

れ上がってしまっており、次にどのような手段を

講じるべきかということが決められずにいた。ホ

ワイト夫人は沈黙しなさいと言ったけれども、そ

れ以外にどうしたらいいのか彼らは分からずにい

た。すると、会議の最中にホワイト夫人からある

小包が届いた。その中に、証の本がはいっており、

そこに書かれていた言葉は、「今こそ私たちはこの

危険に直面するときが来た」というものであった。

カリフォルニア州でどういうことがあったかと言

うと、ホワイト夫人はある幻を見せられて、彼女

はこの幻の中で船

に乗っていた。船

に乗っていたら、

その船の船員が

「前方に氷山が見

えます」と大きな

声で叫んだのだっ

た。すると、別の

声が響き渡った。

「その氷山に体当

たりしなさい」と。

一時の躊躇も許

されない、とっさ

の行動が求められ

る時だった。そし

て機関士は船を全

速前進させて、舵を取る人もまっすぐに氷山に向

かわせた。氷山に真っ向からぶつかったら、その

氷山が粉々に砕けた。雷のような音をたてて、大

小の氷の固まりが甲板に落ちてきた。船の客は、

その衝突によって大きく激しく揺さぶられた。し

かし誰も犠牲にはならなかった。船は傷ついたけ

れども、修復不能なほどではなかった。この衝撃

によって船は大きくはねて生き物のように揺れた。

しかしその後、船は前進し続けた。

この幻の意味をホワイト夫人は良く理解した。

命令が下ったということだった。船の船長からの

声のようにみ声を聞いた。「体当たりしなさい」と

いう声であった。彼女は自分の義務をよくわきま

えていたので、一時も無駄にしてはならないと認

識していた。決定的な行動をとるべきときがやっ

てきた。一時の遅れもなくこの命令に従わなけれ

ばならない。その晩夜中の一時に目を覚まして、

できるだけ早くペンを走らせて、そして次の日の
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朝も早くから起きて遅くまで執筆をつづけた。教

会に入ってきていた誤謬についての指示を人々に

与えるためにこの証を書いた。これらの指示を書

き終えたときに、特別に人を雇って特別便を送ら

せた。そしてその世界総会のその時に、本当に必

要な時にその小包が届いたのだった。この時の経

験を記録している世界総会のある人が、5000 キロ

も離れたカリフォルニアにいるあの小柄な女性が

どうやって知ったのだろう。ここ世界総会でなさ

れていることを彼女がどうしてわかったのだろう。

そしてその時に私たちが必要としているその言葉

を、彼女はどうやって書くことが出来たのだろう。

これは聖霊のわざ以外の何物でもないと彼は理解

した。その時の出来事のゆえに、大きな危機的状

況を避けることが出来たのだった。

ケロッグ医師の脱落

世界総会の働き人たちは、ホワイト夫人と協力

してケロッグと彼の教え、その働きの危険にひる

むことなく直面し、人々に危険を知らせたのだっ

た。残念ながら、ケロッグという人物は教会の働

きから脱落してしまった。彼の影響を通して、多

くの大事な働き人たちも脱落してしまった。その

後彼は、人種をさらに良くする何らかの協会を設

立した。右の写真

は 1915 年にパナ

マで開かれた万国

博覧会おいて設け

られたケロッグ医

師の協会のブース

である。ここに「無

宗教の命を救う知

識」に関する運動

と書いてある。こ

の協会が推奨した

思想が、優生学（優

秀な人の種だけを

残そうという人類

改造学）という哲

学であった。こ

の協会の秘書とし

て、ジョン・ハービー・ケロッグの名前が出ている。

この協会に入会した人は皆、自分自身のプロフィー

ル、経歴、家族背景、病歴などを書くことが義務

づけられた。その結果、膨大な個人情報をもとに、

病気が遺伝しないような人と結婚するようにとい

う教えが説かれ

た。これは、いい

ことのように聞

こえるが、人間の

真価を助ける自己

指南のような、そ

ういう教えであっ

た。これに参加

した著名人の中には、ルーズベルトやウッドロー・

ウィルソンといった歴代大統領が名を連ねていた。

有名な科学者たちも参加した。この優生学という

教え（哲学）を熱心に実践しようとした一番の著

名人は、アドルフ・ヒット

ラーである。彼は特殊な人

種を作りだそうと考えてい

た。その思想が彼をして、

ナチス・ドイツを作り出す

という行動にまでかり立て

た。医学界を先導するほど

の優れた医師がどうしてこ

の恐ろしい運動に加わるに

至ったのだろうか。マタイ

6 章 23 節にこう書かれてい

る。「もしあなたのうちな

る光が暗ければ、その暗さ

はどんなであろう」。

背教のアルファ

神がケロッグ医師に与えられた光は、実に大き

なものだった。神は彼を祝福して、セブンスデー・

アドベンチスト教会の医事伝道の働きを率先して

牽引する人物として選ばれた。しかし彼がその光に

背いた時に、大いなる闇へと落ちてしまったので

あった。コリント人への第二の手紙 11 章の 14 節

に、サタンも光の天使に偽装するのだから驚いて

はならないという言葉がある。サタンを光の天使

と思ってしまったケロッグは、サタンの欺瞞に陥っ

てしまった。光の天使のように美しい衣をまとっ

た天使がケロッグ医師を伴って場所から場所へと

連れて行き、神にとって不快となる傲慢な言葉を

語らせた、とホワイト夫人は言った。サタンがケ

ロッグ医師にその霊を吹き込むほどになっていた。

ネブカデネザルは、「この偉大なるバビロンは、私

が建てた物ではないか」と言った。ケロッグも、「こ

の偉大なバトルクリーク・サニタリアムは、私が建

てた物ではないか」と言ったのではないだろうか。
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神が与えた光に基づいてこのような偉業を成し遂

げたということを彼は忘れてしまったのであった。

後に彼は、フロリダ州のマイアミというところへ

行き、フロリダのバトルクリーク・サニタリアム

というものを建てた。数年しか存続せず、大失敗

であった。自分に

は力があると信じ

ていたので、どこ

に行っても同じや

り方をすれば通用

すると思っていた

のだった。しかし

それは間違いだっ

た。

ここで申し上げたことが、背教のアルファの一

部である。しかしホワイト夫人によると、背教の

オメガは驚くべき性質を帯びてやってくるはずで

ある。サタンの最後の欺瞞は、神の御霊の証を無

効にすることであるとホワイト夫人は言った。証

の書を通して、神の与えられた勧告に信頼して従っ

ている限り、彼は安全だった。ところが証の書を疑

い、かれは一歩一歩坂道を下るようにして、闇へ

落ちて行った。ホワイト夫人によると、サタンの

旗の下で自分たちの立場をとる者は、初めに神の

御霊の証に含まれている警告やけん責に対する信

仰を捨ててしまうであろう。どういうことかと言

うと、終わりの時代に、セブンスデー・アドベン

チストでありながら、サタンの旗の下で自分たち

の立場をかかげる人達がいると言っているわけで

ある。ホワイト夫人は、これは確かに起こると言っ

た。そして彼らの最初の誤りは、神の御霊の証を

疑うということだった。そして証の書を疑うと聖

書を疑うようになり、神の存在そのものを疑うよ

うになる。そういった形で坂道を転げ落ちるよう

にして闇へ落ちてしまうのである。最初に紹介し

た聖句だが、歴代志下の 20 章 20 節。「あなたがた

の神主を信じなさい。そうすればあなたがたはか

たく立つことが出来る。主の預言者を信じなさい。

そうすれば、あなたがたは成功するでしょう。」

背教のオメガ

前半で背教のアルファについて話したが、背教

のオメガについて証の書を見ると、三か所しか書

かれていない。まず覚えておきたいのは、オメガ

が将来やってくるということ。ただしそれがなん

であるか、ホワイト夫人は明言はしていない。た

だし、背教のアルファについては、多くの情報を

残した。だから私たちは、アルファをしっかり研

究して、その時そこで何が起こったのか、どのよ

うにしてその問題を乗り越えていったのかという

ことを学ぶ必要があると思う。そうすることに

よって、私たちはオメガを識別することができる

ようになるわけである。その背教のオメガについ

てホワイト夫人が述べている三か所を見ていきた

い。オメガは驚くべき性質を帯びているであろう

とホワイト夫人は述べた。驚くべきというのは、

人を驚かすわけだから、予想外のことだというこ

とが分かる。だから覚えていたいのは、どれほど

オメガについて研究している人でも、実際にそれ

がやってきた時に、「ああ、びっくりしたなぁ、こ

んなことになるとは。このことにつては考えもし

なかったなぁ」と言うようなことになるというこ

とである。次の箇所だが、証の書の言葉。「オメガ

が続いてやってくる、そしてそれを受け入れる人

たちは、神がお与えになった警告に耳を傾けない、

また傾けようとしない人達である」と言われてい

る。神からの警告を受け入れようとしない人たち

がオメガを歓迎すると言っている。神からの警告

を受け入れたがらない人たち、受け入れないと決

める人達が、オメガを受け入れるというのだ。神

から警告を与えられ、そしてその背教に対して備

えるように機会が与えられたにもかかわらず、そ

の警告を退ける人達である。証の書を通して、警

告はすでに私たちに与えられているのだ。この警

告に耳を傾ける意思があるか否かなのである。ホ

ワイト夫人がオメガについて述べたもう一カ所で

は、「しばらくしてオメガが続いてやってくるであ

ろう。そして私はわが民のために震えた」と言わ

れている。アルファの後にしばらくしてから、短

期間の後にオメガがやってくると言っている。で

あるから、神の御霊の証によると、これが何十年、

何百年も後の事ではないということである。そし

てそのオメガがやってくることを見たときに、ホ

ワイト夫人は民のために震えたと言ったわけであ

る。終末の神の民にオメガの到来を幻で見せられ

たホワイト夫人は、どういうことになっていくか

ということを思った時に、本当に大変な時代がやっ

てくると彼女は震えたわけである。背教のオメガ

について彼女が述べた箇所は以上これらの３か所

だけなのだけれども、アドベンチスト教会の中で

は、この背教のオメガがどういう形でやってくる

のか、どういったものであるかということに様々

な説がある。確かにこれについて研究し、オメガ

がどういうものであるかということを良く良く考
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えてみるということはいいことだと思う。ただし、

このオメガがどのようなものであるかということ

を前もって明確に知ること、また断言することは

できないのである。ルイス・ウォルトンという人

がオメガという本を書き、有名になった。彼の考

察をいくつか見ていきたいのだが、ウォルトン氏

によると、「アルファ、オメガ」と言うときに、ギ

リシャ語のアルファベットの最初と最後の文字を

使っているわけだから、アルファもオメガも似通っ

た出来事について示したものではないかとウォル

トン氏は述べている。背教のアルファにおいて、

ケロッグ医師が汎神論の背教に入って行った。そ

の汎神論という教えは神がどこにでもいる、存在

する。私のうちにも、木など、自然界のどこにで

もいるという考えであるから、それと正反対の性

質のものではないかとウォルトン氏は考えている

のである。神学的に言えば、たとえば、デズモンド・

フォードが提唱した神の御霊を全く無効にするよ

うな教え、特にキリストの至聖所での贖いが十字

架で終わったと説き、1844 年に始まることを否定

するような教えではないかと考えている。ケロッ

グ医師は神が自分のうちにもいると考えた。デズ

モンド・フォードはもう神が２千年前に私の贖い

の業を完成させて下さった、それだけが私に必要

なものだと言った。私の内側で何が起ころうとも、

神は私のためにもうすべてをして下さったという

のがフォードの教えである。アルファとオメガ、

こういった形で正反対の形で来るのではないかと

ウォルトン氏は考えているわけである。そうかも

知れないが、断定することはできない。

また別の人によると、この背教のオメガは、神

は決して殺すことをなさらないという教えだとい

う。ケロッグ医師はこの汎神論の教えによって、

神は私の内にいて、私にごく近い存在となってお

られるという教えを説いていた。そして一方で

は、オメガはこういったものではないかと考える

人は、私たちが死ぬときに、神は私たちのそういっ

た死とは何のかかわりも持っておられないという

考えなのである。神はいかなる理由をもってして

も、人を殺すことはないという考えに基づいてい

る。このような思想が、セブンスデー・アドベン

チスト教会に入ってからもう何年も経っているが、

たとえば、子供用の本を書いた著者で有名な、アー

サー・マックスウェルという人がいるのだが、そ

のマックスウェル氏もこのような思想に陥ってい

たと言っている人がいる。いずれにしても、アル

ファは一方の極端であり、オメガはもう一方の極

端な教えではないかと考える人達がいる。聖書は

アルファとオメガについて何と言っているだろう

か。アルファとオメガという言葉づかいは聖書に 4

回出てくる。すべて黙示録に出てくる。その二か

所が黙示録 1 章に書かれている。黙示録の 1 章の 8

節と 11 節である。そして興味深いことに、あとの

2 か所は黙示録の最後の 2 章に記されている。21

章の 6 節、それから 22 章の 13 節。であるから聖

書の最後のところで、この黙示録の最初の方でア

ルファとオメガについて神は述べられ、そして黙

示録の一番最後のところでキリストが、私はアル

ファでありオメガであると言っておられるのであ

る。イエスさまがご自分について私はアルファで

あり、オメガであると述べられる時に、何か両極

端の要素について述べておられるのだろうか。そ

うではなくて、かえって同様のものが何らかの成

熟する過程を経ているということなのだ。ヘブル

人への手紙 12 章の 2 節にこのようなことが述べら

れている。「信仰の導き手であり、またその完成者

であるイエスを仰ぎつつ」とあるが、この導き手

というところは創始者とも訳される。だからこの

聖句はアルファとオメガの聖句と非常に似ている

のではないだろうか。このような聖句もある。「私

たちのうちに良き業を始められた方が、それを完

成して下さる」。アルファで始まってオメガで完成

するという過程について、聖書は述べているので

はないだろうか。だから、このアルファとオメガ

が正反対の性質の背教ではなくて、ケロッグ医師

によって始められたものが成長して成熟した過程

を表現しているものであるとしたらどうだろうか。

現在オメガが、どのようなものであるかというちゃ

んとした理論を持っているわけではない。ただ現

在私は、このオメガがアルファと全く正反対のも

のではないのではないかと考えている。このアル

ファについて考えるときに、アルファはただ単に、

神学的なものではなかったのだ。確かに神学的に

見るならば、ケロッグ医師が汎神論を説いていた

と言う見方が出来るのだけれども、ケロッグが行っ

ていたことに伴って、他のさまざまなものが出て

きた。たとえば教会の運営の問題、いわゆる当時、

教会において、大きな権力闘争みたいなものがあっ

た。ケロッグ医師は、王様のような権力を教会で保

とうと努めていた。バトルクリークという町だけ

で、牧師とか他のさまざまな教会の働き人よりも、

医療事業に関係している働き人の方が2倍も多かっ

た。当時そういった中で、大きな権力闘争があっ

た。もちろん、ケロッグ医師がもたらした背教の

一つに、神の与えて下さった青写真から離れて医

　   ケロッグ博士の歴史「背教のアルファ」　 
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事伝道を行ったというものがあった。このオメガ

を見定めるにあたって、これら 3つの要素が関わっ

てくるのではないかということが考えられるのだ。

いずれにしても、この誤りの根底にあるものが神

の代わりに自己を据えるということ、自分自身を

神の地位に据えるということが問題なのだ。

ホワイト夫人は、サタンの最後の欺瞞は神の御

霊の証を無効にすることと述べている。預言によ

ると、この世界に起こる最後の最大の欺瞞はサタ

ンが光の天使を装ってこの地上に現れるというこ

とである。ホワイト夫人はこのような興味深いこと

も言っておられる。サタンが光の天使を装って現

れる時、彼はキリストだと自称し、偉大な医事伝

道者を装うと。私はこれこそが、究極の背教のオ

メガであると考えている。サタン自身が偉大な医

事伝道者であると自称するのである。医事伝道事

業に関わらず、アドベンチスト教会には様々な背

教が起こった。ケロッグ医師は彼の時代の医事伝

道事業の中心的人物だったと言えるのだが、再び

医療事業の何らかの著名な人、実力者、指導的立

場にある人が、この教会の背教を牽引していくこ

とになるのではないかとも考えられるわけである。

そして医事伝道事業そのものが、背教へと向かって

しまうことがあるのではないかと考えられるので

ある。なぜなら、神がホワイト夫人を通して与え

られた青写真と現在教会でなされている医療事業

が、かけ離れたものになってしまっているからで

ある。何度も言うように、背教のオメガはこう言っ

たものであると断定することはできないのである

が、そのことについて研究を続け、そして眼を開

き、様々なヒントを基に、それがやって来た時に、

神がこれこそが背教のオメガであると私たちが見

定める知恵を与えて下さると思うのである。教育

の文に、「若者たちを、ただ単に人の意見を反映す

るのではなく、自ら考える者に訓練することこそ、

真の教育である」とある。だから、他の人達が述

べていることに従うことだけで満足してはいけな

いのである。神から助けを頂いて、自分自身で考

えて行動していく者とならなければならない。

最後に、この闘いは私たちだけのものだけでは

なく、神のものであるということである。「静まっ

て神の救いを見なさい」というみ言葉がある。

背教のオメガは、最後のキリストの贖いを無効

にすることだと私は考えている。そして証の書を

無効にすること。特にこの二点だと思う。

 ケロッグ博士の歴史「背教のアルファ」  　　

サンライズ ･ミニストリー

　　　スタッフからの挨拶

主にあって新年のご挨拶を申
し上げます。

世界も、教会も容赦なく吹き
まくる嵐に直面しようとして
います。

｢ 新しき地に踏みいだす…」という讃美歌がありますが、我々の前に横
たわるのはあまりにも大きな領域です。清められたみ民イスラエルの栄
光が全地を照らす日も非常に近づいていると思います。大きな働きの前
に、小さな光を掲げて今年も励みたいと決心しております。

皆様の祈りとご支援をお願いします。

「今日まで守られ来たりし我が身、つゆだに憂えじ行く末などは

　いかなるときにも愛なる神は、すべてのことをば良きにしたまわん」｡
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